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東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

（
東
京
都
新
宿
区
）

　

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
、
元
小
学
校
の
校
舎
を
利

用
し
て
作
ら
れ
た
施
設
で
す
。
靴
を
脱
い
で
木
製
玩
具

の
世
界
に
没
頭
で
き
る
「
お
も
ち
ゃ
の
も
り
」
や
国
内
外

の
優
良
玩
具
で
遊
べ
る
「
グ
ッ
ド
・
ト
イ
て
ん
じ
し
つ
」、

世
界
の
ゲ
ー
ム
を
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
で
き
る

「
ゲ
ー
ム
の
部
屋
」、
０
〜
２
歳
ま
で
の
親
子
専
用
の
「
赤

ち
ゃ
ん
木
育
ひ
ろ
ば
」
な
ど
、
世
代
を
超
え
て
遊
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、お
も
ち
ゃ
の
手
作
り
教
室
も「
お

も
ち
ゃ
こ
う
ぼ
う
」
で
毎
日
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
館
を
運
営
す
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創

造
協
会
が
展
開
し
て
い
る
「
木
育
」
の
行
動
プ
ラ
ン
「
ウ

ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
は
、
全
国
各
地
の
自
治
体
、
企
業
、
幼

稚
園
・
保
育
園
が
宣
言
し
て
い
ま
す
。

《
施
設
情
報
》

■
住
所
：
東
京
都
新
宿
区
四
谷
４
‐
20 

四
谷
ひ
ろ
ば
内

■
営
業
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

※ 

毎
週
木
曜
日
休
館
日
（
２
月
・
９
月
に
特
別
休
館

日
あ
り
）

■
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館
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こ
ど
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６
カ
月
〜
小
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）
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０
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学
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上
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／
８
０
０
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２
０
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今
か
ら
１
５
０
年
前
、大
政
奉
還
の
舞
台
と
な
っ
た
世
界
遺
産
・

二
条
城
。
年
間
を
通
じ
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。国
宝
の
二
の
丸
御
殿
や
重
要
文
化
財
の
障
壁
画
、

桃
山
様
式
の
庭
園
…
。
多
く
の
見
所
が
あ
り
ま
す
が
、
広
大
な
敷

地
の
中
で
ふ
と
足
を
止
め
、
周
囲
を
見
回
し
ま
す
と
、
城
の
中
か

ら
高
い
ビ
ル
な
ど
景
観
を
遮
る
人
工
的
な
も
の
が
見
え
ま
せ
ん
。

築
城
さ
れ
た
４
０
０
年
前
と
同
じ
景
色
で
す
。

文
化
財
な
ど
「
目
に
見
え
る
」
も
の
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、

目
に
は
見
え
に
く
い
、
京
都
が
大
切
に
し
て
き
た
「
価
値
」
を
守

り
、
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
京
都
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

二
条
城
で
の
大
政
奉
還
の
翌
年
、
明
治
改
元
が
布
告
さ
れ
、
我

が
国
は
近
代
国
家
へ
の
歩
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
京
都
に
と
っ
て
困
難
な
時
代
の
幕
開
け
で
も

あ
り
ま
し
た
。
明
治
維
新
に
よ
っ
て
千
年
続
い
た
都
の
地
位
を
失

い
、「
我
が
国
で
最
も
激
し
い
人
口
減
少
」
と
評
さ
れ
る
、
人
口

が
３
分
の
２
に
激
減
す
る
深
刻
な
人
口
減
少
と
、
都
市
衰
退
の
危

機
に
直
面
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
先
人
は
、ま
ず「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」と
、

地
域
で
お
金
を
出
し
合
い
、
日
本
初
の
小
学
校
「
番
組
小
学
校
」

を
創
設
し
、
未
来
の
担
い
手
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
明
治

13
年
に
は
、
日
本
初
の
芸
術
大
学
と
な
る
画
学
校
（
現
・
市
立
芸

術
大
学
）
を
、
明
治
19
年
に
は
日
本
初
の
工
芸
技
術
学
校
（
現
・

市
立
京
都
工
学
院
高
校
）
を
創
設
。
そ
し
て
戦
後
、
昭
和
31
年
に

は
、
日
本
で
唯
一
の
自
治
体
直
営
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
京
都
市
交

響
楽
団
を
設
立
し
ま
し
た
。
千
年
を
超
え
る
歴
史
の
中
で
培
っ
て

き
た
文
化
を
は
じ
め
、
人
の
育
成
、
も
の
づ
く
り
を
復
興
の
要
と

し
、
産
業
振
興
、
都
市
の
活
性
化
等
を
図
り
、
今
日
の
京
都
の
発

展
の
礎
を
築
い
て
き
た
の
で
す
。

明
治
以
降
、
政
治
・
経
済
の
拠
点
は
東
京
に
移
り
ま
し
た
が
、

京
都
は
、
文
化
の
力
を
中
心
に
据
え
た
様
々
な
政
策
と
市
民
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
に
よ
り
、幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
「
京
都
モ
デ
ル
」
は
、
政
治
や
経
済
の
力
だ
け
で
解
決

し
得
な
か
っ
た
、
人
口
減
少
社
会
等
の
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
現

代
日
本
に
お
い
て
、
課
題
克
服
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
ル
京
都
・
関
西
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
政
府
・
関
係
者
の

御
英
断
で
、
昨
年
、
京
都
へ
の
文
化
庁
の
全
面
的
移
転
が
決
定
。

こ
の
春
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
先
行
組
織
で
あ
る
文
化
庁
の
「
地

域
文
化
創
生
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
い
よ
い
よ
新
た
な
文
化
行
政

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
文
化
の
力
で
京
都
の
役
割

を
果
た
し
、
全
国
、
日
本
の
未
来
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
文
化
と
い
う
と
、「
芸
術
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
衣
食
住
な
ど
の
暮
ら
し
の
美
学
、
自
然
と
の

共
生
の
理
念
、
手
間
・
ひ
ま
・
心
を
注
ぐ
こ
と
を
尊
ぶ
価
値
観
、

家
族
や
地
域
の
絆
、
繊
細
な
お
も
て
な
し
の
心
な
ど
も
ま
た
、
我

が
国
が
大
切
に
し
て
き
た
文
化
で
す
。
そ
れ
ら
を
産
業
、
観
光
、

教
育
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
と
柔
軟
に
、

ま
た
積
極
的
に
結
び
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
今
日
の
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
「
働
き
方
改
革
」
に

つ
い
て
も
、
経
済
や
雇
用
の
視
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
な

視
点
か
ら
、「
人
間
ら
し
い
生
き
方
」
や
「
心
豊
か
な
暮
ら
し
方
」

に
ま
で
掘
り
下
げ
て
考
え
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
真
に
元
気
で

活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

文
化
で
日
本
を
元
気
に
！
京
都
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
と
課
題

や
使
命
感
を
共
有
し
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
京
都
市
で
は
、
全
国
の
地
方
創
生
へ
の
貢
献
に
加
え
て
、

世
界
へ
の
文
化
の
発
信
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
は
、
文
化

庁
と
共
に
日
中
韓
３
カ
国
の
文
化
芸
術
交
流
事
業
「
東
ア
ジ
ア
文

化
都
市
」
を
開
催
。
国
際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
今
、
だ
か
ら
こ

そ
文
化
で
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
た
い
。
文
化
庁
の
移
転
は
喜
び

で
あ
る
と
と
も
に
、重
要
な
責
務
を
伴
う
も
の
で
す
。京
都
で
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

門川　大作京都市長

全国の地方創生に貢献し、文化で日本を元気に！

地域づくり 本編



出
生
率
の
推
移
と
地
方
の
少
子
化

少
子
化
と
は
、合
計
特
殊
出
生
率（
以
下「
出
生
率
」）が
、

そ
の
国
の
人
口
が
増
加
も
減
少
も
せ
ず
に
均
衡
す
る
人
口

置
換
水
準（
日
本
は
２
・
07
）を
長
期
に
わ
た
っ
て
下
回
り
、

低
迷
す
る
状
態
で
あ
る
。
わ
が
国
の
出
生
率
は
、
団
塊
世

代
が
生
ま
れ
た
頃
は
４
・
５
程
度
あ
っ
た
が
、
１
９
６
０

年
代
に
２
程
度
ま
で
減
少
し
た
（
図
１
）。
そ
し
て
、
70

年
代
半
ば
以
降
、
少
子
化
の
状
態
に
あ
る
。
過
去
10
年
間

を
み
れ
ば
、
出
生
率
は
徐
々
に
回
復
し
て
き
て
お
り
、
こ

れ
は
わ
が
国
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
で
あ
る
。
た
だ
し
、

最
新
の
出
生
率
は
１
・
45
に
と
ど
ま
る
た
め
、
い
ま
だ
深

刻
な
少
子
化
を
脱
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

都
道
府
県
別
に
出
生
率
の
水
準
を
色
分
け
し
た
も
の
が

図
２
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
次
の
２
点
を
指
摘
で
き
る
。
ま

ず
、
出
生
率
は
人
口
が
集
中
す
る
首
都
圏
と
大
阪
圏
に
お

い
て
低
い
。
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
三
大

22017・6月号
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松
田
　
茂
樹

幸
せ
つ
な
ぐ
―
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

出
生
率
の
回
復
に
結
び
つ
く
自
治
体
の
少
子
化
対
策

中
京
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授

︱
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
幅
広
い
施
策
が
ポ
イ
ン
ト
︱

地域づくり 本編

図１　出生数と合計特殊出生率の推移

資料：厚生労働省「人口動態統計」

図２　都道府県別の合計特殊出生率（2015年）

資料：厚生労働省「人口動態統計」
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都
市
圏
の
中
で
愛
知
県
の
出
生
率
は
低
く
は
な
い
。ま
た
、

東
日
本
よ
り
も
西
日
本
の
方
が
、
特
に
九
州
・
中
国
に
お

い
て
、
出
生
率
は
高
い
。
そ
し
て
、
同
じ
地
域
の
中
で
も
、

出
生
率
が
高
い
自
治
体
と
低
い
自
治
体
が
あ
る
。

地
域
に
よ
っ
て
出
生
率
に
差
が
生
じ
て
い
る
背
景

に
は
、
大
き
く
は
次
の
４
つ
の
要
因
が
あ
る
（
松
田 

２
０
１
３
）。
第
一
は
、
そ
の
地
域
の
経
済
・
雇
用
の
状

況
で
あ
る
。
失
業
率
が
高
く
、
若
年
層
の
非
正
規
雇
用
者

割
合
が
高
い
地
域
で
は
、
若
者
た
ち
は
結
婚
し
て
、
欲
し

い
数
だ
け
子
ど
も
を
も
う
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
第

二
は
、
保
育
・
両
立
環
境
で
あ
る
。
保
育
所
の
不
足
、
長

時
間
労
働
、
そ
の
他
両
立
環
境
の
不
足
は
そ
の
地
域
の
出

生
率
を
低
く
す
る
要
因
に
な
る
。
こ
の
要
因
は
主
に
首
都

圏
に
お
い
て
効
い
て
い
る
。
第
三
は
、
親
族
に
よ
る
子
育

て
支
援
で
あ
る
。
祖
父
母
が
同
居
・
近
居
し
て
お
り
、
育

児
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
は
、
出
生
率
は

高
く
な
る
。
祖
父
母
か
ら
の
育
児
支
援
は
、
北
陸
地
方
、

中
部
地
方
、
中
国
・
四
国
地
方
に
お
い
て
多
い
。
第
四
は
、

結
婚
や
子
育
て
に
関
す
る
規
範
意
識
で
あ
る
。
結
婚
や
子

育
て
を
大
切
に
す
る
規
範
意
識
が
強
い
地
域
で
は
出
生
率

は
高
く
な
る
。
こ
の
規
範
意
識
は
中
国
・
四
国
、
九
州
・

沖
縄
に
お
い
て
強
い
。

こ
れ
ま
で
の
少
子
化
対
策
の
特
徴
と
変
遷

90
年
の
１
・
57
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
政
府
は
出
生
率
低

下
と
子
ど
も
数
減
少
を
問
題
と
し
て
捉
え
、
94
年
の
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
か
ら
少
子
化
対
策
の
取
り
組
み
を
開
始
し

た
。
同
年
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
を
実
施
す
る
た
め
に
緊
急
保

育
対
策
等
５
カ
年
事
業
を
策
定
し
て
保
育
の
量
的
拡
大
等

を
進
め
た
。
そ
の
後
数
度
の
改
変
を
経
て
、
少
子
化
対
策

と
し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

支
援
を
２
つ
の
柱
と
す
る
施
策
を
進
め
て
き
た
。
支
援
を

受
け
る
家
族
側
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
未
就
学

児
を
持
ち
、
主
と
し
て
夫
婦
と
も
正
規
雇
用
者
で
あ
る
共

働
き
世
向
け
の
施
策
が
中
心
で
あ
っ
た
。

90
年
代
か
ら
続
け
て
き
た
こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
っ
て
、

保
育
や
仕
事
と
子
育
て
両
立
は
相
当
前
進
し
て
い
る
。
一

方
、
妻
が
専
業
主
婦
や
非
正
規
雇
用
者
で
あ
る
世
帯
に
対

す
る
支
援
や
、
子
育
て
の
経
済
的
支
援
は
遅
れ
て
い
た
。

何
よ
り
も
、
従
来
の
少
子
化
対
策
は
、
出
生
率
回
復
に
寄

与
し
て
い
る
も
の
の
、そ
の
効
果
は
顕
著
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
70
年
代
半
ば
以
降
の
出
生
率
低
下
の
実
に

９
割
が
未
婚
化
の
進
行
︱
︱
結
婚
を
で
き
な
い
若
者
の
増

加
︱
︱
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
従

来
の
対
策
は
未
就
学
児
を
も
つ
正
規
雇
用
者
夫
婦
を
メ
ー

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
育
児

期
の
夫
婦
を
み
る
と
正
規
雇
用
者
同
士
の
共
働
き
夫
婦
ば

か
り
で
な
く
、
専
業
主
婦
世
帯
や
妻
パ
ー
ト
世
帯
が
比
較

的
多
く
、
彼
ら
の
子
育
て
も
支
援
す
る
施
策
が
手
薄
で

あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。

特
に
出
生
率
低
下
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
未
婚
化
に
対

す
る
対
策
も
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、２
０
１
３
年
、

少
子
化
対
策
は
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
で
の
切

れ
目
な
い
支
援
の
総
合
的
な
政
策
の
充
実
・
強
化
を
目
指

す
よ
う
に
見
直
さ
れ
た
。
深
刻
で
あ
る
地
方
の
出
生
率
低

下
と
人
口
減
少
に
対
処
す
る
た
め
に
、
２
０
１
４
年
、
政

府
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を
設
置
し
て
、
地

方
創
生
関
連
２
法
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
地

方
自
治
体
は
総
人
口
目
標
を
設
定
し
て
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
み
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
創
出
や
移
住
・
定
住
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
治
体
の
少
子
化
対
策
が	

出
生
率
に
与
え
た
効
果

こ
の
間
、
政
府
の
少
子
化
対
策
の
も
と
で
各
自
治
体

は
、
独
自
の
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
た
。
筆
者
は
２
０
１
３
年
に
全
国
の
市
区
町
村
の

少
子
化
対
策
担
当
部
署
を
対
象
に
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
関
す
る
合
計
13
の
事
業
の
実
施
状
況
を
調
査
し

た
（
表
１
）。
そ
の
結
果
、
２
０
０
５
年
と
２
０
１
３
年

を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
事
業
の
実
施
率
も
大
幅
に
上

昇
し
て
い
た
。
例
え
ば
、「
結
婚
相
談
・
結
婚
仲
介
」
は

２
０
０
５
年
11
・７
％
か
ら
２
０
１
３
年
30
％
へ
、「
出
産

費
用
の
補
助
」
は
同
19
・５
％
か
ら
23
％
へ
、「
子
ど
も
の

医
療
費
の
無
料
化
」（
一
部
補
助
を
除
く
）
は
同
50
・
１
％

か
ら
79
％
へ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
調
査
を
用
い
て
自
治
体
に
よ
る
こ
れ
ら
の
少
子
化

対
策
が
出
生
率
に
与
え
た
効
果
を
分
析
し
た
結
果
が
図
３

筆者プロフィール
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大学院社会学研究科博士課程単位取得退学、
博士（社会学）。専門は少子化対策、子育て
支援、家族論。主著に『少子化論―なぜま
だ結婚、出産しやすい国にならないのか』（勁
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で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
表
１
の
各
施
策
を
実
施
し
て

い
る
数
が
多
い
自
治
体
か
ら
少
な
い
自
治
体
ま
で
を
、「
上

Ｇ
」（
Ｇ
は
グ
ル
ー
プ
の
略
）「
中
Ｇ
」「
下
Ｇ
」の
３
グ
ル
ー

プ
に
分
け
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
指
標
は
、
実
施
し
て
い

る
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
施
策
の
幅
広
さ

を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
出
生
率
等

に
与
え
た
効
果
を
分
析
し
た
結
果
が
図
３
で
あ
る
。
分
析

結
果
の
要
点
を
述
べ
る
と
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
関
す
る
施
策
を
幅
広
く
実
施
し
て
き
た
市
区
町
村
は
そ

う
で
な
い
市
区
町
村
よ
り
も
、
そ
の
後
の
出
生
率
の
変
化

率
が
有
意
に
高
い
。
た
だ
し
、
こ
の
効
果
は
人
口
５
万
人

以
上
（
お
お
む
ね
市
レ
ベ
ル
以
上
）
に
お
け
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
幅
広
く
実
施
し
て
き
た
市
区
町
村

で
は
、
そ
う
で
な
い
市
区
町
村
よ
り
も
、
そ
の
後
の
転
出

者
率
は
有
意
に
低
く
、
総
人
口
変
化
率
は
有
意
に
高
い
。

な
お
、
表
１
に
あ
げ
た
個
別
施
策
が
出
生
率
に
与
え
た
効

果
も
分
析
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
１
つ
１
つ
の
施
策
は
出

生
率
等
に
有
意
な
効
果
を
与
え
て
は
い
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
特
定
施
策
で
は
な
く
、
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
幅
広
い
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
、自
治
体
の
出
生
率
回
復
等
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
。

住
民
に
は
未
婚
者
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
も
う
け
る
予
定

の
夫
婦
、
子
ど
も
が
既
に
２
人
い
る
夫
婦
な
ど
が
お
り
、

夫
婦
の
働
き
方
に
つ
い
て
も
正
規
雇
用
者
同
士
の
共
働
き

世
帯
、
妻
パ
ー
ト
世
帯
、
専
業
主
婦
世
帯
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
１
つ
の
施
策
で
は
住
民
の
子
育

て
環
境
を
多
く
の
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
述
の
と
お
り
、
地
域
の
経
済
・
雇
用
状
況
が
出
生
率

の
地
域
差
を
生
む
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。地
域
の
経
済
・

雇
用
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
筆
者
が
実
施
し
た
企
業
誘

42017・6月号地域づくり 本編

表１　市区町村の少子化対策の実施率の推移

注：�筆者が JSPS 科研費（課題番号 26885094）の一環として実施した「市
区町村の少子化対策の現状と経緯に関するアンケート」を分析した結
果。609 自治体が回答。

図３　少子化対策が市区町村の出生率、転出者率、総人口に与えた効果

注：�表 1 のデータを筆者が分析した結果。市区町村の合計特殊出生率、転出者率、総人口変化率を
被説明変数とした重回帰分析の結果。地域と人口規模を統制。数値は偏回帰係数。

図４	 �企業誘致による雇用創出が市区町村の出生率、転出者率、総人
口に与えた効果

注：�松田他（2016）より。日本学術振興会委託研究『課題設定による先導的人文・社会科学研究推
進事業（実社会対応プログラム）』「少子化対策に関わる政策の検証と実践的課題の提言」（代表：
阿部正浩中央大学教授）2013 ～ 15 年度における分析の結果。対象は全国の市区町村（区は東
京特別区）の企画課。645 自治体が回答。
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致
が
市
区
町
村
の
出
生
率
等
に
与
え
た
効
果
の
分
析
結
果

も
紹
介
し
た
い
（
図
４
）。
こ
の
分
析
に
よ
る
と
、
企
業

誘
致
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
雇
用
者
数
が
多
い
市
区
町
村
ほ

ど
、
そ
の
後
の
出
生
率
の
変
化
率
が
有
意
に
プ
ラ
ス
で
あ

り
、転
出
者
率
は
有
意
に
減
少
し
て
い
た
。
そ
の
効
果
は
、

先
述
し
た
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
支
援
よ
り
も
明

確
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、
企
業
誘
致
が
強
力
な
少
子
化
・
人
口
減

少
対
策
に
な
る
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
各
自
治
体
が
誘

致
合
戦
を
す
る
の
み
だ
け
で
は
、
工
場
等
を
奪
い
合
う
ゼ

ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
各
地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
、
中
で
も
雇
用
創
出

力
の
高
い
工
業
を
振
興
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
取
り
組
み

自
治
体
が
少
子
化
対
策
に
取
り
組
む
際
、
そ
の
地
域
の

産
業
や
子
育
て
環
境
等
に
応
じ
た
取
り
組
み
も
必
要
で
あ

る
。
保
育
需
要
に
つ
い
て
の
観
点
か
ら
、
筆
者
も
参
加
し

た
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
７
）
の
共
同
研
究
か
ら
、

自
治
体
に
よ
り
異
な
る
状
況
と
取
り
組
み
に
関
す
る
事
例

を
紹
介
し
た
い
。

保
育
所
が
不
足
し
て
い
る
が
、
保
育
需
要
に
地
域
的
な

偏
り
が
あ
る
事
例
が
浦
安
市
（
千
葉
県
）
と
松
戸
市
（
埼

玉
県
）
で
あ
る
。
浦
安
市
は
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
子
育
て
世
帯
が
多
く
居
住
す
る
こ
と
も
あ
り
、
保
育

の
受
け
皿
を
増
や
す
も
、
待
機
児
童
の
解
消
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
同
市
で
は
、
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
い
沿
岸

部
は
保
育
所
の
整
備
を
し
て
待
機
児
童
も
少
な
い
の
に
対

し
て
、
旧
来
か
ら
の
住
宅
地
で
は
保
育
所
を
新
設
す
る
こ

と
難
し
い
。
松
戸
市
も
０
～
２
歳
児
の
保
育
需
要
が
増
大

し
て
お
り
、
ま
た
保
育
需
要
に
も
地
域
的
な
偏
在
性
が
あ

る
。
３
歳
児
以
上
の
保
育
供
給
量
は
既
に
多
い
た
め
に
、

同
市
は
全
年
齢
向
け
の
保
育
施
設
で
は
な
く
、
小
規
模
保

育
を
増
設
し
て
対
応
し
て
い
る
。
定
員
に
余
裕
の
あ
る
交

通
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
地
域
の
保
育
所
も
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
、
バ
ス
に
よ
る
遠
隔
地
の
保
育
所
へ
の
送
迎
事
業

も
実
施
す
る
。

地
域
の
雇
用
は
良
好
で
、保
育
需
要
は
比
較
的
少
な
く
、

他
の
子
育
て
支
援
等
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
事
例
が
、
東
海
市
（
愛
知
県
）
と
千
歳
市
（
北
海

道
）
で
あ
る
。
東
海
市
は
、
製
鉄
工
場
等
就
労
の
場
が
多

い
ほ
か
、
名
古
屋
市
に
通
勤
す
る
市
民
も
多
い
。
出
生
率

は
１
・
82
と
極
め
て
高
く
、
人
口
は
増
加
し
て
い
る
。
愛

知
県
は
、
男
性
労
働
者
の
雇
用
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
専
業
主
婦
世
帯
が
多
い
と
い
う
地
域
的
特

徴
が
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
同
市
に
待
機
児
童

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
一
方
、未
婚
男
性
が
多
い
た
め
に
、

「
子
育
て
と
結
婚
を
応
援
す
る
ま
ち
東
海
市
」
と
い
う
都

市
宣
言
の
も
と
、「
結
婚
応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
、

結
婚
活
動
に
関
す
る
相
談
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
出
会
い

の
創
出
、
結
婚
活
動
に
関
す
る
講
座
の
開
催
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
千
歳
市
は
、
市
内
に
空
港
と
自
衛
隊
駐
屯
地

が
あ
る
た
め
に
関
係
者
の
転
勤
等
に
よ
る
転
出
入
人
口
が

多
く
、核
家
族
の
割
合
が
高
い
。
転
勤
族
が
多
い
た
め
に
、

女
性
就
業
率
は
低
く
、
出
生
率
が
高
い
。
同
市
で
は
、
保

育
需
要
は
少
な
い
一
方
、
転
入
世
帯
が
子
育
て
に
お
い
て

孤
立
せ
ず
、
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
相
談

事
業
や
一
時
預
か
り
等
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

出
生
率
が
高
く
、
待
機
児
童
数
が
多
い
自
治
体
の
事
例

が
、南
風
原
町（
沖
縄
県
）で
あ
る
。
同
町
は
出
生
率
が
２
・

09
と
高
く
、
子
ど
も
数
と
総
人
口
は
増
加
し
て
い
る
。
沖

縄
県
で
は
子
ど
も
が
５
歳
に
な
る
と
幼
稚
園
に
入
る
こ
と

が
一
般
化
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
前
の
年
齢
に
お
い
て
保

育
所
に
対
す
る
需
要
が
多
い
一
方
で
、
５
歳
児
で
は
幼
稚

園
に
対
す
る
需
要
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
同
町
は

保
育
所
の
定
員
を
増
加
さ
せ
る
一
方
、
町
内
の
公
立
幼
稚

園
で
４
歳
～
５
歳
の
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
る
。
加

え
て
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
出
生
率
回
復
の
た
め
に
自

治
体
に
求
め
ら
れ
る
少
子
化
対
策
の
あ
り
方
を
論
じ
て
き

た
。
総
括
す
る
と
、
全
国
の
自
治
体
に
共
通
す
る
出
生
率

回
復
の
た
め
の
少
子
化
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
幅
広
い
施
策
②
地
域
の
産
業
振
興

と
良
質
な
雇
用
の
創
出
、
の
２
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
た
上
で
、
各
自
治
体
が
置
か
れ
た
状
況

に
応
じ
て
弱
い
と
こ
ろ
に
特
に
手
厚
い
対
策
を
実
施
す

る
、
あ
る
い
は
強
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
、
当
該
自
治
体
の
出
生
率
回
復
に
結
び
つ
く
。

文
献

松
田
茂
樹 

２
０
１
３ 

﹃
少
子
化
論
︱
な
ぜ
ま
だ
結
婚
・

出
産
し
や
す
い
国
に
な
ら
な
い
の
か
﹄
勁
草
書
房
．

松
田
茂
樹
・
佐
々
井
司
・
高
岡
純
子
・
工
藤
豪 

２
０
１
６ 

「
地
方
自
治
体
の
少
子
化
対
策
は
効
果
が
あ
っ

た
の
か
？
」

阿
部
正
浩
編 

﹃
少
子
化
は
止
め
ら
れ
る
か
？
︱
政
策
課

題
と
今
後
の
あ
り
方
﹄
有
斐
閣 

１
０
９
︱
１
３
４
．

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー 

２
０
１
７ 

﹃
都
市
自
治
体
の
子

ど
も
・
子
育
て
政
策
﹄

2017・6月号 地域づくり 本編



	
�

自
然
あ
ふ
れ
る
若
い
ま
ち

千
歳
市
は
、北
海
道
の
道
央
圏
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

四
季
折
々
に
変
化
す
る
国
立
公
園
支
笏
湖
や
清
流
千
歳
川

を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
中

で
、
空
港
と
鉄
道
、
高
速
自
動
車
道
が
密
接
に
結
び
つ
き
、

生
産
・
流
通
の
拠
点
と
な
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

る
ま
ち
で
す
。

人
口
は
９
万
５
７
６
１
人
（
平
成
２９
年
４
月
１
日
現

在
）。
北
海
道
内
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
数
少
な
い

ま
ち
で
あ
り
、
全
国
・
北
海
道
水
準
に
比
べ
て
男
女
と
も

に
３０
歳
代
ま
で
の
人
口
比
率
が
高
く
、「
北
海
道
で
一
番

若
い
ま
ち
」（
平
均
年
齢
４２
・
９
％
）
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
特
性
と
し
て
、
女
性
の
就
業
率
が
比
較
的
低
く

（
４３
・
３
％
）、
専
業
主
婦
が
多
い
状
況
が
う
か
が
え
ま
す

が
、
保
育
所
の
入
所
申
込
者
数
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
市
は
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

と
並
行
し
て
保
育
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

	
�「
子
育
て
す
る
な
ら
、
千
歳
市
」
の
取
り
組
み

千
歳
市
は
転
出
入
が
激
し
く
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ
り

孤
立
す
る
子
育
て
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市

で
は
、
子
育
て
世
代
が
抱
え
る
悩
み
や
社
会
的
孤
立
を
解

消
し
「
こ
の
街
で
子
育
て
を
し
た
い
」
と
実
感
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、「
子
育
て
す
る
な
ら
、
千
歳
市
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
先
進
的
な
３８
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
子
育
て
世
代
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
「
子
育
て
の

ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
ち
と
せ
子
育
て
ネ
ッ
ト
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
る
ほ
か
、「
子
育
て
ブ
ロ
グ
」
を
開

設
し
、
公
立
子
育
て
施
設
で
の
日
常
の
出
来
事
や
給
食
の

献
立
内
容
な
ど
を
施
設
職
員
が
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。平

成
２７
年
度
か
ら
は
、「
ち
と
せ
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
を
導
入
し
、
２
つ
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
い
子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
家
庭
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
孤
立
感
や
子
育
て
不

安
の
解
消
に
努
め
る
「
ま
ま
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
も
導
入
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
転
入
し
て
お
お
む
ね
３
年
以
内
の
親
子

を
対
象
に
「
転
入
親
子
ウ
エ
ル
カ
ム
交
流
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
連
施
設
等
を
バ
ス

で
巡
り
な
が
ら
親
子
同
士
の
友
達
づ
く
り
の
機
会
と
な
る

ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
市
民
協
働
事
業
に
よ
り
「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
設
置
し

絵
本
や
遊
具
な
ど
を
そ
ろ
え
、
子
供
と
保
護
者
が
自
由
に

遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
親
子
同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、就
学
児
童
を
対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
と
し
て
、

全
児
童
館
で
「
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
留
守
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
帰
り
に
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
直
接
来
館
で
き
、
学
童
ク
ラ
ブ

の
入
所
基
準
に
満
た
な
い
家
庭
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る

◆◆◆
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市
の
独
自
制
度
で
す
。

	
	「

ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
導
入

千
歳
市
で
は
、
国
が
全
国
展
開
を
進
め
て
い
る
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
平
成
２８
年
₁０
月
か
ら

「
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
名
称
で
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、「
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
」
こ
と
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
転
出

入
が
激
し
い
本
市
に
お
い
て
は
、
身
近
に
相
談
相
手
が
い

な
い
母
親
も
多
く
、
必
要
性
が
高
い
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
の
理
念
を
参
考
に
「
全
て

の
妊
婦
、
母
子
、
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
、
直
接
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
援
助
の
機
会
を
確
保
し
、
生
ま
れ
来
る
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
を
実
現
し
ま
す
」
と
い
う
理
念
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
理
念
の
実
現
の
た
め
に
「
対
話
」
を
大

切
に
し
、
親
子
に
寄
り
添
う
こ
と
で
信
頼
関
係
の
構
築
を

図
っ
て
い
ま
す
。

「
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
特
徴
と
し
て
、
母
子
保
健

分
野
で
あ
る
「
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
」
や
、
子
育
て
支
援

分
野
の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
児
童
虐
待
支
援
に

係
る
「
家
庭
児
童
相
談
室
」
の
職
員
が
連
携
し
、
チ
ー
ム

と
し
て
支
援
す
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
と
し
て
構
築
し

て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
養
育
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し
て
は
、
チ
ー

ム
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
子
ど
も
、
母
親
、
父
親

に
関
す
る
こ
と
や
家
族
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。
月
１
回
開
催
し
て
い
る
「
個
別
ケ
ア
会
議
」
に
お

い
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
を
共
有
し
、
養
育
支
援
プ

ラ
ン
を
チ
ー
ム
で
作
成
し
、
対
象
者
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
に
努
め
て
い
ま
す
。

	
	「

妊
婦
ネ
ウ
ボ
ラ
」「
こ
ど
も
ネ
ウ
ボ
ラ
」

「
妊
婦
ネ
ウ
ボ
ラ
」
は
、
平
日
９
時
か
ら
₁７
時
ま
で
の

毎
日
開
設
し
て
お
り
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
併
せ
て

相
談
に
応
じ
、
妊
婦
全
員
に
「
妊
娠
期
支
援
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
支
援
プ
ラ
ン
や
千
歳
市
が

作
成
し
て
い
る
「
子
育
て
ガ
イ
ド
・
お
で
か
け
マ
ッ
プ
」

な
ど
を
綴
っ
た
ネ
ウ
ボ
ラ
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
ネ
ウ
ボ
ラ
フ
ァ
イ
ル
は
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を

必
要
な
時
に
見
直
す
こ
と
や
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
な
情
報
を

自
分
で
綴
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
全
戸
訪
問
の
際
に
は
、
産
婦
と
乳
児
全
員
を
対
象

に
「
産
後
支
援
プ
ラ
ン
」「
乳
児
期
支
援
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
、
産
後
の
心
身
の
健
康
や
乳
児
健
診
、
予
防
接
種
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
ネ
ウ
ボ
ラ
」
は
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
年
間
₁２
回
、
市
内
₁０
カ
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
年
間
３７
回
開
設
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
様
々

な
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
希
望
者
に
「
幼
児
期
支
援
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

千
歳
市
に
は
、
ど
の
よ
う
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
か
、
困
っ
た
時
は
ど
こ
に
連
絡
す
る
と
よ
い
か
を
説
明

し
な
が
ら
、
各
期
の
支
援
プ
ラ
ン
を
対
象
者
と
一
緒
に
作

成
し
て
い
ま
す
。

	
	

子
育
て
支
援
の
こ
れ
か
ら

様
々
な
子
育
て
施
策
や
「
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
通

し
て
、子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
理
解
し
や
く
な
っ
た
、

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
、
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
寄
り
添
う
支
援
に
努
め
、

安
心
し
て
、
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
一
人
ひ
と
り

の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

今
後
も
、
千
歳
市
の
子
育
て
世
帯
へ
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
千
歳
の
未
来
を
創
り
、
定
住

促
進
に
よ
る
人
口
増
加
や
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
ち
の
価
値
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆◆◆
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住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
７
位
の
ま
ち

か
ほ
く
市
は
、
世
界
的
哲
学
者
で
あ
る
西
田
幾
多
郎
博

士
の
出
生
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
唯
一
「
哲

学
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館
「
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学

館
」
を
有
す
る
ほ
か
、
医
療
や
福
祉
の
専
門
家
を
養
成
す

る
石
川
県
立
看
護
大
学
な
ど
の
施
設
が
点
在
す
る
、
文
化

と
教
育
の
香
り
高
い
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
市
の
特
産
物
と

し
て
「
ぶ
ど
う
、紋
平
柿
、す
い
か
、だ
い
こ
ん
、長
い
も
、

か
ほ
っ
く
り
」
を
ブ
ラ
ン
ド
６
品
目
と
し
て
積
極
的
に
生

産
し
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
の
初
競
り
で
１
房
１
１
０
万
円

の
値
が
つ
い
た
石
川
県
産
オ
リ
ジ
ナ
ル
高
級
ぶ
ど
う
「
ル

ビ
ー
ロ
マ
ン
」
の
生
誕
地
で
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
大
手
出
版
社
が
全
国
の
市
区
を
対
象
に
調
査
・

公
表
す
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
全
国
の

８
１
３
市
区
中
７
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
魅
力
あ
ふ
れ
る

住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
市
が
若

者
世
代
に
選
ば
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	
�

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

平
成
２７
年
１０
月
に
策
定
し
た
「
か
ほ
く
市
創
生
総
合
戦

略
推
進
計
画
」
で
①
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
②
本
市
へ
の

人
口
誘
導
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
充
実

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
⑤
か
ほ
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
活
性
化
の
拠
点
を
つ
く
る
、

の
５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
市
の
持
つ
魅
力
や
地

域
資
源
を
、
石
川
県
内
を
は
じ
め
情
報
発
信
力
の
高
い
首

都
圏
か
ら
全
国
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
全
国

的
な
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
、
さ
ら
に
は
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
若
い
世
代
の

転
入
と
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平

成
２７
年
度
か
ら
定
住
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
送
な
ど
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
市
の
マ
マ
た
ち

の
生
の
声
を
活
か
し
た「
ま
ち
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
支
援
」

環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、

「
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

	
�

マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト

「
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
子
育
て
中
の
マ
マ
の

視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
充
実

し
た
子
育
て
支
援
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
た
、
マ
マ
が
ま

ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
を
好

き
に
な
り
、
本
市
の
良
さ
を
市
内
外
へ
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
、
２０
代
か
ら

３０
代
の
マ
マ
１０
人
で
構
成
し
、
始
動
し
ま
し
た
。

「
マ
マ
課
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
、
任
期
や
代

表
者
を
決
め
な
い
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
組
織
構
成
で

す
。
マ
マ
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
、
子
育
て
環
境
は
も
ち

ろ
ん
、
暮
ら
し
の
仕
組
み
ま
で
、
マ
マ
な
ら
で
は
の
ア
イ

デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
、「
日
本
一
マ
マ
に
や
さ

し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

	
�

マ
マ
課
の
活
動

マ
マ
課
の
活
動
を
具
現
化
す
る
た
め
、
月
１
回
ペ
ー
ス

で
会
議
を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
は
「
マ
マ
調
（
マ
マ
し

ら
）」
と
銘
打
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、
市
防
災
担
当
者

と
市
役
所
内
の
備
蓄
倉
庫
や
防
災
行
政
無
線
施
設
な
ど
を

見
学
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
見
学
を
通
し
て
、
マ

マ
課
メ
ン
バ
ー
か
ら
出
た
意
見
に
は
、「
備
蓄
倉
庫
に
あ

る
食
料
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
」「
自

分
で
備
蓄
品
を
揃
え
よ
う
と
思
う
と
、
何
か
ら
揃
え
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
回
の
見
学
を
通
し
て
マ
マ
課
セ

レ
ク
ト
の
お
す
す
め
防
災
グ
ッ
ズ
を
提
案
し
て
み
て
は
ど

う
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
行

◆◆◆

◆◆◆
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政
に
直
接
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
防
災
行
政

の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
有
事
の
際
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
へ
の
対
応
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、
マ
マ
課
メ

ン
バ
ー
が
本
市
の
概
要
、住
宅
取
得
に
係
る
奨
励
金
制
度
、

子
育
て
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
「
ほ
っ
く
ほ

く
か
ほ
く
」（
定
住
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
作
成
や
、

本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の
マ
マ
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
な
ど
、
マ
マ
目
線
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

	
	

マ
マ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト

平
成
２₈
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
日
頃
か

ら
子
育
て
に
励
む
マ
マ
た
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場

や
マ
マ
同
士
の
交
流
の
場
の
提
供
を
目
的
に
、「
マ
マ
カ

フ
ェ
」
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
マ
マ
課
メ
ン
バ
ー
が
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
子
ど

も
の
話
、
子
育
て
の
話
、
学
校
に
つ
い
て
の
話
を
し
た
ほ

か
、
キ
ャ
ン
ド
ル
や
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
体
験
を
通
し
て
、
同
じ
立
場
の
マ
マ

と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
息
抜
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	
	

か
ほ
く
団
欒
フ
ェ
ア

移
住
定
住
の
交
流
機
会
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
物
産
フ
ェ
ア
、「
か
ほ

く
団
欒
フ
ェ
ア
」
を
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
東
京
交
通

会
館
に
て
開
催
し
、
本
市
の
住
み
よ
さ
を
体
感
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

マ
マ
課
メ
ン
バ
ー
は
、
同
フ
ェ
ア
の
中
の
移
住
定
住
セ

ミ
ナ
ー
に
出
席
し
、
東
京
の
子
育
て
世
代
マ
マ
と
の
座
談

会
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、
双
方
の
子
育
て
環

境
、
住
み
よ
さ
に
つ
い
て
語
り
合
う
と
と
も
に
、
本
市
の

良
さ
や
強
み
を
再
発
見
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

	
	

マ
マ
課
の
今
後
は

平
成
２₈
年
１
月
よ
り
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環

と
し
て
の
「
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
し
、
精
力

的
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
市
内
向

け
に
は
マ
マ
カ
フ
ェ
や
マ
マ
調
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ

る
、
ま
ち
全
体
の

子
育
て
力
の
向
上

に
一
役
買
う
と
と

も
に
、
市
外
向
け

に
は
か
ほ
く
団
欒

フ
ェ
ア
の
実
施
、

「
ほ
っ
く
ほ
く
か

ほ
く
」
の
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
な
ど
を
通
し
て
本
市
の
魅
力
、
強
み
を
発
信
し
て
き

ま
し
た
。

今
年
度
の
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
移
住
定
住
の
た
め
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
中

で
、
本
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
中
に
埋
も
れ

な
い
よ
う
新
た
な
展
開
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
活
動
を
通
し
て
、
マ
マ
課
メ

ン
バ
ー
の
思
い
、
意
見
を
行
政
側
が
ど
の
よ
う
に
汲
み
取

り
、
実
践
に
結
び
つ
け
、
市
外
か
ら
の
移
住
定
住
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
く

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
行
政
組
織
を
横
断
的
に
巻
き
込
ん

で
い
く
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
マ
マ
は
、
マ
チ
の

育
て
の
親
に
も
な
れ
る
」
と
い
う
マ
マ
課
の
タ
イ
ト
ル
の

と
お
り
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
マ
マ
課
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
な
が

ら
、
本
市
が
選
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆
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益
田
市
を
育
む
清
流
・
高
津
川

益
田
市
は
、
島
根
県
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、
西
は
山

口
県
と
接
し
、
北
は
日
本
海
を
臨
み
、
南
は
中
国
山
地
に

至
り
、
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
中
国
山
地
に

源
を
発
す
る
高
津
川
及
び
益
田
川
が
主
要
河
川
と
な
り
、

日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
の
調
査
で
、
何

度
も
水
質
日
本
一
を
獲
得
し
て
い
る
清
流
・
高
津
川
は
、

ダ
ム
が
な
い
一
級
河
川
で
す
。

高
津
川
の
ア
ユ
は
「
数
よ
し
、
味
よ
し
、
姿
よ
し
」
の

ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
釣
り
人

を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
森
の
栄
養
が
そ
の
ま
ま
海

に
運
ば
れ
た
沿
岸
で
は
、
大
型
の
ハ
マ
グ
リ
が
漁
獲
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
自
然
の
中
で
多
く
の
農
産
物

が
作
付
け
さ
れ
て
お
り
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、
ブ
ド
ウ
、

ワ
サ
ビ
、
ユ
ズ
等
の
栽
培
も
盛
ん
で
す
。

	
�「

産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
教
室
」
が�

	

始
ま
っ
た
き
っ
か
け

益
田
市
が
「
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
教
室
」
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
少
子
高
齢
化
に
直
面

す
る
当
市
が
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
平
成

２６
年
度
に
地
域
少
子
化
対
策
強
化
事
業
交
付
金
を
活
用
し

て
行
っ
た
「
夢
広
が
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
思
春
期
の
中
学
生
や
高
校
生
に
、
妊
娠

と
年
齢
の
関
係
や
、
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
伝
え
た
り
、
女
性
の
身
体
の
仕
組
み
や
将
来
の
妊
娠
や

出
産
に
備
え
て
食
生
活
の
大
切
さ
を
教
示
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
涯
を
通
じ
健
康
を
保
持
で
き
る
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
考
え
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。

平
成
２７
年
度
か
ら
は
、
小
学
生
、
中
学
生
の
時
期
に
島

根
県
の
地
域
医
療
の
現
状
及
び
課
題
を
知
り
、
ふ
る
さ
と

の
将
来
に
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
島
根
県
地
域
医
療
教
育
推
進
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

	
�

“
い
の
ち
”
は
宝
物

「
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
教
室
」
は
、
島
根
県
助

産
師
会
の
事
業
で
あ
る
「
バ
ー
ス
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

“
い
の
ち
”
の
楽
習
～
」
の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
各
年
齢
に
よ
っ
て
内
容
は
少
し
ず
つ
異
な
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
小
学
校
低
学
年
の
内
容
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
助
産
師
の
自
己
紹

介
か
ら
始
ま
り
、
助
産
師
の
仕
事
が
い
の
ち
の
現
場
と
し

て
、
こ
の
世
の
中
で
一
番
初
め
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
き
上
げ

る
素
敵
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

次
に
、「
誕
生
日
と
は
ど
ん
な
日
な
の
か
」
と
い
う
問

い
を
子
ど
も
た
ち
に
投
げ
か
け
ま
す
。
誕
生
日
と
は
、
い

の
ち
の
産
ま
れ
た
日
と
い
う
こ
と
と
、
ど
う
や
っ
て
お
母

さ
ん
の
お
腹
に
赤
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て

ど
う
や
っ
て
産
ま
れ
て
く
る
の
か
を
紙
芝
居
を
使
っ
て
説

明
し
ま
す
。

紙
芝
居
の
後
は
、
妊
婦
役
の
助
産
師
が
人
形
を
使
い
な

が
ら
、
お
腹
の
な
か
で
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
の
よ
う
に
大
き
く

な
っ
て
い
く
か
を
、
ま
た
、
周
り
の
人
た
ち
は
お
母
さ
ん

◆◆◆
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と
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を
助
け
な
が
ら
産
ま
れ
て
く
る
子
を
今
か
今
か
と
待
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

お
産
の
現
場
に
つ
い
て
は
、
臨
場
感
を
出
す
た
め
、
寸

劇
で
伝
え
ま
す
。
お
母
さ
ん
役
の
助
産
師
が
陣
痛
を
乗
り

越
え
、
助
産
師
は
励
ま
し
な
が
ら
、
お
産
が
進
み
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
る
場
面
で
は
、
実
際
の
産
声
を
流
し

て
い
る
の
で
、
見
学
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

本
当
に
今
産
ま
れ
る
と
思
っ
て
「
が
ん
ば
れ
、が
ん
ば
れ
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

最
後
に
子
ど
も
た
ち
へ
「
そ
う
や
っ
て
産
ま
れ
た
い
の

ち
は
宝
物
、
み
ん
な
も
宝
物
、
だ
か
ら
大
切
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
、
自
分
を
傷
つ
け
た
り
、
人

を
傷
つ
け
た
り
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
の
い
の
ち
は
こ
れ
か
ら
先
も
続
い
て
い

く
と
話
し
て
締
め
く
く
り
ま
す
。
₄₀
分
間
ぐ
ら
い
の
内
容

に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
も
真
剣
に
聞
い
て
見
て
く
れ
る
子

ど
も
た
ち
に
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
感
動
を
も
ら
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想
の
中
に
は
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ

ん
の
心
臓
の
音
を
聞
い
て
、
そ
の
速
さ
に
び
っ
く
り
し
た

こ
と
、
今
の
自
分
の
心
臓
の
音
を
聞
い
て
、
心
臓
が
動
く

こ
と
が
生
き
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
、
い
の
ち
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
一
緒
に
見
学
に
来
て
い
た

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
わ
が
子
が
産
ま
れ
た
時
を
思
い
出

し
た
の
か
、涙
す
る
方
々
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

教
室
が
終
わ
っ
た
後
で
、
自
分
が
産
ま
れ
た
時
の
様
子
を

親
子
で
話
し
合
う
な
ど
、
子
育
て
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

	
	

ふ
る
さ
と
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
願
い

最
後
に
、
益
田
市
は
産
科
医
師
の
不
足
か
ら
、
平
成
２₀

年
に
は
市
内
へ
の
里
帰
り
出
産
の
受
け
入
れ
を
中
止
、
平

成
２₃
年
に
は
分
娩
受
け
入
れ
を
制
限
す
る
な
ど
の
危
機
を

経
験
し
ま
し
た
。
関
係
機
関
の
努
力
に
よ
っ
て
、
平
成
２７

年
に
里
帰
り
出
産
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
師
を
は
じ

め
と
し
た
医
療
従
事
者
不
足
の
状
況
は
続
い
て
お
り
、
市

民
は
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
守
る
に
は
、
市
民
の
医
療
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
産
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
教
室
」
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
医
療
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
益
田
市
の
医
療
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
定
住
の
基

盤
と
な
る
仕
事
や
、
回
帰
・
流
入
・
定
着
す
る
流
れ
を
つ

く
る
こ
と
、
若
者
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
こ
と
と
な
り
、
人
口
拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
願
わ
く
は
、
こ
の
教
室

に
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
の
ち
を
守
り
・

支
え
る
側
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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�「

市
の
活
力
は
人
」

豊
後
高
田
市
は
、
大
分
県
北
東
部
、
周
防
灘
に
面
し
た

国
東
半
島
の
西
側
に
位
置
す
る
人
口
２
万
３
千
人
の
小
さ

な
市
で
す
。
山
・
里
・
街
・
海
・
温
泉
と
い
っ
た
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
温
暖
で
過
ご
し
や
す
く
、
中
世
か
ら
続

く
仏
教
文
化
や
仏
教
遺
跡
、
そ
し
て
昭
和
の
町
な
ど
魅
力

的
な
名
所
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

本
市
も
多
く
の
自
治
体
と
同
様
に
人
口
減
少
に
よ
る
過

疎
化
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
お
り
、「
市
の
活
力
は
人
」

で
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら
、
現
在
、
市
の
総
力
を
挙
げ
定

住
人
口
の
増
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
晩
婚

化
や
生
涯
未
婚
率
の
上
昇
等
が
み
ら
れ
る
結
婚
に
つ
い
て

市
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
を
行
い
、
そ
の
後
の
出
産
、

子
育
て
、
教
育
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
含
め
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
ま
ち
、
こ

こ
で
子
育
て
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
と
し

て
の
施
策
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

	
�

市
全
体
で
婚
活
支
援

ま
ず
、
結
婚
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
平
成
２３

年
度
か
ら
官
民
が
連
携
し
て
豊
後
高
田
市
婚
活
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
出
会
い
の
場
や

結
婚
へ
の
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
心

と
な
る
の
が
「
縁

結
び
お
世
話
人
」

制
度
で
す
。
昔

は
、
地
域
に
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
男
女
の
縁
を
取

り
持
つ
「
お
せ
っ

か
い
」
を
や
く
方

が
お
ら
れ
、
自
然

と
結
婚
へ
の
後
押

し
が
で
き
て
い
ま

し
た
。

昨
今
で
は
そ
う

い
う
方
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、「
お
せ
っ

か
い
」
を
や
い
て
い
た
だ
け
る
方
を
「
縁
結
び
お
世
話

人
」
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
大
変
多

く
の
皆
さ
ん
に
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
「
縁
結

び
お
世
話
人
」
さ
ん
は
、毎
月
行
わ
れ
る
「
婚
活
サ
ロ
ン
」

の
中
で
、
独
身
者
や
そ
の
家
族
、
お
世
話
人
さ
ん
同
士
等

で
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
お
見
合
い
の
場
等
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
「
婚
活
応
援

隊
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
独
身
者
の
交
流
会
や
講
習
会
等

の
出
会
い
の
場
の
創
出
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
縁
結
び
お
世
話
人
」
と
「
婚
活
応
援
隊
」、
こ
の
二
つ
が

大
き
な
柱
と
な
り
、
市
全
体
で
結
婚
に
対
す
る
機
運
の
醸

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

	
�

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
取
り
組
み

平
成
１９
年
に
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
で
結
成
し
た

子
育
て
支
援
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
ジ
ュ
・
マ
マ
ン
」

が
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
「
花
っ
こ
ル
ー
ム
」
を
運
営

し
、
拠
点
に
事
務
所
を
置
き
な
が
ら
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
や
「
病
後
児
保
育
事
業
」「
家

庭
支
援
ス
タ
ッ
フ
訪
問
事
業
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」「
利
用

者
支
援
事
業
」「
一
時
預
か
り
事
業
」「
マ
マ
家
事
サ
ポ
ー

ト
事
業
」「
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
わ
ー
く
事
業
」
と
い
っ
た

本
市
の
子
育
て
支
援
事
業
の
大
部
分
を
担
っ
て
お
り
、
ス

タ
ッ
フ
２０
人
の
ほ
か
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
花
っ
こ
ル
ー
ム
」
の
あ
る
福
祉

施
設
「
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
花
い
ろ
」
内
に
は
、
市
の
子

育
て
・
健
康
推
進
課
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
推
進
課
が
配
置
さ
れ
、

妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
や
相
談
の
で
き
る
行
政

◆◆◆
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窓
口
も
あ
り
、
子
育
て
中
の
方
は
こ
こ
で
子
ど
も
を
遊
ば

せ
た
り
、
育
児
相
談
を
し
た
り
、
行
政
手
続
き
を
し
た
り
、

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

	
	

妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
な
い
支
援

利
用
で
き
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
妊
娠
期
か
ら

知
っ
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
母
子
手
帳
交
付
時
に
は
、低
価
格
の「
子

育
て
用
品
レ
ン
タ
ル
」
や
出
産
祝
い
金
制
度
等
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
に
と
っ
て
、
育
児
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
妊
娠
中
も
つ
わ
り
や
体
型
の
変
化
、
上

の
子
の
お
世
話
等
で
負
担
は
つ
き
も
の
で
す
。
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
本
市
で
は
、
保
健
師
に
よ
る
相
談

や
「
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
講
座
」
を
は
じ
め
、
妊
産
婦

さ
ん
の
家
事
・
育
児
を
支
援
す
る
「
マ
マ
家
事
サ
ポ
ー
ト

事
業
」、
不
安
を
持
つ
妊
婦
さ
ん
を
訪
問
す
る
「
産
前
産

後
支
援
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」、「
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
講

座
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
健
診
等
の
外
出

の
付
き
添
い
や
家
事
・
育
児
に
参
画
す
る
男
性
も
多
く
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
移
住
し
て
来
ら
れ

た
ば
か
り
の
方
な
ど
身
近
に
頼
れ
る
親
族
や
友
人
が
い
な

い
背
景
も
あ
り
、
産
前
か
ら
利
用
で
き
る
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

	
	

子
育
て
し
な
が
ら
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
花
い
ろ
入
口
に
は
「
子
育
て
ｍ
ａ

ｍ
ａ
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
に
各
種
子
育
て
支
援
情
報
の
提
供
や
相
談
は
も
ち
ろ

ん
、
希
望
に
沿
っ
た
就
労
情
報
の
提
供
や
在
宅
ワ
ー
ク
・

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
っ
た
新
た
な
働
き
方
の
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
利
用
で
き
る
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
の
ご
案
内
も
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
第
２
子
３
歳
未
満
と
第
３
子
以
降
は
保
育

料
無
料
、
短
期
就
労
の
方
の
た
め
の
ワ
ン
コ
イ
ン
保
育
と

い
っ
た
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
ほ
か
、「
仕
事
」

と
「
育
児
」
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、「
病
児
・
病
後
児
保

育
事
業
」
や
「
こ
ど
も
食
堂
」、「
各
種
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

	
	

地
域
で
子
育
て
応
援
！

平
成
２₈
年
度
か
ら
新
た
な
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
開

始
し
た
「
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
わ
ー
く
事
業
」
は
、
子
育
て

世
代
の
方
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
を
支
援
す
る
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
企
業
・
商
店
街
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、行
政
が
一
体
と
な
り
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
も

の
で
、
子
育
て
中
の
方
に
は
「
花
っ

こ
会
員
」
と
し
て
登
録
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
商
店
街
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
た
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
購
入
で
き
た
り
と
い
っ
た
特

典
が
あ
り
、
子
育
て
を
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
方
に
は
「
子
育
て
お
世
話

人
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
拠
点

や
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
く
と
通
貨
が
貯
ま
り
、
特
典
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
企
業
や
商
店
街
に

は
「
子
育
て
支
援
企
業
」
に
登
録
し
て
頂
き
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
資
金
拠
出
や
、「
花
っ
こ
会
員
」
へ
の
特
典

の
用
意
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
子
育
て

を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、
地
域
全
体
の
子

育
て
支
援
の
機
運
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

	
	

今
後
も
多
種
多
様
で
き
め
細
や
か
な
支
援

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
定
住
対
策
が
様
々
な

方
面
か
ら
高
い
評
価
を
う
け
、
平
成
２３
年
度
か
ら
現
在
ま

で
の
各
種
支
援
策
で
、
地
方
の
小
さ
な
過
疎
自
治
体
と
し

て
は
異
例
の
社
会
増
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
豊
後
高
田
市
に
移
り
住
ん
で
い
た
だ

き
、
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
結
婚
、
子
育
て
、

教
育
、
そ
し
て
、
就
労
・
就
農
等
、
本
市
の
特
徴
で
あ
る

多
種
多
様
で
き
め
細
や
か
な
支
援
に
よ
り
全
力
で
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆
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未
来
み
や
ざ
き
子
育
て
県
民
運
動

宮
崎
県
は
、
九
州
南
部
に
位
置
し
、
温
暖
な
気
候
や
豊

か
な
自
然
に
加
え
、平
成
２５
年
の
「
い
い
子
ど
も
が
育
つ
」

都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
第
２
位
を
は
じ
め
、
他
の
調
査
で

も
通
勤
・
通
学
時
間
が
全
国
一
短
い
な
ど
、
子
育
て
環
境

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
平
成
２７
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
全

国
第
３
位
の
１
・
７１
と
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
未
婚
化
や
晩
婚
化
の
影
響
も
あ
り
、

県
の
人
口
は
、
平
成
８
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
出
生
数

も
近
年
１
万
人
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
（
平
成

２７
年
３
月
１
日
現
在
の
推
計
人
口
：
１
０
９
万
３
５
３
４

人
、
平
成
２７
年
出
生
数
：
９
２
２
６
人
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
宮
崎
県
で
は
、

平
成
２３
年
度
よ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
む
こ
と
が
で

き
、
子
育
て
を
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
宮
崎
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
県
民
全
体
で
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
「
未
来
み
や
ざ
き
子
育
て
県
民
運
動
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

	
�「
み
や
ざ
き
の
結
婚
・
子
育
て�

	

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
誕
生

「
未
来
み
や
ざ
き
子
育
て
県
民
運
動
」
に
は
、
取
り
組

み
を
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、
関
係
団
体
や
企
業
、
行
政

な
ど
３
１
９
団
体
（
平
成
２９
年
３
月
現
在
）
で
構
成
す
る

「
推
進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
構
成
員
が
連
携

し
て
「
県
民
運
動
」
の
拡
が
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
県
民
運
動
に
対
す
る
県
民
の
関
心
は

ま
だ
十
分
で
な
い
面
も
見
ら
れ
る
た
め
、
県
民
へ
直
接
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
の
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

新
た
な
事
業
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
４
点
を
目

標
と
し
ま
し
た
。

〇
県
民
運
動
の
「
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
で
あ
る
県
民

の
皆
様
に
「
子
育
て
」
を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
子
育
て
に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
意
識
啓
発
を
推
進

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
若
い
世
代
へ
「
結
婚
」「
妊
娠
・
出
産
」「
子
育
て
」

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
社
会
全
体
で
若
い
世
代
の「
結
婚
」「
妊
娠
・
出
産
」「
子

育
て
」
を
応
援
す
る
機
運
の
醸
成
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

一
方
で
、
少
子
化
対
策
の
施
策
に
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
ル

の
多
様
化
や
個
人
の
価
値
観
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
に
県
民
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
が
大

き
な
問
題
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
の
番
組
へ
日
頃
か
ら

「
家
族
」
に
つ
い
て
の
幸
せ
な
投
稿
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
リ
ス
ナ
ー
の
共
感
を
得
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
子
育
て
世
代
が
感
じ

て
い
る
「
家
族
の
幸
せ
」
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
と
い
う

形
で
「
お
す
そ
わ
け
」
し
て
い
た
だ
き
、
手
を
加
え
ず
に

直
接
伝
え
る
と
い
う
方
法
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
２７
年
度
に
、
県
民
の
皆
様
に
県
民
運
動

に
直
接
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
を
募
集
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の

紹
介
な
ど
を
行
う
「
み
や
ざ
き
の
結
婚
・
子
育
て
ハ
ー
ト

フ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

	
�

事
業
の
内
容

「
み
や
ざ
き
の
結
婚
・
子
育
て
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
」
は
、
平
成
２７
年
度
に
第
１
回
、
翌
２８
年
度
に
第
２
回

を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
期
間
は
各
年
度
と
も
６
カ
月
間
と

し
、
投
稿
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
う
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、募
集
部
門
を
大
き
く
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門
」「
写

真
部
門
」の
２
つ
に
分
け
、さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
投
稿
テ
ー

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆
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幸
せ
つ
な
ぐ
―
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

―
心
温
ま
る
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
る
県
民
参
加
型
の
少
子
化
対
策
―

髙
畑
　
道
春

宮
崎
県
こ
ど
も
政
策
課
　
課
長 宮

崎
県

「
幸
せ
の
お
す
そ
わ
け
」
で
結
婚
、
妊
娠･

出
産
、
子
育
て
を
応
援
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マ
と
し
て
「
出
会
い
・
結
婚
」「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」

「
こ
ど
も
と
子
育
て
」
の
３
つ
を
設
定
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
認
知
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
応
募
作

品
を
広
く
県
民
の
方
々
に
紹
介
す
る
た
め
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

作
品
に
つ
い
て
は
、
地
元
Ｆ
Ｍ
局
で
夕
方
に
放
送
さ
れ
て

い
る
番
組
内
の
５
分
間
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
毎
週
１
回
、
投

稿
さ
れ
た
作
品
を
随
時
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
写
真
作
品
に
つ
い
て
は
、
地
元
テ
レ
ビ
局
の
地

域
情
報
番
組
内
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
し
、
応
募
さ
れ
た
作

品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
作
品
紹
介
や
地
元

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
の
作
品
展
示
を
行
う
な
ど
、
応

募
作
品
が
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
る
機
会
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
紹
介
で
知
名
度
が
上
が
っ
た
こ

と
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
気
軽
な
応
募
環
境
も

あ
り
、
平
成
２７
年
度
に
は
２
６
２
作
品
（
エ
ピ
ソ
ー
ド

１
０
８
作
品
、
写
真
１
５
４
作
品
）、
平
成
２８
年
度
に
は
、

前
年
度
の
２
倍
以
上
と
な
る
５
９
２
作
品
（
エ
ピ
ソ
ー
ド

１
７
８
作
品
、
写
真
４
１
４
作
品
）
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

	
	

事
業
効
果
と
今
後

応
募
作
品
は
ど
れ
も
家
族
へ
の
愛
情
や
幸
せ
に
あ
ふ
れ

た
も
の
で
、「
毎
週
の
放
送
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」「
子

育
て
に
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
も
っ
と

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
、
多
く
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
作
品
に
触
れ
た
方
に
多
く
の
幸
せ
や
勇
気

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
投
稿
者
も
、
子
育
て
中
の
方
に
限
ら
ず
、
祖
父
母

世
代
か
ら
若
い
世
代
ま
で
幅
広
い
世
代
に
及
び
、
多
く
の

県
民
の
皆
様
に
、「
結
婚
」「
妊
娠
・
出
産
」「
子
育
て
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
宮
崎
の
未
来
を
担
う

世
代
を
支
え
育
む
環
境
づ
く
り
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

	
	

平
成
₂₈
年
度
の
優
秀
作
品

エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門
　
最
優
秀
賞
　

ペ
ン
ネ
ー
ム
　
ピ
ヨ
子
さ
ん
の
作
品

出
産
で
入
院
中
、
２
歳
に
な
る
息
子
が
会
い
に
来
て

く
れ
、
ベ
ッ
ド
で
私
と
遊
ん
で
い
た
所
、
父
が
そ
ろ
そ

ろ
帰
ろ
う
か
と
言
う
と
「
マ
マ
も
！
」
と
、
私
の
腕
を

引
っ
張
り
ま
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
。
マ
マ
赤
ち
ゃ
ん
と
い
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
帰
れ
な
い
の
。
も
う
す
ぐ
し
た
ら
帰
れ
る
か
ら

ね
。」
と
２
回
程
言
っ
た
ら
、
い
き
な
り
パ
ッ
と
手
を

離
し
て
私
に
バ
イ
バ
イ
と
、
手
を
振
っ
た
の
で
す
。
私

も
両
親
も
ビ
ッ
ク
リ
。

翌
日
、
母
か
ら
病
院
の
帰
り
、
車
に
乗
せ
た
瞬
間
大

声
で
「
マ
マ
ー
!!
」
と
泣
い
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
が
生
ま
れ
て
初
め
て
の
離
れ
ば
な
れ
。
も
っ
と
泣

い
て
も
い
い
の
に
、
私
の
前
で
我
慢
し
て
い
た
息
子
が

切
な
く
も
愛
お
し
く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

教
え
な
く
て
も
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
ろ
う
と
し
て
く
れ

て
る
ん
だ
ね
。
あ
り
が
と
う
。

◆◆◆

◆◆◆
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結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
め
ぐ
る�

�

近
年
の
政
策
課
題

近
年
、
国
・
地
方
自
治
体
双
方
に
お
い
て
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
支
援
が
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
政
策
展
開
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
地
域
で
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
支
援
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

核
家
族
化
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
出
産
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
妊
娠
・
出
産
期
の
女
性
は
、
物
理

的
・
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
時
期
に
あ
り
、

か
つ
て
は
同
居
の
親
（
配
偶
者
の
親
を
含
む
）
な
ど
を
頼

れ
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、世
帯
構
造
の
変
化
に
よ
り
、

そ
う
し
た
家
族
支
援
を
期
待
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
地
域
に
お
け
る
人
付
き
合
い
の
希
薄
化
も
相

ま
っ
て
、
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い
妊
産
婦
が
増

え
、
そ
れ
が
、「
産
後
う
つ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
ひ
と
つ
の
背
景
と
言
わ
れ
ま
す
。
子
育

て
を
手
助
け
す
る
家
族
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て
を
す
る
仲

間
が
周
囲
に
乏
し
い
こ
と
で
、「
孤
立
し
た
育
児
」
と
な

り
、
そ
れ
が
「
育
児
不
安
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と

が
、
近
年
の
母
子
保
健
の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同

時
に
、
乳
幼
児
の
虐
待
に
社
会
的
・
政
策
的
な
関
心
が
高

ま
る
中
、
２
０
１
６
年
の
児
童
福
祉
法
お
よ
び
母
子
保
健

法
の
改
正
で
、
母
子
保
健
分
野
に
お
い
て
虐
待
予
防
の
視

点
が
明
確
化
さ
れ
、
妊
娠
期
か
ら
の
取
り
組
み
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
（
注
１
）。

「
家
族
の
形
」
が
変
化
す
る
中
、
家
族
・
親
族
に
よ
る

扶
助
に
期
待
で
き
る
部
分
が
少
な
く
な
り
、
母
親
の
サ

ポ
ー
ト
の
必
要
性
、
児
童
虐
待
の
予
防
の
観
点
か
ら
、
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
を
社
会
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要

が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
出

産
育
児
一
時
金
や
乳
幼
児
健
康
診
査
な
ど
、
出
産
・
育
児

を
支
え
る
制
度
は
既
に
多
く
あ
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
出

産
直
後
の
母
親
の
ケ
ア
な
ど
、
行
政
支
援
が
十
分
に
行
き

届
か
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
（
注
２
）。
ま
た
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
に
利
用
す
る
機
関
は
多
様
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
十
分
に
連
携
で
き
て
い
た
か
と
い

う
点
で
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
い
た
る
ま
で
、
関
係

機
関
が
連
携
し
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
体
制
整
備

が
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、地
域
社
会
と
し
て
出
産
・

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
再
構
築
す
る
意
味
合

い
も
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

妊
娠
期
以
降
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
加
え
て
、
結
婚

へ
の
支
援
も
、今
日
的
な
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。
従
来
型
の「
お

見
合
い
」
に
よ
る
結
婚
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
変
わ
る
出
会
い
の
機
会
が
広
が
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
出
会
い
の
場
と
し
て
職
場
に
期
待
で
き

る
部
分
も
縮
小
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
（
注
３
）。
か

つ
て
日
本
企
業
は
「
企
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
わ
れ
た

よ
う
に
、
成
員
の
強
い
仲
間
意
識
を
ひ
と
つ
の
特
徴
に
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
社
内
恋
愛
や
会
社
の
上

司
・
同
僚
に
よ
る
紹
介
等
で
結
婚
に
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
若
者

の
価
値
観
の
変
化
も
あ
り
、
社
内
の
付
き
合
い
を
敬
遠
す

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
「
マ
ッ
チ
ン
グ
機

能
」
に
期
待
で
き
る
部
分
も
そ
う
大
き
く
な
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
結
婚
の
支
援
に
関
し
て

も
地
域
社
会
に
期
待
さ
れ
る
部
分
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。行

政
に
よ
る
支
援
の
動
き

こ
の
よ
う
に
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
は
、

地
域
社
会
に
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
る
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
も
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
よ
う
、
制

度
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、

２
０
１
４
年
度
に
「
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

を
創
設
し
、
埼
玉
県
和
光
市
や
三
重
県
名
張
市
な
ど
２９
市
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町
村
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
妊
産

婦
等
か
ら
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
母
子
保
健
や
子
育

て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
へ
の
相
談
対
応
や
、
支
援
を
実

施
し
て
い
る
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
た
め
の
「
母
子
保
健
相

談
支
援
事
業
」
②
妊
産
婦
等
の
孤
立
感
や
育
児
不
安
の
解

消
を
図
る
た
め
、
助
産
師
等
に
よ
る
専
門
的
な
相
談
援
助

や
、
地
域
の
子
育
て
経
験
者
や
シ
ニ
ア
世
代
等
に
話
し
相

手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
等
の
「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事

業
」③
出
産
直
後
に
休
養
や
ケ
ア
が
必
要
な
産
婦
に
対
し
、

心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
等
の
き
め
細
か
い
支
援

や
休
養
の
機
会
を
提
供
す
る
「
産
後
ケ
ア
事
業
」、
か
ら

な
っ
て
い
ま
し
た
（
注
４
）。

そ
し
て
、
２
０
１
５
年
度
に
は
、
モ
デ
ル
事
業
の
取
り

組
み
を
進
め
る
形
で
、「
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
」

と
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
お
け
る
「
利
用
者

支
援
事
業
（
母
子
保
健
型
）」
を
必
須
事
業
と
し
、
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
お
よ
び
産
後
ケ
ア
事
業
は
任
意
事
業

と
い
う
位
置
づ
け
で
、１
３
８
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
₅₈
市
町
村
で
、
産
後
ケ
ア
事
業
は
₅９
市
町
村
で
そ

れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
注
５
）。

同
事
業
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
い
た
る
ま
で

の
支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
（
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
立
ち
上
げ
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
健
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
を
配
置
し
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
の
母
子
保
健
法
改
正
で
法
定

化
さ
れ
、
市
町
村
は
同
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
お
お
む
ね

２
０
２
０
年
度
末
ま
で
に
、
地
域
の
実
情
等
を
ふ
ま
え
な

が
ら
、
全
国
展
開
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
も
、
こ
う
し
た
国
の
制
度
を
活
用
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
っ
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

た
め
の
拠
点
を
整
備
し
、
支
援
を
実
施
す
る
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
期
の
支
援
を
考
え
る

こ
こ
で
、
地
域
に
お
け
る
支
援
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

特
に
育
児
期
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
も
と

に
検
討
し
ま
す
。

「
育
児
不
安
」
と
い
う
言
葉
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
子

育
て
期
の
女
性
に
不
安
・
負
担
感
が
大
き
い
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
筆
者
は
以
前
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も

つ
女
性
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
（
注

６
）、
育
児
期
の
女
性
に
お
け
る
負
担
感
の
所
在
と
、
そ

れ
が
追
加
出
生
意
欲
（
も
う
１
人
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と

い
う
希
望
）に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た（
高

見
２
０
１
４
）。
子
育
て
に
つ
い
て
の
感
じ
方
を
、
子
ど

も
数
別
、
女
性
の
就
業
形
態
別
に
み
た
と
こ
ろ
（
図
１
）、

子
育
て
を
「
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
の
方
が
多
い
」
が
多

数
派
で
あ
る
も
の
の
、「
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
と
つ
ら

い
と
感
じ
る
こ
と
が
同
じ
く
ら
い
」
も
全
体
で
３
割
強
あ

り
、少
数
な
が
ら
「
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
の
方
が
多
い
」

と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
女
性

本
人
が
正
規
雇
用
で
い
る
よ
り
、
有
期
雇
用
も
し
く
は
無

職
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
感
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴

も
う
か
が
え
ま
し
た
。

こ
の
論
文
で
は
、
こ
の
子
育
て
負
担
感
が
、
子
ど
も
１

人
の
女
性
に
お
い
て
、「
も
う
１
人
子
ど
も
を
も
ち
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
減
退
さ
せ
て
い
る
可
能
性
を
示
し
ま
し

た
。
で
は
、
こ
の
負
担
感
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う

か
。
物
理
的
な
負
担
、
精
神
的
な
負
担
、
い
ろ
い
ろ
あ
る

で
し
ょ
う
。
論
文
で
は
、
子
育
て
期
に
特
徴
的
な
、
日
々

の
心
理
状
態
の
指
標
と
し
て
「
イ
ラ
イ
ラ
」
に
着
目
し
、

そ
れ
が
子
育
て
負
担
感
と
密
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
そ
の
要
因
を
探
り
ま
し
た
。

た
し
か
に
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
は
子
育
て
に
付
き
物

と
も
言
え
、
そ
れ
自
体
が
問
題
と
は
言
い
が
た
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
度
を
超
し
た
日
々
の
イ
ラ
イ
ラ
は
子
育
て
を
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「
つ
ら
い
」
と
感
じ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
育
て
を

楽
し
め
る
か
ど
う
か
は
、
育
児

期
の
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
か

ら
く
る
負
担
感
と
大
い
に
関
係

す
る
と
言
え
ま
す
。
で
は
、
女

性
は
何
に
負
担
を
感
じ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。「
し
つ
け
が

う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど
子
育

て
自
体
も
大
き
な
要
素
で
し
ょ

う
。
加
え
て
、
論
文
で
は
、
配

偶
者
の
関
わ
り
方
を
指
摘
し
ま

し
た
。
配
偶
者
の
関
わ
り
と
し

て
は
家
事
・
育
児
分
担
も
重
要

で
す
が
、「
理
解
し
て
く
れ
る
」

「
心
配
事
や
悩
み
を
聞
い
て
く

れ
る
」
と
い
っ
た
精
神
的
サ

ポ
ー
ト
の
重
要
性
も
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
日
々

の
帰
宅
が
遅
い
配
偶
者
は
、

往
々
に
し
て
そ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
余
裕
が
な
く
な

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

男
性
の
労
働
時
間
が
長
い
こ
と
は
大
い
に
問
題
で
す

が
、最
近
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
、

子
育
て
期
の
女
性
が
孤
立
す
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
人

的
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
防
ぐ
必
要
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
言

う
と
、
地
域
で
の
人
付
き
合
い
が
乏
し
い
女
性
は
、
子
育

て
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
み
、
負
担
感
や
不
安
を
抱
え
や
す

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
を
、
筆
者
が
所
属
機

関
で
行
っ
た
調
査
結
果
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
（
注

７
）。
子
ど
も
を
も
つ
女
性
を
対
象
に
、
住
ん
で
い
る
地

域
で
の
人
付
き
合
い
の
程
度
と
育
児
負
担
感
と
の
関
連
を

み
る
と
（
図
２
）、「
必
要
の
際
に
相
談
で
き
る
人
」「
仲

の
よ
い
同
年
代
の
友
人
・
知
人
」
が
「
い
な
い
」
人
に
比

べ
て
、
い
る
人
で
は
負
担
感
が
低
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
細
か
く
み
る
と
、「
必
要
の
際
に
相
談
で
き

る
人
」
は
、
い
る
か
否
か
が
重
要
な
分
か
れ
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
友
人
数
は
、
多
い
ほ
ど
好
ま
し
い
と
い
う
性
質

を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
に
お
け
る
支
援
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
は
誰

か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。「
孤
立
を
防

ぐ
」
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
地
域
で
人
的
な
つ

な
が
り
が
乏
し
い
人
と
な
る
で
し
ょ
う
。
近
年
、
機
運
が

盛
り
上
が
っ
て
い
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
と
の
関
係
で
述
べ
る

な
ら
ば
、出
身
地
を
離
れ
て
暮
ら
す
Ｉ
タ
ー
ン
者
で
特
に
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
乏
し
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ

き
ま
す
。

Ｉ
タ
ー
ン
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か
に
つ
い
て
は
、
ま

と
ま
っ
た
調
査
が
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
わ
か
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
筆
者
の
所

属
機
関
で
行
っ
た
調
査
結
果
か
ら
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
中
身
を

示
し
、
支
援
の
必
要
性
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
３
に
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
（
本
調
査
で
は
地
方
移
住
者
）
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に
つ
い
て
、男
女
別
に
移
住
の
き
っ
か
け
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
る
と
、
男
性
に
比
べ
て
女
性
で
は
、
結
婚
を
機

に
出
身
地
以
外
に
移
り
住
む
こ
と
が
多
い
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
男
性
で
は
「
自
身
の
転
勤
等
」

「
転
職
」「
就
職
」
な
ど
仕
事
に
関
連
し
て
移
住
し
た
ケ
ー

ス
が
多
い
の
に
対
し
て
、
女
性
で
は
「
結
婚
」
が
圧
倒
的

に
多
い
の
が
特
徴
で
、「
配
偶
者
の
転
勤
等
」
が
こ
れ
に

続
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
女
性
の
場
合
、
配
偶
者
と
の
関
係
の
中
で
、

自
身
の
出
身
地
域
外
で
新
た
に
生
活
を
築
き
上
げ
る
必
要

に
迫
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
中
で
、
子
ど
も
を
持
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
域
に
十
分

な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
て
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
様
々
な
支
援
制
度
・
機
関
を
状
況
に
応
じ
て
自
ら
調

べ
、
活
用
す
る
だ
け
の
余
裕
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
場
合
、
行
政
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
を

構
え
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
・
支
援
、
子
育
て
経
験
者
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
同
じ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
い
る
者
同
士
の

交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
女
性
の
物
理
的
・
心
理

的
負
担
を
軽
減
す
る
の
に
大
い
に
貢
献
す
る
で
し
ょ
う
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
乏
し
い
人
に
こ
そ
、
行
政
支
援
の

ニ
ー
ズ
が
多
く
あ
る
と
言
え
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ

り
、
家
族
・
親
族
内
で
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
女
性

を
支
え
る
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
地

域
社
会
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。
特
に
出
産
直
後
の
ケ
ア
な
ど
、
こ
れ
ま
で
支
援
が

行
き
届
き
に
く
か
っ
た
部
分
も
含
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
い
た
る
ま
で
「
切
れ
目
の
な
い
支
援
」
を
行
お
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
止
ま
ら
な

い
未
婚
化
・
晩
婚
化
を
背
景
に
、
地
域
で
は
結
婚
支
援
の

動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
が
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
支
援
す
る
の
は
、
少

子
化
を
食
い
止
め
地
域
人
口
減
少
の
問
題
に
対
処
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
消
滅
可
能
性
都
市
」
論
議
を

持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
地
域
人
口
減
少
は
、
多
く
の
自

治
体
に
と
っ
て
目
の
前
の
課
題
で
す
が
、
進
学
・
就
職
等

で
の
人
口
流
出
を
阻
止
し
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
す
の
み
な

ら
ず
、
地
域
ご
と
に
少
子
化
対
策
を
練
る
必
要
性
も
増
し

て
い
ま
す
。
工
夫
を
こ
ら
し
た
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支

援
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
住
民
の
福
祉
の
観
点
か
ら
重
要

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
若
者
の
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を

通
じ
て
移
住
定
住
を
促
し
、
い
っ
そ
う
の
地
域
活
性
化
を

導
く
た
め
の
カ
ギ
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。

︵
注
︶

１
． 

近
年
の
母
子
保
健
分
野
の
政
策
展
開
と
視
点
に
つ
い
て
は
、

鈴
宮
︵
２
０
１
７
︶
を
参
照
。

２
． 

産
後
ケ
ア
が
必
要
と
さ
れ
る
背
景
や
新
た
な
支
援
の
動
き

は
、
福
島
・
み
つ
い
︵
２
０
１
４
︶
参
照
。

３
． 

結
婚
の
趨
勢
に
つ
い
て
は
、
岩
澤
・
三
田
︵
２
０
０
５
︶

を
参
照
。

４
． ﹁
平
成
₂₇
年
版
少
子
化
白
書
﹂
に
お
け
る
﹁
コ
ラ
ム
：
妊
娠
・

出
産
包
括
支
援
事
業
を
活
用
し
た
取
組
﹂
を
参
照
。

５
． ﹁
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
﹂
の
展
開
に
つ
い
て
は
勝
又

︵
２
０
１
７
︶
を
参
照
。

６
． 

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
が
２
０
１
３
年
に
実
施
し

た
﹁
少
子
化
と
夫
婦
の
就
労
状
況
・
生
活
環
境
に
関
す
る

意
識
調
査
﹂。
調
査
の
詳
細
は
、
内
閣
府
経
済
社
会
総
合

研
究
所
﹃
有
配
偶
女
性
の
生
活
環
境
と
就
労
、
出
産
、
子

育
て
に
関
す
る
分
析
～
﹁
少
子
化
と
夫
婦
の
就
労
状
況
・

生
活
環
境
に
関
す
る
意
識
調
査
﹂
の
個
票
を
用
い
て
～
﹄

E
S

R
I D

iscussion P
aper N

o.311

の
第
１
部
を
参
照
。

７
． 

こ
の
調
査
は
地
域
移
動
の
傾
向
や
理
由
を
調
査
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
対
象
サ
ン
プ
ル
を
独
自
に
割
当
て
し
て

実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
分
析
結
果
は
全
国

の
平
均
的
な
姿
と
し
て
必
ず
し
も
一
般
化
で
き
な
い
こ
と

を
お
断
り
し
ま
す
。
調
査
の
詳
細
は
、
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
︵
２
０
１
６
︶
を
参
照
く
だ
さ
い
。

文
献

福
島
富
士
子
・
み
つ
い
ひ
ろ
み
︵
２
０
１
４
︶﹃
産
後
ケ
ア
︱
な

ぜ
必
要
か　

何
が
で
き
る
か
﹄
岩
波
書
店.

岩
澤
美
帆
・
三
田
房
美
︵
２
０
０
５
︶﹁
職
縁
結
婚
の
盛
衰
と
未

婚
化
の
進
展
﹂﹃
日
本
労
働
研
究
雑
誌
﹄N

o.535

、pp.

₁₆-

₂₈.

勝
又
明
子
︵
２
０
１
７
︶﹁
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
向
け
た
情
報
提
供
︱
保
険
市
の
役
割
の
核
と
な
る
﹁
連

携
強
化
﹂
と
は
︱
﹂﹃
保
健
師
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄vol.

₇₃,N
o.4, 

pp.298-302.

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
︵
２
０
１
６
︶﹃U

IJ

タ
ー
ン
の
促

進
・
支
援
と
地
方
の
活
性
化
︱
若
年
期
の
地
域
移
動
に
関
す
る
調

査
結
果
︱
﹄JILP

T

調
査
シ
リ
ー
ズN

o.152.

鈴
宮
寛
子
︵
２
０
１
７
︶﹁
児
童
虐
待
予
防
を
踏
ま
え
た
母
子
保

健
活
動
に
必
要
な
視
点
と
は
︱
法
改
正
を
受
け
て
、
変
わ
ら
な
い

も
の
と
変
わ
る
も
の
︱
﹂﹃
保
健
師
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄vol.

₇₃,N
o.4, 

pp.290-297.

高
見
具
広
︵
２
０
１
４
︶﹁
育
児
期
に
お
け
る
女
性
の
負
担
感
と

配
偶
者
の
関
わ
り
︱
子
ど
も
1
人
の
女
性
を
中
心
に
︱
﹂
内
閣
府

経
済
社
会
総
合
研
究
所
﹃
有
配
偶
女
性
の
生
活
環
境
と
就
労
、
出

産
、
子
育
て
に
関
す
る
分
析
～
﹁
少
子
化
と
夫
婦
の
就
労
状
況
・

生
活
環
境
に
関
す
る
意
識
調
査
﹂
の
個
票
を
用
い
て
～
﹄E

S
R

I 

D
iscussion P

aper N
o.311.
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新
潟
県
三
条
市
の
取
り
組
み�

�

日
常
的
な
外
出
機
会
の
創
出

新
潟
県
三
条
市
の
「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル

ネ
ス
三
条
」
で
は
、
ま
ず
市
内
で
最
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
三
条
小
学
校
区
が
モ

デ
ル
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。
中
心
市
街
地
で
あ
る
こ
の
地

域
は
、
人
が
歩
く
こ
と
を
前
提
に
配
置
さ

れ
た
細
い
小
路
を
中
心
と
す
る
街
並
み
が

今
も
残
っ
て
お
り
、
生
活
に
必
要
な
機
能

が
集
積
し
て
い
る
。高
齢
化
率
が
４０
・５
％

と
高
い
こ
と
か
ら
、
将
来
の
三
条
市
を
映

し
出
す
地
域
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
市
全
体
と
し
て

将
来
に
備
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

取
り
組
み
は
、
歩
く
た
め
の
外
出
を
促
す

ソ
フ
ト
面
が
中
心
で
あ
る
。

月
に
１
回
程
度
、
商
店
街
を
歩
行
者

天
国
に
し
て
実
施
さ
れ
る
「
三
条
マ
ル

シ
ェ
」
で
は
、
出
店
料
を
低
く
抑
え
る
な

ど
、
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
で

多
様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
出
店
。
多
い
時
に

は
１
５
０
を
超
え
る
出
店
と
９
万
人
以
上

の
来
場
者
が
集
ま
る
。
マ
ル
シ
ェ
に
出
店

し
た
若
者
が
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利

用
し
て
起
業
す
る
な
ど
、
商
店
街
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
方
で
参
加
者

の
年
齢
が
比
較
的
若
い
層
に
偏
っ
て
い
る

な
ど
、
よ
り
多
様
な
年
代
の
外
出
機
会
の

創
出
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
一
時
的
な

外
出
機
会
の
創
出
は
で
き
る
も
の
の
、
日

常
的
な
外
出
機
会
の
創
出
に
は
至
っ
て
い

な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
日
常
的
な
外
出
機
会
の
創
出

を
目
指
す
取
り
組
み
の
拠
点
と
し
て
、
平

成
２８
年
３
月
に
「
ス
テ
ー
ジ
え
ん
が
わ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
市
民
活
動
の
見
え
る

化
と
市
民
参
加
を
促
す
た
め
、
そ
の
名
の

と
お
り
縁
側
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
非
常
に
開

放
的
な
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
１
６

年
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
同
施
設
で
は
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
仕
掛
け
人

と
し
て
、
人
の
交
流
や
仕
事
・
や
り
が
い

と
い
っ
た
活
躍
の
場
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
住
民
自
ら
が
企
画
し
て
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
飲
食
の
提
供
に
よ
る
食
を
通
じ
た
交

流
に
よ
り
、
日
常
的
な
外
出
機
会
の
創
出

を
目
指
し
て
い
る
。

新
潟
県
見
附
市
の
取
り
組
み�

�

歩
き
た
く
な
る
歩
道
、�

�

出
掛
け
た
く
な
る
施
設
の
整
備

体
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
が
生

き
が
い
を
感
じ
、
安
心
し
て
豊
か
な
生
活

を
送
れ
る
状
態
を
「
健
幸
（
け
ん
こ
う
）

＝
ウ
エ
ル
ネ
ス
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
ま
ち

づ
く
り
の
中
核
に
据
え
た
取
り
組
み
を
実

践
し
よ
う
と
い
う
の
が
「
ス
マ
ー
ト 

ウ

エ
ル
ネ
ス 

み
つ
け
」
で
あ
る
。
歩
き
た

く
な
る
歩
道
、
出
掛
け
た
く
な
る
施
設
や

美
し
い
公
園
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
が
体
を
動
か
す
機
会
を
増
や
し

自
然
と
健
康
に
つ
な
が
る
よ
う
に
誘
導
し

て
い
く
。
そ
う
し
た
外
出
す
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
で
、
ま
ち
の
中
に
交
流
が
生
ま

れ
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
、

ま
ち
全
体
に
活
気
を
生
む
。
こ
の
よ
う
な

「
健
幸
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
い
る
。

「スマートウエルネスシティ（ＳＷＣ）」とは、従来からの健康づくりの取り組みに、まちづくり（交
通網・歩道・公園・美的景観整備、にぎわいの創造等）の視点を取り入れることで、そこに住んでい
るだけで、自然に「健幸（身体面の健康だけでなく、人々が生きがいを感じ、安心安全で豊かな生活
を送れること）」となるよう誘導する取り組みであり、住民が健康で幸せに暮らすことができ、社会保
障費抑制にも繫がると考えられている。

そこで、スマートウエルネスシティ実現に向けて、取り組んでいる３自治体を調査した。

―誰もが健やかで幸せに暮らせる「健幸都市づくり」―
スマートウエルネスシティの実現に向けて 国

内
調
査
報
告
　�

新
潟
県
三
条
市
、
新
潟
県
見
附
市
、
静
岡
県
三
島
市

ステージえんがわ
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中
心
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
健
康
運
動
教
室
」
が
あ

る
。
多
く
の
市
民
の
継
続
参
加
を
実
現
す

る
た
め
に
、
つ
く
ば
ウ
エ
ル
ネ
ス
リ
サ
ー

チ
提
供
に
よ
る「
ｅ
‐ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
」

を
活
用
し
て
い
る
。
個
人
の
身
体
状
況
に

合
っ
た
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
の
策

定
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
実
績
な
ど
の
登
録
と
見
え
る
化
、
個
別

ア
ド
バ
イ
ス
を
含
む
実
績
レ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
市
民
の
継
続
的
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
様
々
な
コ
ー
ス
を
設
置
し

て
い
る
。

見
附
市
の
平
成
２７
年
度
の
介
護
認
定
率

は
１６
・
８９
％
と
、
全
国
平
均
の
１８
・
０４
％

よ
り
低
く
、
県
内
順
位
も
三
条
市
に
次
い

で
低
い
方
か
ら
２
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
運
動
継
続
者
１
人
当
た
り
の
年
間

医
療
費
も
、
統
計
的
に
有
意
差
が
認
め
ら

れ
、
成
果
が
確
実
に
現
れ
て
い
る
と
い
え

る
。静

岡
県
三
島
市
の
取
り
組
み�

�

３
つ
の
観
点
か
ら
健
幸
都
市
づ
く
り

市
役
所
内
に
２０
課
４０
人
の
若
手
職
員
で

構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
チ
ー
ム
三
島
で
健
幸
都
市
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
、「
ス

マ
ー
ト
（
賢
く
、
自
然
に
）」「
エ
ビ
デ
ン

ス
（
科
学
的
根
拠
）」「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
協
働
）」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。

「
ス
マ
ー
ト
」
の
取
り
組
み
「
健
幸
マ

イ
レ
ー
ジ
」
は
、
健
幸
に
関
す
る
活
動
を

す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
、
抽
選
で

景
品
が
も
ら
え
る
と
い
う
仕
組
み
で
、
景

品
は
野
菜
や
ク
ー
ポ
ン
券
の
ほ
か
、
小
・

中
学
校
を
選
ぶ
と
、
応
募
件
数
に
応
じ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
商
品
券
が
付
与
さ
れ
る
コ
ー
ス

を
設
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
特
集
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
一

参
加
者
の
多
い
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
の
取

り
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
の
取
り
組
み
「
健
幸

運
動
教
室
」
は
、
筑
波
大
学
の
研
究
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
個
別
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
、
教
室
で
は
専
門
ト
レ
ー
ナ
ー
の

指
導
の
も
と
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
有

酸
素
運
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
栄
養
講
話
も
あ
り
、
総
合
的

な
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
。
受
講

者
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
開
始
か
ら
３
カ

月
後
に
体
力
年
齢
が
実
年
齢
を
逆
転
し
、

６
カ
月
後
に
は
実
年
齢
よ
り
体
力
年
齢
が

６
・
６
歳
も
下
回
る
結
果
が
出
て
い
る
。

「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
取
り
組
み

「
出
張
！
“
健
幸
”
鑑
定
団
」
は
、
健
康

に
対
し
て
無
関
心
な
層
に
も
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
金
融
機
関
や
入
浴
施

設
、
ス
ー
パ
ー
、
居
酒
屋
な
ど
不
特
定
多

数
が
集
う
施
設
・
場
所
に
保
健
師
等
が
出

向
い
て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
診
Ｐ
Ｒ
、

健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
平
成
２７
年
に
（
株
）
タ
ニ

タ
は
「
食
と
運
動
に
よ
る
健
康
ま
ち
づ
く

り
協
定
」
を
締
結
し
、
タ
ニ
タ
の
健
康
づ

く
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
協
働
で
「
み

し
ま
タ
ニ
タ
健
康
く
ら
ぶ
」、「
み
し
ま
健

幸
塾
」
等
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
と
め

今
回
調
査
し
た
３
自
治
体
で
は
、
健
康

に
な
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ

て
、
自
然
と
歩
き
た
く
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
用
意
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ

た
。
今
後
は
、
無
関
心
層
に
響
く
魅
力
的

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
か
に
作
り
上
げ
て
い

く
か
が
成
功
に
つ
な
が
る
カ
ギ
と
考
え

る
。
今
後
も
「
健
幸
」
な
ま
ち
を
目
指
す

各
地
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
き
た

い
。地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

国
内
調
査
グ
ル
ー
プ　

●�
 

　

松
井
啓
城　

安
藤
修
一　

�

仲
久
保
茂
俊

こ
の
報
告
は
当
セ
ン
タ
ー
の
国
内
調

査
事
業
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
報
告

詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出張！〝健幸〟鑑定団の様子

健康運動教室の様子



22地域づくり 本編 2017・6月号

マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
：�

�

普
及
に
よ
る
経
済
的
価
値
の
創
出

（
千
葉
県
一
宮
町
）

マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
は「
サ
ー
フ
ィ
ン
」

に
着
目
し
、
千
葉
県
一
宮
町
を
調
査
し
た
。

同
町
は
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
サ
ー
フ
ィ
ン
会
場
に
選
定
さ
れ
る
ほ

ど
、
良
質
な
波
が
立
つ
場
所
で
あ
る
。

一
宮
町
役
場
で
、
同
町
の
人
口
動
態
が

近
年
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
大
き
な
要
因

が
サ
ー
フ
ァ
ー
の
移
住
で
あ
る
こ
と
や
そ

の
背
景
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

中
で
も
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
サ
ー

フ
ァ
ー
同
士
の
互
助
の
力
が
大
き
い
こ
と

と
、
町
の
担
当
者
が
業
務
外
で
も
自
主
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

互
助
の
具
体
例
と
し
て
は
、
移
住
す
る

サ
ー
フ
ァ
ー
に
対
す
る
起
業
支
援
や
勤
務

先
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
、
先
に
一
宮
町
に

移
住
し
た
サ
ー
フ
ァ
ー
が
行
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

町
担
当
者
の
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
旧
来
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
移
住
者
が
溶
け
込
め
る

よ
う
に
、
業
務
に
関
係
な
く
、
自
主
的
に

両
者
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
一
宮
町
で
は

サ
ー
フ
ィ
ン
を
要
因
と
す
る
人
口
流
入
に

よ
っ
て
、
経
済
的
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る

も
の
の
、
そ
れ
が
ま
だ
地
域
活
性
化
に
十

分
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
、
自
治
体
職

員
が
旧
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
移
住
者
の

橋
渡
し
役
を
担
う
こ
と
で
、
多
く
の
住
民

が
自
ら
の
地
域
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
し
、
住
民
自
身
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
や
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
：�

�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
社
会

的
価
値
の
創
出
（
岩
手
県
住
田
町
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
岩
手

県
住
田
町
の
「
ク
ッ
ブ
」
の
事
例
を
調
査

し
た
。

「
ク
ッ
ブ
」と
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で「
ま

き
、
た
き
ぎ
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
丸

太
を
投
げ
て
角
材
を
倒
す
チ
ー
ム
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
。
投
げ
方
を
下
手
投
げ
に
限
定

す
る
こ
と
で
誰
で
も
楽
し
め
る
ほ
か
、
木

製
の
用
具
を
使
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

ク
ッ
ブ
は
平
成
２８
年
「
希
望
郷
い
わ
て
国

体
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
種
目
で

あ
り
、
競
技
は
住
田
町
で
行
わ
れ
た
。

同
町
で
は
以
前
か
ら
林
業
に
非
常
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

　近年、健康寿命の延伸や介護予防の観点から、定期的なスポーツ参加や運動習慣の定着が重視されており、自
治体のスポーツ振興の必要性はより一層高くなっている。
　本研究では、普及活動が活発化しつつあるマイナースポーツ、ニュースポーツ、障がい者スポーツの３分野に
着目し、それぞれの現状や課題などを調査した。その上で、各自治体がスポーツ振興を通した地域活性化を推進
する上で考慮すべき点などを考察した。

―マイナースポーツ、ニュースポーツ、障がい者スポーツで調査―
スポーツ振興を通した地域活性化 自

主
研
究
　�

千
葉
県
一
宮
町
、
岩
手
県
住
田
町
、
新
潟
県

木造である住田町役場外観

クッブの用具
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が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ク
ッ
ブ
普
及
の
取

り
組
み
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
用
具
は
町

産
材
で
生
産
さ
れ
、
一
般
に
販
売
も
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
町
民
に
ク
ッ
ブ
が
定
着
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
増
加
や
、

町
民
同
士
の
交
流
拡
大
と
い
っ
た
効
果
も

出
て
き
て
い
る
。

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
は
地
域
資
源
の
活
用
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
繋
が
る
可
能
性

が
十
分
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ

し
、
そ
の
種
目
が
住
民
に
定
着
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
地
域
特
性
に
合

致
し
、
住
民
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
：�

�

誰
も
が
住
み
や
す
い
社
会
を
構
築

す
る
価
値
観
の
啓
発
（
新
潟
県
）

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
、
地

域
へ
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進

に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
新
潟

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
以
下「
協
会
」）

及
び
新
潟
県
十
日
町
市
を
調
査
し
た
。

協
会
は
、
県
内
で
は
新
潟
市
近
郊
で
し

か
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
を
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お

り
、
普
及
が
遅
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
市
町

村
に
お
け
る
普
及
に
力
を
入
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
は
関
係
機
関
の
連
携

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ

れ
、
そ
の
経
験
が
他
の
地
域
に
お
け
る
活

動
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
新
潟
県
十
日
町
市
で
は
、
行

政
・
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
の
各
関
係
者
、
特

別
支
援
学
校
な
ど
か
ら
な
る
関
係
者
会
議

が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー

ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
い
、ヒ
ト
と
ヒ
ト
、

ヒ
ト
と
モ
ノ
を
繋
げ
な
が
ら
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
浸
透
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を

進
め
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
が

地
域
に
根
付
き
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
優

し
い
地
域
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識

が
啓
発
さ
れ
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ

く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
：

地
方
自
治
体
の
支
援
の
ス
タ
イ
ル

一
連
の
調
査
か
ら
、
各
ス
ポ
ー
ツ
の
共

通
し
た
要
素
と
し
て
「
大
会
」
と
「
フ
ァ

ン
」
が
あ
り
、
そ
し
て
、「
カ
ネ
」
が
現

実
的
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
れ
ら
は「
フ
ァ
ン
」か
ら「
カ

ネ
」
を
獲
得
し
、
そ
の
「
カ
ネ
」
に
よ
っ

て
「
大
会
」
の
開
催
が
可
能
と
な
る
、
そ

し
て「
大
会
」を
開
催
す
る
こ
と
で「
フ
ァ

ン
」
が
集
ま
っ
た
り
、
増
え
た
り
し
、
さ

ら
に
「
カ
ネ
」
を
落
と
し
て
く
れ
る
と
い

う
循
環
が
成
立
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
循
環
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
正
の

ス
パ
イ
ラ
ル
が
形
成
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の

規
模
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
く
、
ひ
い
て
は

ス
ポ
ー
ツ
の
自
律
的
な
継
続
性
が
確
保
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
も
可
能
と

な
る
と
い
う
こ
と
が
今
回
の
結
論
で
あ
る
。

ま
た
、こ
れ
に
あ
た
っ
て
各
自
治
体
は
、

①
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
自
立

す
る
ま
で
の
間
の
公
費
に
よ
る
適
切
な
支

援
②
大
会
規
模
の
適
正
化
③
フ
ァ
ン
づ
く

り
の
応
援
、
と
い
う
３
つ
の
形
で
の
支
援

が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
支
援

す
る
際
に
は
、「
大
会
」「
フ
ァ
ン
」「
カ
ネ
」

の
循
環
が
成
立
す
る
よ
う
各
要
素
間
の
バ

ラ
ン
ス
を
配
慮
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
自
主
研
究

グ
ル
ー
プ

　
　
　

●　

高
木
孝
二
郎　

姫
野
貴
之

　
　
　
　
　

植
松　

敏�

杉
本
政
也

　
　
　
　
　

中
村
咲
輝

こ
の
報
告
は
当
セ
ン
タ
ー
の
自
主
研

究
事
業
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
報
告

詳
細
版
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図：「正のスパイラル」のイメージ（左：２次元イメージ、右：「規模」の軸を加えた３次元イメージ）
あくまでもイメージ図であり、スパイラルの矢印始点は３要素のうちのどれを始点とすべきかを示すものではない。



府
中
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い

広
島
県
東
南
部
の
内
陸
に
位
置
す
る
人

口
約
４
万
人
の
ま
ち
府
中
市
。
東
京
都
の

府
中
市
や
県
内
で
も
マ
ツ
ダ
本
社
が
あ
る

安
芸
郡
府
中
町
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
多

い
地
味
な
ま
ち
で
す
が
、
か
つ
て
大
化
の

改
新
に
よ
り
備
後
国
府
が
置
か
れ
た
歴
史

あ
る
ま
ち
で
あ
り
、
３
０
０
年
の
伝
統
を

誇
る
家
具
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
府
中
市
で
２
０
１
１
年
に
主
に

30
代
の
有
志
が
集
ま
っ
て
設
立
し
た
の
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
府
中
ノ
ア
ン
テ
ナ
で
す
。
国

内
の
多
く
の
地
方
都
市
と
同
様
に
人
口
が

減
少
し
、
ま
ち
の
活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
中
で
、「
府
中
の
魅
力
を
集
め
て
発
信

し
、
府
中
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
！
」

と
い
う
の
が
設
立
に
至
っ
た
思
い
で
し

た
。木

育
と
の
出
会
い

府
中
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、
設

立
初
年
度
に
企
画
し
た
の
が
「
つ
く
え
、

つ
く
ろ
う
」
と
い
う
家
族
で
学
習
机
を
製

作
す
る
体
験
ツ
ア
ー
で
し
た
。
こ
の
企
画

は
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
の
後
５
年
間
で
全
国
各
地
か
ら

参
加
者
が
集
ま
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
転
機
と
な
っ
た
の
が
２
０
１
２

年
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
館
長
で
あ
る

多
田
千
尋
氏
と
の
出
会
い
で
し
た
。
多
田

さ
ん
と
の
出
会
い
が
我
々
に
と
っ
て
は

「
木
育
」
と
の
出
会
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

多
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
「
府
中
を
木
育

の
ま
ち
に
し
た
い
」
と
思
っ
た
我
々
は
、

さ
っ
そ
く
地
元
の
木
工
職
人
の
人
達
に
声

を
掛
け
、
こ
ん
ど
は
府
中
発
の
木
の
お
も

ち
ゃ
「
Ｋ
ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
」（
キ
タ
ス
）
シ
リ
ー

ズ
の
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

行
政
と
連
携
し
て 

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
実
現

素
晴
ら
し
い
木
製
家
具
を
つ
く
る
職
人

の
ま
ち
に
お
い
て
、

府
中
に
住
む
人
達
、

特
に
こ
の
ま
ち
で
生

ま
れ
育
っ
て
い
く
子

ど
も
達
に
地
元
の
伝

統
産
業
に
愛
着
と
誇

り
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
、
そ
の
思
い

を
行
政
に
伝
え
た
と

こ
ろ
、
我
々
の
思
い

に
共
感
し
て
い
た
だ

き
、
行
政
と
の
連
携

も
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
府
中
市
か
ら
Ｋ
ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

の
お
も
ち
ゃ
を
市
内
全
て
の
保
育
所
・
幼

稚
園
に
配
布
し
て
も
ら
っ
て
、
府
中
で
生

ま
れ
育
つ
全
て
の
子
ど
も
達
が
地
元
の
職

人
が
心
を
こ
め
て
作
っ
た
木
の
お
も
ち
ゃ

で
遊
び
な
が
ら
育
つ
環
境
が
整
い
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
、
つ
い
に
府
中
市
で
も

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
の
実
施
に
至
り
、
伝
統

的
な
家
具
製
造
の
技
法
「
蟻
組
み
」
を
モ

チ
ー
フ
に
考
案
し
た
「
あ
り
が
と
う
つ
み

き
」
が
新
生
児
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。木

育
で
ま
ち
の
未
来
を
創
る

「
木
育
を
通
じ
て
、
人
を
育
て
、
産
業

を
興
し
、
ま
ち
の
未
来
を
創
る
」。
こ
れ

が
府
中
の
木
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
子
ど

も
達
は
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
市
民
に
木
育

を
通
じ
て
豊
か
な
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
お
り
、
行
政
と
も
定
期
的
に
府
中

の
木
育
の
未
来
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
木
育
を
通
じ
て
多
く
の
人
に

木
の
温
も
り
や
心
地
よ
さ
を
実
感
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元
の
伝
統
産
業

で
あ
る
木
製
家
具
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
、
Ｋ
ｉ
Ｔ
Ａ

Ｓ
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
達

の
中
か
ら
、
い
つ
か
府
中
家
具
の
未
来
を

背
負
っ
て
立
つ
職
人
、
経
営
者
を
志
す
人

が
出
て
き
て
く
れ
た
ら
、
こ
れ
以
上
嬉
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
日
を
夢

見
な
が
ら
木
育
の
推
進
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

242017・6月号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
府
中
ノ
ア
ン
テ
ナ
理
事

長
尾
　
真
一

―
家
具
の
ま
ち
広
島
・
府
中
で
木
育
の
実
践
―

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
政
と
連
携

　

地
方
創
生
へ
―
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言 

広
島
県
府
中
市
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�「
み
し
ら
ん
」
を
制
作
し
た
き
っ
か
け

「
み
し
ら
ん
」
を
制
作
し
た
き
っ
か
け

と
し
て
、
上
天
草
市
が
抱
え
る
２
つ
の
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。

１
つ
目
の
課
題
は
、
市
内
の
一
部
の
地

域
に
の
み
観
光
客
が
集
中
し
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。
観
光
客
が
少
な
い
地
域
は
、
確

か
に
目
立
っ
た
観
光
資
源
は
な
い
の
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
そ
こ
に
し

か
な
い
何
か
し
ら
の
魅
力
が
あ
り
、
ど
う

に
か
市
内
全
域
を
周
遊
し
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

２
つ
目
の
課
題
は
、
本
市
の
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
総
花
的
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
訴
求
力

が
弱
い
媒
体
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
こ
と

で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
訴
求
力
が
あ

る
、
お
も
し
ろ
い
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
み
し

ら
ん
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
み
し
ら
ん
」
の
こ
だ
わ
り

「
み
し
ら
ん
」
を
制
作
す
る
う
え
で
、

次
の
よ
う
な
点
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
観

光
素
材
を
紹
介

す
る
切
り
口
で

す
。
こ
れ
ま
で

の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
は
一

線
を
画
す
よ
う

な
コ
ン
セ
プ
ト
で
制
作
し
た
か
っ
た
た

め
、
取
り
上
げ
る
素
材
を
、
通
常
の
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
な
比
較
的
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
も
の
に
絞
り

込
み
、
初
め
て
上
天
草
市
を
訪
れ
る
方
で

も
、
こ
れ
ま
で
上
天
草
市
に
何
回
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
も
新
し
い

発
見
が
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
取
り
上
げ
た
い
素
材
そ
の
も

の
を
単
純
に
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
素
材
に
あ
る
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ

せ
て
、
魅
力
あ
る
物
語
を
作
り
上
げ
て
紹

介
す
る
と
い
う
こ
と
に
最
も
こ
だ
わ
り
ま

し
た
。

続
い
て
の
こ
だ
わ
り
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
表
紙
は
、
シ
ン
プ

ル
で
あ
り
な
が
ら
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
デ

ザ
イ
ン
を
目
指
し
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
も
、

見
た
人
に
「
み
し
ら
ん
っ
て
何
？
」
と
思

わ
せ
る
こ
と
で
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く

キ
ッ
カ
ケ
と
な
る
よ
う
意
識
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
あ
え
て
表
紙
に
使
用
す
る
写

真
は
小
出
し
に
し
て
、
中
身
へ
の
期
待
感

が
高
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
各
コ
ン

テ
ン
ツ
の
タ
イ
ト
ル
に
も
、
素
材
そ
の
も

の
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
は
せ
ず

に
、
例
え
ば
、「
ほ
ぼ
画
家
の
和
菓
子
屋

さ
ん
!?
」
な
ど
少
し
「
お
と
ぼ
け
感
」
を

出
し
な
が
ら
、
謎
が
深
ま
る
よ
う
な
タ
イ

ト
ル
を
意
識
し
て
い
ま
す
。紹
介
内
容
も
、

堅
苦
し
い
表
現
は
避
け
、「
ズ
キ
ュ
ー
ン
」

だ
と
か
、「
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
」
な
ど
の
擬
音

を
使
用
し
、
マ
ン
ガ
の
よ
う
に
紙
面
に
動

き
を
出
し
な
が
ら
、
見
る
人
を
飽
き
さ
せ

な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

「
み
し
ら
ん
」
完
成
後
の
反
応

完
成
後
、
切
り
口
が
お
も
し
ろ
い
と
い

う
こ
と
で
、
多
く
の
地
元
の
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、「『
み
し
ら

ん
』
を
見
て
行
っ
て
き
ま
し
た
」
と
い
っ

た
う
れ
し
い
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、「
み
し
ら
ん
」
の
設
置
を
希
望

す
る
市
内
外
の
施
設
も
増
え
、「
み
し
ら

ん
」
を
通
し
て
市
民
の
方
た
ち
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
自
分
た
ち
の
地
域
に
誇
り
を
持

つ
こ
と
に
つ
な
が
り
、
市
民
自
ら
観
光
宣

伝
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。観

光
客
目
線
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
行
政
ら
し
さ
を
意
識
せ
ず
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
く

観
光
客
目
線
を
大
切
に
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

入
口
　
紘
光

上
天
草
市
観
光
お
も
て
な
し
課
観
光
振
興
係
長

―
魅
力
あ
る
物
語
を
作
り
上
げ
て
紹
介
―

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
～
旅
に
出
た
く
な

る
、
思
わ
ず
手
に
と
る
～
」
を
設
け
、
優
れ
た
セ
ン
ス
で
地
域
情
報
を
発
信
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
第
４
回
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
（
平
成

２８
年
度
）
に
て
大
賞
を
受
賞
し
た
「
上
天
草
み
し
ら
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
制
作
に
つ
い

て
熊
本
県
上
天
草
市
観
光
お
も
て
な
し
課
の
入
口
紘
光
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。�

（
広
報
室
）

上
天
草
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
み
し
ら
ん
」
を
制
作

広報室
だより

熊本県
上天草市

地域づくり 本編
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地域
TOPICS
トピックス地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、
地
域
情
報
発
信
の
た
め
平

成
２３
年
度
か
ら
日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

に
「
ふ
る
さ
と
情
報
コ
ー
ナ
ー
」（
以
下
、

情
報
コ
ー
ナ
ー
）
を
設
け
、
自
治
体
か
ら

送
付
さ
れ
た
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
約
２
６
０
０
種
類
を
展
示

し
、
来
訪
者
に
無
料
で
提
供
し
て
い
る
。

毎
年
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
促
進
の

た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
提
供
数
や
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ス

コ
ミ
等
に
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
に
も
紹
介
さ
れ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
提
供
数
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
、
平
成
２８
年
度
の
結
果
を
ま

と
め
た
の
で
報
告
す
る
と
と
も
に
、
上
位

１
０
０
位
ま
で
を
公
開
し
た（
表
１
参
照
）。

●	�

人
気
観
光
地
を
抑
え
、�

	

函
館
市
が
初
の
１
位

平
成
２８
年
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
総
提
供

数
は
、
３３
万
８
４
４
４
部
（
平
成
２７
年
度

３２
万
４
２
５
３
部
）と
な
り
、そ
の
内
訳
は
、

都
道
府
県
・
広
域
圏
等　

８
万
８
１
６
２

部
、
市
町
村　

２３
万
７
８
６
６
部
、
そ
の

他
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
外
国
語
等
）

１
万
２
４
１
６
部
で
あ
っ
た
。
北
海
道
札

幌
市
、
宮
城
県
仙
台
市
、
神
奈
川
県
箱
根

町
な
ど
、
全
国
的
に
知
名
度
が
高
い
観
光

地
を
抑
え
、
北
海
道
函
館
市
の
「
函
館
旅

時
間
」
が
年
間
提
供
部
数
第
１
位
と
な
っ

た
。
躍
進
の
要
因
は
、
平
成
２８
年
３
月
の

北
海
道
新
幹
線
開
業
と
考
え
ら
れ
る
。

●	�

金
沢
市
は
２
種
類
ト
ッ
プ
１０
入
り
、

新
幹
線
開
業
後
も
好
調
継
続

平
成
２７
年
３
月
に
開
業
し
、
２
年
目
を

迎
え
た
北
陸
新
幹
線
の
効
果
は
依
然
と
し

て
続
い
て
お
り
、
石
川
県
金
沢
市
の
「
金

沢
市
観
光
マ
ッ
プ
」「
金
沢
市
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
が
提
供
部
数
２
位
、
４
位
と

ト
ッ
プ
１０
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。（
表
２

参
照
）

●	�

松
本
市
と
広
島
市
が�

	

初
の
ベ
ス
ト
１０
入
り

長
野
県
松
本
市
「
信
州
松
本　

３
ガ
ク

都
」、
広
島
県
広
島
市
「
よ
う
こ
そ
！
広

島
へ
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
が
初
の
ベ
ス

ト
１０
入
り
し
た
。
松
本
市
は
平
成
２８
年
８

月
か
ら
祝
日
に
加
わ
っ
た
「
山
の
日
」、

広
島
市
は
プ
ロ
野
球
球
団
「
広
島
東
洋

カ
ー
プ
」
の
２５
年
ぶ
り
の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー

ス
優
勝
で
注
目
を
集
め
た
こ
と
の
影
響
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
表
１
参
照
）

詳
細
は
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

広
報
室　

中
野　

永
吉�

�

�
（
山
口
県
よ
り
派
遣
）

函
館
が
初
の
１
位　

金
沢
は
２
種
類
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
２
、４
位
に

～
平
成
28
年
度
市
区
町
村
人
気
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

ベ
ス
ト
１
０
０
～

● ● ●

ふるさと
情報コーナー

● ● ●

【
ふ
る
さ
と
情
報
コ
ー
ナ
ー
】

住
所
：
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
‐

３
‐
４　

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

運
営
時
間
：
10
時
～
19
時

　
　
　
　
　
（
元
日
は
休
み
）

問
い
合
わ
せ
先
：
広
報
室

電
話
：
０
３
‐
５
２
０
２
‐
６
１
３
７
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＜表２＞　平成28年度　人気パンフレット　ベスト10（５年分）

＜表１＞　平成28年度　市区町村人気パンフレット　ベスト100
※年間を通して展示したパンフレットが対象。月刊、季刊は含まない。

年度 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10 位
H28 函館市 金沢市 札幌市 金沢市 小樽市 長野市 仙台市 松本市 箱根町 広島市
H27 札幌市 金沢市 金沢市 仙台市 函館市 小樽市 長野市 京都市 鎌倉市 箱根町
H26 札幌市 金沢市 大阪市 仙台市 小樽市 文京区 函館市 箱根町 名古屋市 鎌倉市
H25 札幌市 京都市 仙台市 神戸市 小樽市 箱根町 伊勢市 函館市 鎌倉市 京都市
H24 札幌市 仙台市 京都市 箱根町 函館市 鎌倉市 小樽市 金沢市 日光市 台東区

順位 都道府県名 市町村名 パンフレット名 提供数
1 北海道 函館市 函館旅時間 1,066
2 石川県 金沢市 金沢市観光マップ 1,049
3 北海道 札幌市 さっぽろ観光マップ 1,040
4 石川県 金沢市 金沢市観光ガイドブック 804
5 北海道 小樽市 もっともっとおたる。 709
6 長野県 長野市 長野市ここから旅の始まり 708
7 宮城県 仙台市 仙台観光マップ 678
8 長野県 松本市 信州松本　３ガク都 676
9 神奈川県 箱根町 箱根観光マップ 649
10 広島県 広島市 ようこそ！広島へ　観光ガイドマップ 609
11 神奈川県 鎌倉市 鎌倉観光パンフレット 604
12 栃木県 日光市 ぐるり日光 601
13 千葉県 船橋市 まっぷる船橋 596
14 東京都 文京区 おさんぽくん 591
15 大阪府 大阪市 大阪観光局公式ガイドブック 553
16 静岡県 三島市 じゃらん三島 549
17 北海道 旭川市 あさひかわ　旭川ガイドマップ 536
18 静岡県 浜松市 浜松の旅　サポートブック 521
19 東京都 大田区 大田区の魅力再発見ウォーク 509

20 東京都 世田谷区 せたがや見どころマップ「歩いて出会う世田谷 ２４ の物語」 508

21 東京都 品川区 品川達人 504
22 富山県 富山市 富山市観光ガイド（ポケット版） 500
23 静岡県 静岡市 るるぶ特別編集　駿府静岡市 492
24 神奈川県 藤沢市 るるぶ特別編集　藤沢 476
25 愛媛県 松山市 いで湯と城と文化のまち　　松山 475
26 静岡県 三島市 みしまっぷ 472
26 愛知県 名古屋市 ライブマップ名古屋 472
28 大阪府 堺市 ミュシャとコスチューム 471

29 東京都 港区 ハレノヒ
～いつもとちがう一日に～ 454

30 長野県 上田市 信州　上田 450
31 三重県 伊勢市 あっちゃこっちゃ伊勢志摩 448
32 静岡県 静岡市 るるぶ特別編集　駿府静岡市 444
33 宮城県 仙台市 牛たん焼き　お店マップ 442
33 宮城県 仙台市 るーぷる仙台 442
35 長野県 軽井沢町 軽井沢 438
36 福岡県 福岡市 福岡　味。 432

37 東京都 中央区 粋活中央区観光ガイドマップ
（日本語版） 428

38 神奈川県 横須賀市 横須賀観光マップ 426
39 栃木県 宇都宮市 るるぶ特別編集　宇都宮 419
40 三重県 伊勢市 ええじゃないかお伊勢さん 413
41 山口県 萩市 萩を歩く 410
42 宮城県 仙台市 仙台まるごとパス 409
42 東京都 江東区 ようこそ、水彩都市「江東」へ 409
44 千葉県 市川市 市川市観光ガイドブック　２０１５ 406
45 青森県 弘前市 レトロモダンの街・弘前 402
45 福岡県 福岡市 天神・博多　まち歩きマップ 402
47 静岡県 伊豆市 伊豆市まるごとガイド　ＭＡＰ 400
48 岩手県 盛岡市 歩いて楽しむまち盛岡ガイドブック 393
49 茨城県 つくば市 みちしるべ 390
49 静岡県 伊東市 伊東八景 390

順位 都道府県名 市町村名 パンフレット名 提供数
51 埼玉県 川越市 時薫るまち　小江戸川越　散策マップ 384
52 山梨県 甲府市 甲府市観光ガイド 382
53 山形県 米沢市 米沢観光ガイドブック　よねざわ 379
53 広島県 尾道市 お気に入りの尾道 379
55 神奈川県 横須賀市 横須賀歴史マップ 378
56 東京都 目黒区 めぐろＷＡＬＫ 375
57 岐阜県 高山市 飛騨高山観光ガイドブック 374
57 静岡県 静岡市 しずおかまちあるきガイドブック 374
59 東京都 目黒区 てのひらの中のメグロ 372
60 山口県 萩市 萩の産業遺産群ガイドマップ 369
61 山形県 鶴岡市 庄内藩十四万石の城下町　　鶴岡 368
61 千葉県 千葉市 千葉市観光ガイド 368

63 青森県 青森市 青森市総合観光ガイド
「こころハネる青森」 367

64 東京都 江戸川区 江戸川区散策ガイド　えどぶら 366
65 北海道 富良野市 ふらのマップ 364
66 滋賀県 彦根市 いいよね、ひこね。 358
66 山梨県 甲府市 昇仙峡マップ 355
68 茨城県 水戸市 るるぶ特別編集　水戸市 349
68 東京都 台東区 上野の山文化ゾーン行事予定 349

70 山形県 酒田市 酒田観光ガイドブック　
さかたさんぽ 342

71 長野県 安曇野市 信州・安曇野 340

72 静岡県 熱海市 熱海ブランド事業
「ATAMI　COLLECTION　A‐ PLUS5」 330

72 静岡県 富士宮市 富士宮市観光ガイド 330
72 岡山県 倉敷市 倉敷で暮らす。 330
75 広島県 広島市 ひろしまにおいでよ 329
76 北海道 美瑛町 あこがれの景色と過ごす休日 328
76 千葉県 木更津市 木更津徹底ガイド 328
78 大阪府 大阪市 大阪周遊パス 325
79 栃木県 宇都宮市 宇都宮餃子　パンフレット 324
80 東京都 品川区 しながわみやげ 322
81 北海道 帯広市 帯広市 321
81 埼玉県 川口市 川口市内観光ルートマップ 321
83 山口県 山口市 西の京　やまぐち 320
83 高知県 高知市 ガイド高知 320
83 東京都 大田区 馬込文士村お散歩マップ 320
86 東京都 青梅市 青梅観光ガイド 319
86 長野県 小諸市 信州小諸 319
88 神奈川県 茅ヶ崎市 茅ヶ崎ガイドマップ 317
89 東京都 調布市 調布市　観光マップ 314
89 石川県 七尾市 七尾まち歩きマップ 314
91 島根県 松江市 水の都松江　観光キャンペーン 313
92 山梨県 北杜市 ほくと物語 311

92 広島県 呉市 呉市観光ガイドブック
KURE　海色の歴史回廊くれ 311

94 栃木県 日光市 未来へ届けたい日光 310
94 新潟県 新潟市 新潟市観光mini マップ 310
94 広島県 呉市 大和のふるさと　呉グルメマップ 310
97 滋賀県 近江八幡市 近江八幡漫遊 309
97 島根県 出雲市 縁結びと神々の都　　出雲 309
99 東京都 世田谷区 世田谷みやげ 304
100 秋田県 秋田市 秋田　ゆらら 303
100 秋田県 大仙市 るるぶ特別編集　大仙市 303
100 滋賀県 大津市 びわ湖大津　光ルくんマップ 303
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は
じ
め
に	

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
以
前
か
ら
「
地
域
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
と
い
う
考
え
の
も
と
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

国
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
方
創
生
」
は
実
は
通
称
で
、

法
律
上
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
」
で
あ
り
、
国
の
政

策
上
も
「
ひ
と
の
創
生
」
は
重
要
課
題
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
関
東
大
震
災
後
の
東
京
の
復
興
に
尽
力
し
た
政
治

家
、後
藤
新
平
（
当
時
は
内
務
大
臣
兼
帝
都
復
興
院
総
裁
）
が
「
金

を
残
す
人
生
は
下
、
事
業
を
残
す
人
生
は
中
、
人
を
残
す
人
生
こ

そ
が
上
」
と
言
わ
れ
た
の
は
有
名
な
話
で
す
。

企
業
経
営
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
人
員
で
最
大
の
利
益
を
上
げ

よ
う
と
す
れ
ば
生
産
性
の
向
上
が
欠
か
せ
ず
、
機
械
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
は
当
然
で
す
が
、
そ
も
そ
も
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
従
業
員
を

育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
常
識
で
す
。

し
か
し
、
行
政
・
公
務
員
の
世
界
で
は
誰
も
が
口
で
は
「
人
材

育
成
が
重
要
」
と
言
い
な
が
ら
、
現
実
に
は
十
分
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
例
は
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、
以
下
で

申
し
上
げ
る
「
横
串
人
材
」
の
育
成
に
至
っ
て
は
、
極
め
て
弱
い

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

縦
割
人
材
だ
け
で
な
く
横
串
人
材
が
求
め
ら
れ
る
時
代

時
代
の
変
遷
に
よ
り
、
自
治
体
行
政
の
あ
り
方
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
成
長
期
に
お
い
て
は
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た

仕
事
や
国
の
補
助
金
に
よ
り
奨
励
さ
れ
て
い
る
仕
事
を
確
実
に

や
っ
て
い
れ
ば
、
世
の
中
全
体
が
う
ま
く
い
っ
た
の
で
す
が
、
現

在
の
よ
う
な
成
熟
社
会
・
分
権
型
社
会
で
は
、
自
主
的
・
主
体
的

に
創
意
工
夫
を
し
、
自
己
財
源
を
有
効
に
使
っ
て
課
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
増
え
、
そ
の
仕
事
の
や
り
か
た
に

よ
っ
て
地
域
の
活
力
、
住
民
の
幸
福
度
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
の
例
は
、
地
域
活

性
化
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
協
働
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
移
住
・
交
流
の
促
進
、
観
光
で
稼
げ
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
創
生
が
人

口
問
題
を
切
り
口
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

「
中
身
は
自
由
、
地
方
の
創
意
工
夫
を
尊
重
す
る
か
ら
、
さ
あ
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
発
破
を
か
け
た
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
に
大
き
な
問
題
に
な
る
の
が
人
材
で
す
。
そ
れ
も
、
縦

割
人
材
で
は
な
く
、横
串
人
材
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

法
律
に
定
め
ら
れ
た
縦
割
の
仕
事
は
長
年
や
っ
て
き
て
お
り
、
そ

の
た
め
の
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
も
出
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ

た
人
材
は
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
全
体
の
最
適
化

を
目
指
し
て
、
地
域
内
の
多
様
な
人
材
を
横
に
つ
な
ぎ
、
外
部
か

ら
の
人
材
も
呼
び
込
み
な
が
ら
、
自
ら
の
財
源
で
、
創
意
と
工
夫

を
凝
ら
し
て
、
新
し
い
仕
事
を
切
り
拓
き
実
行
す
る
と
な
る
と
、

そ
れ
を
で
き
る
人
材
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

国
は
自
治
体
に
い
わ
ゆ
る
助
っ
人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
ま
た
、
い
つ
ま
で
も
他
者
に
頼
っ
て

い
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
地
域
内
で
人
材
を
育
て

る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
と
て
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
地
域
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

横
串
人
材
の
育
成
は
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か

こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
は
、
企
業
経
営
で
い
う
「
知
の
探
索
」

と
似
た
面
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
こ
と
が
地
域
活
性

化
に
関
係
し
、
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
横
に
広
く
人
脈

を
築
き
、
そ
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
、
さ
ら
に
そ
の
人
た
ち

が
つ
な
が
っ
て
い
る
人
脈
に
自
分
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
能
力
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
よ
う
な
人
材
育
成
を
専
門
的
・
総
合
的
に
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
私
た
ち
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
以
外
に

は
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
を
国
か
ら
も
評
価

さ
れ
て
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
づ
く
り

の
中
核
的
事
業
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
誌
に
「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
横
串
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
現
状
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
優
良
事
例

を
取
材
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

一般財団法人地域活性化センター　理事長 椎川　忍

当たり前のことをいかに実践するか
―地域内で人材を育てるシステムが必要―
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西
予
市
は
、
道
後
温
泉
で
有
名
な
県
都
・
松
山
市
か
ら
西
へ
70

㌔
余
に
あ
り
、
平
成
16
年
４
月
１
日
に
５
つ
の
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
人
口
３
万
９
千
人
の
ま
ち
で
す
。

平
成
25
年
９
月
に
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
四
国
西
予

ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
約
４
億
年
前
の
サ
ン
ゴ

類
や
三
葉
虫
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
「
黒
瀬
川
構
造
帯
」
に
代

表
さ
れ
る
大
地
が
広
が
り
、
海
抜
０
㍍
の
宇
和
海
か
ら
、
標
高

１
４
０
０
㍍
の
四
国
カ
ル
ス
ト
の
間
に
、
海
・
里
・
山
の
自
然
が

織
り
な
す
原
風
景
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
祖
先
の
足
跡
と
し
て
の
産
業
や
生
活
文
化
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、「
地
域
の
誇
り
」「
お
も
て
な
し
の
心
」「
未
来
へ
の
挑
戦
」

に
取
り
組
み
、
そ
の
中
に
お
い
て
も
緩
や
か
な
時
が
流
れ
て
い
ま

す
。海

で
は
、「
太
陽
か
ら
の
直
射
日
光
」「
青
い
海
か
ら
の
照
り
返

し
」「
段
々
畑
の
石
積
か
ら
の
輻
射
熱
」
の
３
つ
の
太
陽
の
恵
み

に
よ
る
高
品
質
な
柑
橘
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
世
間
で
有
機
農
業
と

い
う
言
葉
が
定
着
し
始
め
る
前
か
ら
、
無
農
薬
・
低
農
薬
に
挑
戦

し
、
消
費
者
と
顔
の
見
え
る
農
業
を
展
開
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り

ま
す
。
リ
ア
ス
海
岸
の
漁
場
に
は
、
瀬
付
ア
ジ
な
ど
多
く
の
地
魚

が
獲
れ
、
タ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、
ハ
マ
チ
の
養
殖
に
加
え
、
真
珠
養
殖

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
朝
日
文
楽
と
俵
津
文
楽
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
保

存
会
を
組
織
し
、
小
中
高
生
を
後
継
者
と
し
て
熱
心
に
育
成
し
な

が
ら
保
存
伝
承
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

里
に
は
盆
地
が
広
が
り
、
水
稲
栽
培
や
畜
産
、
ま
た
ブ
ド
ウ
や

イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、
農
業
が
大
変
盛
ん
で
す
。

昨
年
、
国
の
地
理
的
表
示
保
護
制
度
の
登
録
を
受
け
た
「
伊い

予よ

生い

糸と

」
も
当
市
が
世
界
に
誇
れ
る
産
品
で
す
。
昔
は
養
蚕
も
市
内

全
域
で
盛
ん
で
し
た
が
、需
要
低
迷
に
よ
っ
て
生
産
者
が
激
減
し
、

８
戸
の
農
家
で
守
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
伊
予
生
糸
は
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
戴
冠
式
の
ド
レ
ス
に
使
用
さ
れ
た
り
、
伊
勢
神
宮

の
式
年
遷
宮
の
御
料
糸
と
し
て
献
納
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
歴

史
文
化
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
行
政
が
野
村
シ
ル
ク
博
物
館
を

運
営
し
、
養
蚕
、
製
糸
、
染
織
等
の
活
動
を
地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
展
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
企
業
と
連
携
し
、

生
糸
を
作
る
上
で
最
初
に
繭
か
ら
糸
を
引
き
出
す
時
に
出
来
る

「
キ
ビ
ソ
」
を
「
ス
カ
ー
フ
」「
石
鹸
類
」「
ボ
デ
ィ
ー
・
ハ
ン
ド

ク
リ
ー
ム
」
製
品
と
し
て
売
り
出
す
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。

山
に
は
、
樹
齢
50
年
を
迎
え
る
伐
採
期
の
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
、
ブ

ナ
の
原
生
林
が
あ
り
、
高
地
を
生
か
し
た
高
原
ト
マ
ト
、
ク
リ
、

ユ
ズ
な
ど
の
農
産
物
生
産
も
盛
ん
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
は
、
限
界
集
落
の
危
機
感
か
ら
、

地
域
お
こ
し
活
動
と
し
て
、
住
民
自
ら
が
考
え
て
計
画
し
行
動
す

る
こ
と
で
、
生
涯
現
役
と
し
て
働
く
た
め
の
６
次
産
業
の
事
業
所

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
移
住
者
を
受
け
入

れ
る
環
境
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
「
お
試
し
移

住
住
宅
」
を
整
備
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
間

の
小
さ
な
美
術
館
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ
」
で
は
、「
絵
は
こ

こ
ろ
の
手
紙
で
す
」
と
呼
び
か
け
、
全
国
「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」

展
覧
会
を
行
っ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
、
お
よ
そ
１
万
点
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
で
23
回
目
と
な
り
、
７
月
15
日

か
ら
12
月
３
日
ま
で
の
間
、
当
美
術
館
に
お
い
て
、
応
募
作
品
を

全
て
展
示
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
館
頂
き
、
せ
い
よ

の
美
味
し
い
空
気
を
体
一
杯
吸
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
、

一
歩
先
行
く
気
持
ち
で
、
市
民
と
行
政
が
共
に
手
を
と
り
あ
っ
て

「
西
予
で
の
生
活
を
望
む
人
が
増
え
、
そ
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

西予市長 管家一夫

海抜 0～ 1400㍍に広がる
海・里・山―西予
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有楽町駅前の東京交通会館・ふるさと回帰支援センター内に、
とちぎ暮らしのご相談窓口を設けております。

080-9502-5985 tochigi@furusatokaiki.net

電話がつながらない場合は、ふるさと回帰支援センター（　03-6273-4401）までご連絡ください。
東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館（ふるさと回帰支援センター内）

［ とちぎ暮らしサポートセンター ］

ht tp: //www.tochigi- i ju.jp
栃木県移住・定住促進サイト「ベリーマッチとちぎ」

/ ve r ymatch toch ig i＠ver y_ toch ig i



31 2017・6月号

高山村は、長野県東北部に位置し、長野
市から車で40分。村内全域が「志賀高

原ユネスコエコパーク」に登録され、上信越
高原国立公園内の松川渓谷沿いに８つの温泉
が点在する「信州高山温泉郷」や「大樹の桜」
「勇壮な滝」「松川渓谷の紅葉」などの豊かな
自然が四季折々の表情を魅せます。この自然
や景観を守るため、「景観条例」の制定やＮ
ＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合に加盟
し、地域資源を活かしながら自律を目指しています。
　また、早くから村が取り組んできた環境保全型農業が認められ、
農林水産大臣賞を受賞するなど、特産のりんごやぶどうは、一層
ブランド力が高められ市場からは安全・安心でおいしいと高い評
価をいただいています。
　近年、栽培が盛んになったワイン用ブドウは、国内のメーカー
で醸造されるようになり、そのワインが国際ワインコンクールで
３年連続して入賞しています。村が取得した「ワイン特区」により、
意欲ある農家が村内第１号のワイナリーを平成 27年にオープン
し、昨年は「人材養成を兼ねた民間経営による中核的なワイナリー」
もオープンしたことにより、小規模なワイナリーが集積する世界
に通じるワイン産地づくりが進んでいます。

高山村

長
野
県

220

世界に通じるワイン産地を目指して

█雷滝
 落差約 30㍍の滝は、別名「裏見の滝」とも呼ばれ、滝の
裏側から豪快に流れ落ちる姿を見ることができるパワー
スポットです

█松川渓谷と高井橋
（左）
 松川渓谷は、秋が
訪れるとそこはも
う折り紙をちりば
めた様な景観美
となり、「日本で
最も美しい村」連
合に加盟する高
山村を象徴してい
ます

█「信州高山さわやかりんご」贈答用桐箱販売
 家庭の生ごみ等を堆肥化し、農地に還元する資源循環や減
農薬栽培による「人と自然にやさしい環境保全型農業」は、
高山村特産のブランドを高めています

█山田温泉大湯（右）
 開湯 210 年の歴
史をもつ名湯山田
温泉には、森鴎外
をはじめ種田山頭
火など、多くの文
人墨客が訪れて
います

█村内のワイン用ブドウは、これま
で村外のワイナリーで醸造され
ていましたが、昨年から村内のワ
イナリーで醸造したワインが販
売されています

█北信五岳を望む水
みず

中
なか

のしだれ桜
 村内には樹齢100年を超す桜が
20本あり、その中でも「信州高
山五大桜」と呼ばれる水中、坪井、
黒部、赤和観音、中塩の桜が有名
です

█標高 450～ 850㍍の松川扇状地に広がる約 40㌶のワイン用ブドウ畑
 降水量が少なく、日照時間が長く、昼夜の寒暖差が大きい気候は、りんご等果樹
の栽培適地です

地域づくり 本編



◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆
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地方創生実践塾の
お知らせ

　地方創生実践塾の第３回は、岐阜県高山市にて開催します。人口９万人に満たない地方都市の飛騨高山に、なぜ人口の５倍
以上の外国人が宿泊するようになったのか？そこには、長年に渡る官民一体となった取り組みと現場で外国人に接する市民の
たゆまぬ努力がありました。また、２日目のフィールドワークでは合掌造りで有名な世界遺産・白川郷やアニメツーリズムな
どでも人気の飛騨市も訪れる予定です。
　広域連携で取り組むインバウンドの現場から学べる貴重なセミナーです！

　この集いは、地域に飛び出す公務員だけでなく、地域おこし協力隊や集落・移住・定住支援員等、更には地域活性化に熱意
のある人たち（学生含）をつなぎ、互いの想いを共有することで、それぞれが一歩前へ踏み出すきっかけを生む場として開催
します !!

【講　　師】	主任講師：田中　明氏（高山市企画部長）
	 特別講師：�古田　直子氏（アジア料理店「平安楽」女将）� 	

有巣　栄里子氏（旅館「本陣平野屋　花兆庵」女将）
【日　　時】	平成29年７月 20日（木）14:00 〜 7月 22日（土）12:00
	 ※終了時刻は予定です。　
【会　　場】	岐阜県高山市「飛騨高山まちの博物館」、白川村、飛騨市
【定　　員】	40名（先着順、定員に達し次第締め切ります）
【申込方法】	下記ホームページの申込フォームから
【問合せ先】	地域支援業務課
	 （TEL：03-5202-6136　メール：chiiki@jcrd.jp）
	 ※詳しくは地域活性化センター・ホームページをご覧ください。　http://www.jcrd.jp/

【日　　時】平成29年７月 29日（土）13:00 ～ 17:30
	 	 30 日（日）９:30～ 12:30（予定）
【会　　場】１日目：高梁市総合文化会館　レクチャールーム（岡山県高梁市原田北町1212）
	 ２日目：順正寮（岡山県高梁市頼久寺町）
【講　　師】藤井　裕也氏（元美作市地域おこし協力隊、NPO法人山村エンタープライズ代表理事）
	 山田　崇氏（地域活性化伝道師、長野県塩尻市職員）ほか
【対 象 者】�地域づくりに興味がある方（地域に飛び出す公務員、地域おこし協力隊、NPO団体職員、地域のことを勉強し

たい方（学生も可））
【費　　用】�個人賛助会員になっていただく必要がありますので、個人賛助会費をお支払いください。
	 L 会員（一般）、S会員（学生）：１万円
【申込方法】FAX（03-5202-0755）または E-mail（creative@jcrd.jp）またはホームページの申込フォーム
【問合せ先】クリエイティブ事業室（TEL：03-5202-6134）
	 ※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/

◆�地方都市のインバウンドへの挑戦
「人口の５倍以上の外国人観光客が宿泊するワケ」【岐阜県高山市】

◆�「地域に飛び出す公務員と地域おこし協力隊・集落支援員の
集い in 岡山県高

た か

梁
は し

市
し

」

飛騨高山の古い町並

地域づくり 本編



地方創生フォーラム in高知　開催のお知らせ

平成29年度地方成功人材のマッチングによる土日集中セミナー

　温暖な気候と豊かな自然、これらが育む食文化に恵まれた高知県。高齢化や人口自然減は全国よりも 10 年から 15 年
早く進行しており、県土の９割を占める中山間地域でも大きな影響を受けています。
　このような状況の中、私たちがふるさとに住み続けていくための取り組みとして「集落活動センター（高知県版小さ
な拠点）」を中心とした集落維持・再生の仕組みづくりを進めています。
　将来の世代にふるさとの暮らしをどのようにつないでいくのか、地域住民が中心となり地域外から移住する人達と協
力した官民連携の取り組みから、これからの中山間地域づくりの新しい展開を考えていきます。

　人口減少という大きな流れの中で、学校の定員割れによる存続の危機や進学時に子ども達が地域から流出している現
状があります。さらに、子育て環境の充実、子どもの貧困対策、キャリア教育の必要性といった課題に対し、地域が一
体となって取り組む「地域教育」とは何なのか、このセミナーから学んでいきます！

【日　　時】７月 11 日（火）13 時～ 16 時 30 分（12 時 30 分開場）
【場　　所】高知県民文化ホール　グリーンホール
  （〒 780-0870　高知県高知市本町４丁目３-30）
【内　　容】「平成集落維新！　未来は土佐の中山間より～小さな拠点（集落活動センター）でつなぐ、つながる～」
 ・はじめに　　：小田切　徳美氏（明治大学農学部教授）
 ・リレートーク：村上　健太郎氏（特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長）
  林　義人氏（馬路温泉支配人、土佐遊湯連 高知県温泉旅館･ホテル協議会前事務局長）
  野尻　萌生氏（集落活動センター「汗見川」事業推進員、元地域おこし協力隊）
  筒井　良一郎氏（高知県集落活動センター連絡協議会会長）
  矢野　富夫氏（高知県梼原町長）
 ・パネルディスカッション
 　　コーディネーター：小田切　徳美氏
 　　パネリスト　　　： 野尻　萌生氏、筒井　良一郎氏、

矢野　富夫氏
 　　（パネリスト・参加者とのディスカッション）
【定　　員】400 名（入場無料）
 ＊ 詳細や申込方法については当センターのホームページ内

「地方創生フォーラム」をご覧ください。
【問合わせ先】 地域づくり情報課
 　TEL：03-5202-6138　E-mail：jouhou@jcrd.jp

【日　　時】平成 29 年７月 ８日（土）13:00 ～ 18:00 
９日（日）９:00 ～ 12:30（予定）

【会　　場】地域活性化センター大会議室
 （東京都中央区日本橋２- ３- ４日本橋プラザビル 13 階）
【講　　師】斉藤俊幸氏（地域再生マネージャー）　ほか
【対 象 者】地方自治体の行政職員、教職員、地域活性化に取り組んでいる方、勉強したい方、興味がある方など
【費　　用】 受講希望の場合、個人賛助会員になっていただく必要がありますので、個人賛助会費をお支払いくだ

さい。
 １回分：一般（C会員）：２万５千円、学生（S会員）：１万円
 ３回分（B会員）：６万円、６回分（A会員）９万円
 （複数人での使用も可能）
【申込方法】 FAX（03-5202-0755）または E-mail（creative@jcrd.jp）または 

ホームページの申込フォーム
【問合せ先】クリエイティブ事業室（TEL：03-5202-6134）
 ※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/
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法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

　第４回「未来を紡ぐ地域の教育力～地域が創る教育の仕組み～」

〈訂正〉
　５月号本編１ページの巻頭エッセーで、筆者（高知県知事）の「尾﨑正道」を「尾﨑正直」に訂正します。
　これに伴い、目次での巻頭エッセーの筆者名も「尾﨑正道」を「尾﨑正直」に訂正します。

【日　　時】平成 29 年７月 ８日（土）13:00 ～ 18:00 
９日（日）９:00 ～ 12:30（予定）

【会　　場】地域活性化センター大会議室
 （東京都中央区日本橋２- ３- ４日本橋プラザビル 13 階）
【講　　師】斉藤俊幸氏（地域再生マネージャー）　ほか
【対 象 者】地方自治体の行政職員、教職員、地域活性化に取り組んでいる方、勉強したい方、興味がある方など
【費　　用】 受講希望の場合、個人賛助会員になっていただく必要がありますので、個人賛助会費をお支払いくだ

さい。
 １回分：一般（C会員）：２万５千円、学生（S会員）：１万円
 ３回分（B会員）：６万円、６回分（A会員）９万円
 （複数人での使用も可能）
【申込方法】 FAX（03-5202-0755）または E-mail（creative@jcrd.jp）または 

ホームページの申込フォーム
【問合せ先】クリエイティブ事業室（TEL：03-5202-6134）
 ※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/
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 14 広島県神石高原町 出会いからマイホームまで「切れ目のない支援」 矢川利幸

 16 鳥取県 県民が主役の子育て王国を目指して 山本　要

 18 島根県益田市 小中高生を対象に「産んでくれてありがとう教室」 山本喜久子

 20 愛媛県 婚活にビッグデータを活用 岩丸裕建

 22 大分県豊後高田市 地域全体で婚活から出産・子育てまで支援 大塚佳代

 24 宮崎県 「幸せのおすそわけ」で結婚、妊娠 ･出産、子育てを応援 髙畑道春

 26 副基調論文 地域における結婚・出産・子育て支援の必要性 高見具広（労働政策研究・
研修機構研究員）

 30 トピックス 海外の「旅行博」などで使える補助金「Ｊ‐ＬＯＰ４」 清水雅行

 32 地域トピックス　和歌山県有田川町　地球にも町財政にもエコなまちづくり 上野山友之



子育てに励むママ達の交流の場、ママカフェイベント

● 石川県かほく市 （p12-13）

こどもネウボラ相談の様子

● 北海道千歳市 （p８- ９）

おひさま広場

● 広島県神石高原町 （p14-15）

妊娠・出産・子育てと切れ目のない支援で待機児童ゼロの田子保育園

● 青森県田子町 （p10-11）

家族と共にハッピーボーンの打ち上げを喜ぶ地域の
方々
● 北海道愛別町 （p６- ７）

幸せつなぐ―結婚・出産・子育て
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解
決
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
維
持
放
流
設
備
の
持
分
負
担
割
合
に

つ
い
て
は
「
流
量
比
例
と
す
る
」
と
い
う

省
庁
間
の
協
議
例
に
基
づ
い
た
も
の
が
長

年
踏
襲
さ
れ
て
き
て
、
本
発
電
所
計
画
で

は
維
持
放
流
量
と
発
電
使
用
水
量
が
同
量

で
あ
る
た
め
、
５０
％
の
持
分
負
担
額
を
提

示
さ
れ
た
の
で
す
。

「
エ
コ
の
ま
ち
」
と
し
て
の
飛
躍

し
か
し
、
粘
り
強
く
県
と
の
交
渉
を
続

け
た
結
果
、
平
成
２４
年
８
月
に
知
事
部
局

の
判
断
に
よ
り
維
持
放
流
設
備
の
費
用
負

担
割
合
に
つ
い
て
も
「
ダ
ム
と
同
等
」
と

の
決
定
を
受
け
、
大
幅
な
減
額
を
実
現
。

同
月
に
実
施
設
計
等
の
委
託
契
約
を
行

い
、平
成
２６
年
９
月
に
建
設
工
事
に
着
手
。

平
成
２８
年
２
月
に
発
電
所
が
完
成
し
ま
し

た
。ま

た
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
校
舎
へ

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
も
行
い
、
近

年
ブ
ー
ム
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
廃

校
利
活
用
の
一
端
を
担
い
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

資
源
ご
み
の
分
別
徹
底
に
よ
る
基
金
が
活

用
さ
れ
廃
棄
物
で
の
住
民
・
行
政
の
努
力

も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
内
に
あ
る
官
民
そ
れ
ぞ
れ

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
結
び
つ

け
、「
あ
り
だ
が
わ
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
」
と
し
て
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
計
画
」
に
、
平
成
２８
年
度
公
募
に
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
目
的
ダ
ム
の
維
持
放
流
水

を
活
用
し
た
町
営
二
川
小
水
力
発
電
所

が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の
平
成
２８
年
度

「
新
エ
ネ
大
賞
」
に
お
い
て
、
そ
の
導
入

ス
キ
ー
ム
や
こ
れ
ま
で
の
流
れ
と
今
後

の
展
望
が
評
価
さ
れ
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
導
入
事
業
の
軸
と

な
っ
た
「
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

も
環
境
省
の
「
第
４
回
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア

ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
実
行
委
員
会
特
別
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
平
成
２８
年
度
は
飛
躍
の

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
持
続
可
能
な�

�

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て

二
川
小
水
力
発
電
所
は
年
間
に

４
３
０
０
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、（
平
成
２８
年
度
実
績
５
０
０
０
万
円
）

売
電
収
益
は
前
述
の
基
金
を
包
括
し
て
新

設
し
た
「
循
環
型
社
会
の
構
築
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
基
金
」
へ
と
積
み
立
て
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
制
度
に
加
え
、
小
中
学

生
へ
の
環
境
教
育
や
公
共
施
設
へ
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
等
の
温
暖
化

防
止
事
業
へ
と
活
か
し
て
い
く
予
定
で

す
。次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
観
光
や
視
察
、
環
境
学
習
な
ど
と
結

び
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
や
廃
棄
物
減
量
な
ど
の
環
境
行
政
を
横

断
し
た
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

実
現
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
有
田
川
町
環

境
行
政
の
強
み
で
す
。

今
後
は
、
よ
り
一
層
「
有
田
川
と
い
う

エ
コ
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
の
観
点
か
ら
住
民
が
住
み
が

い
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「プロジェクトの目玉」町営二川小水力発電所

死んだインフラを「稼ぐインフラ化」する旧峯口小学校太陽光発電所
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えひめ結婚支援センター「愛結び」を閲覧

● 愛媛県 （p20-21）

子育てを考える県民シンポジウムで、「みやざきの
結婚・子育てハートフルコンテスト」の表彰式
● 宮崎県 （p24-25）

「生んでくれてありがとう教室」。重いジャケットを
着て妊婦を体験
● 島根県益田市 （p18-19）

森のようちえん　フィールド活動の様子

● 鳥取県 （p16-17）

妊産婦の家事・育児を支援する「ママ家事サポート」

● 大分県豊後高田市 （p22-23）



出
生
率
の
推
移
と
地
方
の
少
子
化

少
子
化
と
は
、合
計
特
殊
出
生
率（
以
下「
出
生
率
」）が
、

そ
の
国
の
人
口
が
増
加
も
減
少
も
せ
ず
に
均
衡
す
る
人
口

置
換
水
準（
日
本
は
２
・
07
）を
長
期
に
わ
た
っ
て
下
回
り
、

低
迷
す
る
状
態
で
あ
る
。
わ
が
国
の
出
生
率
は
、
団
塊
世

代
が
生
ま
れ
た
頃
は
４
・
５
程
度
あ
っ
た
が
、
１
９
６
０

年
代
に
２
程
度
ま
で
減
少
し
た
（
図
１
）。
そ
し
て
、
70

年
代
半
ば
以
降
、
少
子
化
の
状
態
に
あ
る
。
過
去
10
年
間

を
み
れ
ば
、
出
生
率
は
徐
々
に
回
復
し
て
き
て
お
り
、
こ

れ
は
わ
が
国
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
で
あ
る
。
た
だ
し
、

最
新
の
出
生
率
は
１
・
45
に
と
ど
ま
る
た
め
、
い
ま
だ
深

刻
な
少
子
化
を
脱
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

都
道
府
県
別
に
出
生
率
の
水
準
を
色
分
け
し
た
も
の
が

図
２
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
次
の
２
点
を
指
摘
で
き
る
。
ま

ず
、
出
生
率
は
人
口
が
集
中
す
る
首
都
圏
と
大
阪
圏
に
お

い
て
低
い
。
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
三
大
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の
回
復
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の
少
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策

中
京
大
学
現
代
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教
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・
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施
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︱
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図１　出生数と合計特殊出生率の推移

資料：厚生労働省「人口動態統計」

図２　都道府県別の合計特殊出生率（2015年）

資料：厚生労働省「人口動態統計」
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都
市
圏
の
中
で
愛
知
県
の
出
生
率
は
低
く
は
な
い
。ま
た
、

東
日
本
よ
り
も
西
日
本
の
方
が
、
特
に
九
州
・
中
国
に
お

い
て
、
出
生
率
は
高
い
。
そ
し
て
、
同
じ
地
域
の
中
で
も
、

出
生
率
が
高
い
自
治
体
と
低
い
自
治
体
が
あ
る
。

地
域
に
よ
っ
て
出
生
率
に
差
が
生
じ
て
い
る
背
景

に
は
、
大
き
く
は
次
の
４
つ
の
要
因
が
あ
る
（
松
田 

２
０
１
３
）。
第
１
は
、
そ
の
地
域
の
経
済
・
雇
用
の
状

況
で
あ
る
。
失
業
率
が
高
く
、
若
年
層
の
非
正
規
雇
用
者

割
合
が
高
い
地
域
で
は
、
若
者
た
ち
は
結
婚
し
て
、
欲
し

い
数
だ
け
子
ど
も
を
も
う
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
第

２
は
、
保
育
・
両
立
環
境
で
あ
る
。
保
育
所
の
不
足
、
長

時
間
労
働
、
そ
の
他
両
立
環
境
の
不
足
は
そ
の
地
域
の
出

生
率
を
低
く
す
る
要
因
に
な
る
。
こ
の
要
因
は
主
に
首
都

圏
に
お
い
て
効
い
て
い
る
。
第
３
は
、
親
族
に
よ
る
子
育

て
支
援
で
あ
る
。
祖
父
母
が
同
居
・
近
居
し
て
お
り
、
育

児
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
は
、
出
生
率
は

高
く
な
る
。
祖
父
母
か
ら
の
育
児
支
援
は
、
北
陸
地
方
、

中
部
地
方
、
中
国
・
四
国
地
方
に
お
い
て
多
い
。
第
４
は
、

結
婚
や
子
育
て
に
関
す
る
規
範
意
識
で
あ
る
。
結
婚
や
子

育
て
を
大
切
に
す
る
規
範
意
識
が
強
い
地
域
で
は
出
生
率

は
高
く
な
る
。
こ
の
規
範
意
識
は
中
国
・
四
国
、
九
州
・

沖
縄
に
お
い
て
強
い
。

こ
れ
ま
で
の
少
子
化
対
策
の
特
徴
と
変
遷

90
年
の
１
・
57
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
政
府
は
出
生
率
低

下
と
子
ど
も
数
減
少
を
問
題
と
し
て
捉
え
、
94
年
の
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
か
ら
少
子
化
対
策
の
取
り
組
み
を
開
始
し

た
。
同
年
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
を
実
施
す
る
た
め
に
緊
急
保

育
対
策
等
５
カ
年
事
業
を
策
定
し
て
保
育
の
量
的
拡
大
等

を
進
め
た
。
そ
の
後
数
度
の
改
変
を
経
て
、
少
子
化
対
策

と
し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

支
援
を
２
つ
の
柱
と
す
る
施
策
を
進
め
て
き
た
。
支
援
を

受
け
る
家
族
側
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
未
就
学

児
を
持
ち
、
主
と
し
て
夫
婦
と
も
正
規
雇
用
者
で
あ
る
共

働
き
世
代
向
け
の
施
策
が
中
心
で
あ
っ
た
。

90
年
代
か
ら
続
け
て
き
た
こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
っ
て
、

保
育
や
仕
事
と
子
育
て
両
立
は
相
当
前
進
し
て
い
る
。
一

方
、
妻
が
専
業
主
婦
や
非
正
規
雇
用
者
で
あ
る
世
帯
に
対

す
る
支
援
や
、
子
育
て
の
経
済
的
支
援
は
遅
れ
て
い
た
。

何
よ
り
も
、
従
来
の
少
子
化
対
策
は
、
出
生
率
回
復
に
寄

与
し
て
い
る
も
の
の
、そ
の
効
果
は
顕
著
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
70
年
代
半
ば
以
降
の
出
生
率
低
下
の
実
に

９
割
が
未
婚
化
の
進
行
︱
︱
結
婚
を
で
き
な
い
若
者
の
増

加
︱
︱
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
従

来
の
対
策
は
未
就
学
児
を
も
つ
正
規
雇
用
者
夫
婦
を
メ
ー

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
育
児

期
の
夫
婦
を
み
る
と
正
規
雇
用
者
同
士
の
共
働
き
夫
婦
ば

か
り
で
な
く
、
専
業
主
婦
世
帯
や
妻
パ
ー
ト
世
帯
が
比
較

的
多
く
、
彼
ら
の
子
育
て
も
支
援
す
る
施
策
が
手
薄
で

あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。

特
に
出
生
率
低
下
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
未
婚
化
に
対

す
る
対
策
も
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、２
０
１
３
年
、

少
子
化
対
策
は
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
で
の
切

れ
目
な
い
支
援
の
総
合
的
な
政
策
の
充
実
・
強
化
を
目
指

す
よ
う
に
見
直
さ
れ
た
。
深
刻
で
あ
る
地
方
の
出
生
率
低

下
と
人
口
減
少
に
対
処
す
る
た
め
に
、
２
０
１
４
年
、
政

府
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を
設
置
し
て
、
地

方
創
生
関
連
２
法
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
地

方
自
治
体
は
総
人
口
目
標
を
設
定
し
て
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
み
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
創
出
や
移
住
・
定
住
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
治
体
の
少
子
化
対
策
が	

出
生
率
に
与
え
た
効
果

こ
の
間
、
政
府
の
少
子
化
対
策
の
も
と
で
各
自
治
体

は
、
独
自
の
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
た
。
筆
者
は
２
０
１
３
年
に
全
国
の
市
区
町
村
の

少
子
化
対
策
担
当
部
署
を
対
象
に
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
関
す
る
合
計
13
の
事
業
の
実
施
状
況
を
調
査
し

た
（
表
１
）。
そ
の
結
果
、
２
０
０
５
年
と
２
０
１
３
年

を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
事
業
の
実
施
率
も
大
幅
に
上

昇
し
て
い
た
。
例
え
ば
、「
結
婚
相
談
・
結
婚
仲
介
」
は

２
０
０
５
年
11
・７
％
か
ら
２
０
１
３
年
30
％
へ
、「
出
産

費
用
の
補
助
」
は
同
19
・５
％
か
ら
23
％
へ
、「
子
ど
も
の

医
療
費
の
無
料
化
」（
一
部
補
助
を
除
く
）
は
同
50
・
１
％

か
ら
79
％
へ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
調
査
を
用
い
て
自
治
体
に
よ
る
こ
れ
ら
の
少
子
化

対
策
が
出
生
率
に
与
え
た
効
果
を
分
析
し
た
結
果
が
図
３

筆者プロフィール

				松田	茂樹氏
					（まつだ・しげき）

　1970 年生。東京都出身。慶應義塾大学
大学院社会学研究科博士課程単位取得退学、
博士（社会学）。専門は少子化対策、子育て
支援、家族論。主著に『少子化論―なぜま
だ結婚、出産しやすい国にならないのか』（勁
草書房）などがある。厚生労働省社会保障
審議会児童部会委員、内閣官房まち・ひと・
しごと創生本部地域働き方改革支援チーム
構成員等を務める。
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で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
表
１
の
各
施
策
を
実
施
し
て

い
る
数
が
多
い
自
治
体
か
ら
少
な
い
自
治
体
ま
で
を
、「
上

Ｇ
」（
Ｇ
は
グ
ル
ー
プ
の
略
）「
中
Ｇ
」「
下
Ｇ
」の
３
グ
ル
ー

プ
に
分
け
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
指
標
は
、
実
施
し
て
い

る
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
施
策
の
幅
広
さ

を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
出
生
率
等

に
与
え
た
効
果
を
分
析
し
た
結
果
が
図
３
で
あ
る
。
分
析

結
果
の
要
点
を
述
べ
る
と
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
関
す
る
施
策
を
幅
広
く
実
施
し
て
き
た
市
区
町
村
は
そ

う
で
な
い
市
区
町
村
よ
り
も
、
そ
の
後
の
出
生
率
の
変
化

率
が
有
意
に
高
い
。
た
だ
し
、
こ
の
効
果
は
人
口
５
万
人

以
上
（
お
お
む
ね
市
レ
ベ
ル
以
上
）
に
お
け
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
幅
広
く
実
施
し
て
き
た
市
区
町
村

で
は
、
そ
う
で
な
い
市
区
町
村
よ
り
も
、
そ
の
後
の
転
出

者
率
は
有
意
に
低
く
、
総
人
口
変
化
率
は
有
意
に
高
い
。

な
お
、
表
１
に
あ
げ
た
個
別
施
策
が
出
生
率
に
与
え
た
効

果
も
分
析
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
１
つ
１
つ
の
施
策
は
出

生
率
等
に
有
意
な
効
果
を
与
え
て
は
い
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
特
定
施
策
で
は
な
く
、
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
幅
広
い
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
、自
治
体
の
出
生
率
回
復
等
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
。

住
民
に
は
未
婚
者
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
も
う
け
る
予
定

の
夫
婦
、
子
ど
も
が
既
に
２
人
い
る
夫
婦
な
ど
が
お
り
、

夫
婦
の
働
き
方
に
つ
い
て
も
正
規
雇
用
者
同
士
の
共
働
き

世
帯
、
妻
パ
ー
ト
世
帯
、
専
業
主
婦
世
帯
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
１
つ
の
施
策
で
は
住
民
の
子
育

て
環
境
の
多
く
を
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
述
の
と
お
り
、
地
域
の
経
済
・
雇
用
状
況
が
出
生
率

の
地
域
差
を
生
む
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。地
域
の
経
済
・

雇
用
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
筆
者
が
実
施
し
た
企
業
誘

42017・6月号地域づくり 特集編

表１　市区町村の少子化対策の実施率の推移

注：�筆者が JSPS 科研費（課題番号 26885094）の一環として実施した「市
区町村の少子化対策の現状と経緯に関するアンケート」を分析した結
果。609 自治体が回答。

図３　少子化対策が市区町村の出生率、転出者率、総人口に与えた効果

注：�表 1 のデータを筆者が分析した結果。市区町村の合計特殊出生率、転出者率、総人口変化率を
被説明変数とした重回帰分析の結果。地域と人口規模を統制。数値は偏回帰係数。

図４	 �企業誘致による雇用創出が市区町村の出生率、転出者率、総人
口に与えた効果

注：�松田他（2016）より。日本学術振興会委託研究『課題設定による先導的人文・社会科学研究推
進事業（実社会対応プログラム）』「少子化対策に関わる政策の検証と実践的課題の提言」（代表：
阿部正浩中央大学教授）2013 ～ 15 年度における分析の結果。対象は全国の市区町村（区は東
京特別区）の企画課。645 自治体が回答。
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致
が
市
区
町
村
の
出
生
率
等
に
与
え
た
効
果
の
分
析
結
果

も
紹
介
し
た
い
（
図
４
）。
こ
の
分
析
に
よ
る
と
、
企
業

誘
致
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
雇
用
者
数
が
多
い
市
区
町
村
ほ

ど
、
そ
の
後
の
出
生
率
の
変
化
率
が
有
意
に
プ
ラ
ス
で
あ

り
、転
出
者
率
は
有
意
に
減
少
し
て
い
た
。
そ
の
効
果
は
、

先
述
し
た
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
支
援
よ
り
も
明

確
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、
企
業
誘
致
が
強
力
な
少
子
化
・
人
口
減

少
対
策
に
な
る
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
各
自
治
体
が
誘

致
合
戦
を
す
る
の
み
だ
け
で
は
、
工
場
等
を
奪
い
合
う
ゼ

ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
各
地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
、
中
で
も
雇
用
創
出

力
の
高
い
工
業
を
振
興
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
取
り
組
み

自
治
体
が
少
子
化
対
策
に
取
り
組
む
際
、
そ
の
地
域
の

産
業
や
子
育
て
環
境
等
に
応
じ
た
取
り
組
み
も
必
要
で
あ

る
。
保
育
需
要
に
つ
い
て
の
観
点
か
ら
、
筆
者
も
参
加
し

た
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
７
）
の
共
同
研
究
か
ら
、

自
治
体
に
よ
り
異
な
る
状
況
と
取
り
組
み
に
関
す
る
事
例

を
紹
介
し
た
い
。

保
育
所
が
不
足
し
て
い
る
が
、
保
育
需
要
に
地
域
的
な

偏
り
が
あ
る
事
例
が
浦
安
市
（
千
葉
県
）
と
松
戸
市
（
千

葉
県
）
で
あ
る
。
浦
安
市
は
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
子
育
て
世
帯
が
多
く
居
住
す
る
こ
と
も
あ
り
、
保
育

の
受
け
皿
を
増
や
す
も
、
待
機
児
童
の
解
消
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
同
市
で
は
、
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
い
沿
岸

部
は
保
育
所
の
整
備
を
し
て
待
機
児
童
も
少
な
い
の
に
対

し
て
、
旧
来
か
ら
の
住
宅
地
で
は
保
育
所
を
新
設
す
る
こ

と
が
難
し
い
。
松
戸
市
も
０
～
２
歳
児
の
保
育
需
要
が
増

大
し
て
お
り
、
ま
た
保
育
需
要
に
も
地
域
的
な
偏
在
性
が

あ
る
。３
歳
児
以
上
の
保
育
供
給
量
は
既
に
多
い
た
め
に
、

同
市
は
全
年
齢
向
け
の
保
育
施
設
で
は
な
く
、
小
規
模
保

育
を
増
設
し
て
対
応
し
て
い
る
。
定
員
に
余
裕
の
あ
る
交

通
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
地
域
の
保
育
所
も
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
、
バ
ス
に
よ
る
遠
隔
地
の
保
育
所
へ
の
送
迎
事
業

も
実
施
す
る
。

地
域
の
雇
用
は
良
好
で
、保
育
需
要
は
比
較
的
少
な
く
、

他
の
子
育
て
支
援
等
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
事
例
が
、
東
海
市
（
愛
知
県
）
と
千
歳
市
（
北
海

道
）
で
あ
る
。
東
海
市
は
、
製
鉄
工
場
等
就
労
の
場
が
多

い
ほ
か
、
名
古
屋
市
に
通
勤
す
る
市
民
も
多
い
。
出
生
率

は
１
・
82
と
極
め
て
高
く
、
人
口
は
増
加
し
て
い
る
。
愛

知
県
は
、
男
性
労
働
者
の
雇
用
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
専
業
主
婦
世
帯
が
多
い
と
い
う
地
域
的
特

徴
が
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
同
市
に
待
機
児
童

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
一
方
、未
婚
男
性
が
多
い
た
め
に
、

「
子
育
て
と
結
婚
を
応
援
す
る
ま
ち
東
海
市
」
と
い
う
都

市
宣
言
の
も
と
、「
結
婚
応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
、

結
婚
活
動
に
関
す
る
相
談
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
出
会
い

の
創
出
、
結
婚
活
動
に
関
す
る
講
座
の
開
催
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
千
歳
市
は
、
市
内
に
空
港
と
自
衛
隊
駐
屯
地

が
あ
る
た
め
に
関
係
者
の
転
勤
等
に
よ
る
転
出
入
人
口
が

多
く
、核
家
族
の
割
合
が
高
い
。
転
勤
族
が
多
い
た
め
に
、

女
性
就
業
率
は
低
く
、
出
生
率
が
高
い
。
同
市
で
は
、
保

育
需
要
は
少
な
い
一
方
、
転
入
世
帯
が
子
育
て
に
お
い
て

孤
立
せ
ず
、
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
相
談

事
業
や
一
時
預
か
り
等
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

出
生
率
が
高
く
、
待
機
児
童
数
が
多
い
自
治
体
の
事
例

が
、南
風
原
町（
沖
縄
県
）で
あ
る
。
同
町
は
出
生
率
が
２
・

09
と
高
く
、
子
ど
も
数
と
総
人
口
は
増
加
し
て
い
る
。
沖

縄
県
で
は
子
ど
も
が
５
歳
に
な
る
と
幼
稚
園
に
入
る
こ
と

が
一
般
化
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
前
の
年
齢
に
お
い
て
保

育
所
に
対
す
る
需
要
が
多
い
一
方
で
、
５
歳
児
で
は
幼
稚

園
に
対
す
る
需
要
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
同
町
は

保
育
所
の
定
員
を
増
加
さ
せ
る
一
方
、
町
内
の
公
立
幼
稚

園
で
４
歳
～
５
歳
の
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
る
。
加

え
て
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
出
生
率
回
復
の
た
め
に
自

治
体
に
求
め
ら
れ
る
少
子
化
対
策
の
あ
り
方
を
論
じ
て
き

た
。
総
括
す
る
と
、
全
国
の
自
治
体
に
共
通
す
る
出
生
率

回
復
の
た
め
の
少
子
化
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
幅
広
い
施
策
②
地
域
の
産
業
振
興

と
良
質
な
雇
用
の
創
出
、
の
２
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
た
上
で
、
各
自
治
体
が
置
か
れ
た
状
況

に
応
じ
て
弱
い
と
こ
ろ
に
特
に
手
厚
い
対
策
を
実
施
す

る
、
あ
る
い
は
強
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
、
当
該
自
治
体
の
出
生
率
回
復
に
結
び
つ
く
。

文
献

松
田
茂
樹 

２
０
１
３ 

﹃
少
子
化
論
︱
な
ぜ
ま
だ
結
婚
・

出
産
し
や
す
い
国
に
な
ら
な
い
の
か
﹄
勁
草
書
房
．

松
田
茂
樹
・
佐
々
井
司
・
高
岡
純
子
・
工
藤
豪 

２
０
１
６ 

「
地
方
自
治
体
の
少
子
化
対
策
は
効
果
が
あ
っ

た
の
か
？
」

阿
部
正
浩
編 

﹃
少
子
化
は
止
め
ら
れ
る
か
？
︱
政
策
課

題
と
今
後
の
あ
り
方
﹄
有
斐
閣 

１
０
９
︱
１
３
４
．

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー 

２
０
１
７ 

﹃
都
市
自
治
体
の
子

ど
も
・
子
育
て
政
策
﹄
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愛
別
町
の
特
別
な
「
花
火
」

「
ダ
ン
・
ダ
ン
・
ダ
・
ダ
・
ダ
ー
ン
！
」。
愛
別
町
で
は

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
町
内
に
花
火
の
音
が
鳴
り
響
き
ま

す
。
そ
の
名
も
「
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ン
」。
日
本
語
に
す
る

と
「
誕
生
お
め
で
と
う
」
と
題
さ
れ
る
こ
の
取
り
組
み
は
、

町
内
の
農
家
や
自
営
業
、
役
場
職
員
な
ど
２０
人
で
組
織
す

る
有
志
団
体
の
「
祝
っ
ち
ゃ
る
会
」
が
今
日
ま
で
続
け
て

い
る
愛
別
町
の
名
物
行
事
で
す
。「
誕
生
」
の
Ｂ
ｏ
ｒ
ｎ

（
ボ
ー
ン
）
と
花
火
が
打
ち
あ
が
る
「
ボ
ー
ン
」
と
い
う

音
が
重
な
っ
て
「
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ン
」
と
い
う
名
前
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

花
火
は
、
お
祭
り
や
運
動
会
開
始
の
合
図
な
ど
に
使
わ

れ
る
五
段
雷
と
い
う
信
号
用
花
火
１
発
が
上
空
で
５
回
鳴

り
響
く
も
の
で
、
子
ど
も
が
誕
生
し
た
家
族
が
希
望
す
る

日
の
正
午
に
役
場
付
近
の
広
場
で
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

花
火
の
打
ち
上
げ
に
係
る
費
用
は
、
１
人
五
千
円
の
年
会

費
と
有
志
の
協
賛
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
火

の
打
ち
上
げ
に
必
要
な
資
格
取
得
の
た
め
、
複
数
名
の
会

員
が
年
１
回
の
研
修
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

	
�

ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ン
の
誕
生

取
り
組
み
の
契
機
は
平
成
２
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

北
海
道
で
は
有
数
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
町
の
特

産
品
「
き
の
こ
」
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
拡
大
を
目
指
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
き
の
こ
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
赤
ち
ゃ
ん
が

誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
の
こ
と
。
一
人
が
「
そ
れ
は

お
め
で
た
い
こ
と
だ
か
ら
、
花
火
を
打
ち
上

げ
て
皆
で
祝
っ
ち
ゃ
る
か
い
」と
言
い
出
し
、

「
そ
れ
は
い
い
話
。
町
で
生
ま
れ
る
子
ど
も

は
少
な
い
の
だ
か
ら
、
皆
で
お
金
を
出
し

合
っ
て
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
町
で
生
ま
れ
る

子
ど
も
全
員
を
お
祝
い
し
て
あ
げ
よ
う
」
と

い
う
提
案
に
メ
ン
バ
ー
が
賛
同
し
た
こ
と
で

始
ま
り
ま
し
た
。
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
は

自
然
と
耳
に
入
っ
て
く
る
が
、
人
が
生
ま
れ

た
こ
と
は
意
外
と
分
か
ら
な
い
も
の
。
こ
ん

な
小
さ
な
町
で
も
ど
こ
の
家
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
か
分

か
ら
な
い
現
状
を
憂
慮
し
て
の
こ
と
で
し
た
。
花
火
が
上

が
る
と
、「
今
日
は
ど
こ
か
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
か
ら
、

そ
れ
は
良
か
っ
た
。
男
の
子
か
な
？
女
の
子
か
な
？
」
と

全
町
民
が
町
の
将
来
の
担
い
手
誕
生
を
歓
迎
し
祝
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
ん
な
想
い
を
込
め
て
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ン
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

	
�

花
火
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り

町
外
の
方
に
は
「
今
日
は
何
の
イ
ベ
ン
ト
？
」
と
聞
か

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、町
内
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
、

小
学
校
で
は
４
時
限
目
の
勉
強
の
手
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
休

め
、「
イ
ェ
ー
イ
！
」
と
「
後
輩
」
の
誕
生
を
お
祝
い
し

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
現
在
ま
で
に
通
算
５
５
８
発

の
「
祝
砲
」
を
打
ち
上
げ
て
お
り
、
通
算
５
０
０
発
記
念

の
際
に
は
地
域
の
方
々
も
総
出
で
お
祝
い
し
て
く
れ
ま
し

た
。平

成
２６
年
の
開
拓
１
２
０
年
記
念
事
業
で
は
、
こ
う
し

た
町
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
１５
分
の
映
像
に
し
て
上
映
し

ま
し
た
。
大
勢
の
町
民
の
方
々
と
共
に
四
半
世
紀
に
わ
た

◆◆◆

◆◆◆
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る
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
会
場
は
温
か
い
拍
手
で
包

ま
れ
、
花
火
が
人
と
人
を
つ
な
げ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
、
心
に
残
る
記
念
事
業
に
な
り
ま
し

た
。「
未
来
へ
の
約
束
～
愛
あ
る
花
火
と
君
の
椅
子
～
」

と
題
し
た
こ
の
作
品
は
、
後
に
町
の
子
育
て
支
援
の
取
り

組
み
や
地
域
の
話
題
性
、
郷
土
性
が
評
価
を
い
た
だ
き
、

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
映
像
の
部
で
３
席
と
読
売
新
聞
社

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
町
の
明
る
い
話
題
と
な
り
ま
し

た
。

	
	

取
り
組
み
の
広
が
り

「
地
域
を
挙
げ
て
子
ど
も
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
」。
こ

の
理
念
の
下
、
取
り
組
み
は
形
を
変
え
て
、
町
を
越
え
て

発
展
し
て
い
ま
す
。

「
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
君
の
居
場
所
は
こ

こ
に
あ
る
か
ら
ね
」。
こ
の
想
い
を
込
め
て
赤
ち
ゃ
ん
に

北
海
道
産
材
を
使
っ
た
椅
子
を
贈
る
「
君
の
椅
子
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
地
域
の
結
び
つ
き

が
薄
れ
て
い
く
中
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と
い
う
昔
な

が
ら
の
地
域
社
会
の
関
係
性
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
願

い
に
共
感
す
る
５
町
１
村
の
自
治
体
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
毎
年
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
る
た
め
、
持
っ
て
い

る
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
を
見
る
だ
け
で
子
ど
も
の
学
年
が
分

か
り
、
椅
子
を
受
け
取
る
家
族
も
「
今
年
は
ど
ん
な
デ
ザ

イ
ン
の
椅
子
か
な
？
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
旭
川

大
学
大
学
院
の
ゼ

ミ
室
で
生
ま
れ
た

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ヒ
ン
ト
が

ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ン

だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
当
町
で
は
平

成
２２
年
に
参
加
し

て
以
来
、
７
年
間

で
１
０
８
脚
の
椅

子
を
贈
呈
し
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
自

治
体
で
椅
子
の
贈

呈
を
受
け
た
家
族

を
対
象
に
、
植
樹

活
動
や
交
流
事

業
、
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
椅
子
を
介
し
た
自
治
体
間

の
広
域
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
内
で
も
商
店
が
お
米
を
贈
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ

イ
ス
」、
お
花
屋
さ
ん
の
ブ
ー
ケ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
町
外

か
ら
は
同
じ
「
愛
」
を
町
名
に
も
つ
縁
で
親
交
の
あ
る
愛

南
町
の
書
家
か
ら
「
お
祝
い
の
書
」
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
連
鎖
反
応
は
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ン
と
同
様
、

民
間
の
主
体
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
少
子
化
に
悩
む
ま

ち
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

	
	

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

子
ど
も
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
各
取
り
組
み
は
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
増
え
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
や
知
名
度
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
平
成
２
年
に

は
₄０
発
程
上
が
っ
た
花
火
も
、
最
近
は
２０
発
を
下
回
る
ほ

ど
に
減
少
し
、
ま
ち
の
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
最
近
で
は
、
花
火
で
誕
生
の
祝
福

を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
親
と
な
っ
て
２
度
目
の
祝
福
を

受
け
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
紹
介
し
ま
し
た
子
ど

も
の
誕
生
を
祝
う
各
事
業
は
、
子
育
て
世
帯
を
直
接
支
援

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、町
民
全
体
が
温
か
く「
新

町
民
」
の
誕
生
を
祝
福
し
、
ま
ち
全
体
で
子
ど
も
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
思
い
に
共
感
い
た
だ
き
、「
こ

の
ま
ち
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」「
こ
の
ま
ち
に
住
み
続

け
た
い
」
と
い
っ
た
定
住
へ
の
思
い
や
子
育
て
世
代
の
移

住
に
少
し
で
も
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ン
は
愛
別
の
青
空
に
上
が

り
続
け
ま
す
。「
ダ
ン
・
ダ
ン
・
ダ
・
ダ
・
ダ
ー
ン
！
」。

◆◆◆

◆◆◆
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�

自
然
あ
ふ
れ
る
若
い
ま
ち

千
歳
市
は
、北
海
道
の
道
央
圏
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

四
季
折
々
に
変
化
す
る
国
立
公
園
支
笏
湖
や
清
流
千
歳
川

を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
中

で
、
空
港
と
鉄
道
、
高
速
自
動
車
道
が
密
接
に
結
び
つ
き
、

生
産
・
流
通
の
拠
点
と
な
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

る
ま
ち
で
す
。

人
口
は
９
万
５
７
６
１
人
（
平
成
２９
年
４
月
１
日
現

在
）。
北
海
道
内
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
数
少
な
い

ま
ち
で
あ
り
、
全
国
・
北
海
道
水
準
に
比
べ
て
男
女
と
も

に
３０
歳
代
ま
で
の
人
口
比
率
が
高
く
、「
北
海
道
で
一
番

若
い
ま
ち
」（
平
均
年
齢
４２
・
９
歳
）
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
特
性
と
し
て
、
女
性
の
就
業
率
が
比
較
的
低
く

（
４３
・
３
％
）、
専
業
主
婦
が
多
い
状
況
が
う
か
が
え
ま
す

が
、
保
育
所
の
入
所
申
込
者
数
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
市
は
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

と
並
行
し
て
保
育
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

	
�「
子
育
て
す
る
な
ら
、
千
歳
市
」
の
取
り
組
み

千
歳
市
は
転
出
入
が
激
し
く
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ
り

孤
立
す
る
子
育
て
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市

で
は
、
子
育
て
世
代
が
抱
え
る
悩
み
や
社
会
的
孤
立
を
解

消
し
「
こ
の
街
で
子
育
て
を
し
た
い
」
と
実
感
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、「
子
育
て
す
る
な
ら
、
千
歳
市
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
先
進
的
な
３８
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
子
育
て
世
代
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
「
子
育
て
の

ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
ち
と
せ
子
育
て
ネ
ッ
ト
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
る
ほ
か
、「
子
育
て
ブ
ロ
グ
」
を
開

設
し
、
公
立
子
育
て
施
設
で
の
日
常
の
出
来
事
や
給
食
の

献
立
内
容
な
ど
を
施
設
職
員
が
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。平

成
２７
年
度
か
ら
は
、「
ち
と
せ
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
を
導
入
し
、
２
つ
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
い
子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
家
庭
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
孤
立
感
や
子
育
て
不

安
の
解
消
に
努
め
る
「
ま
ま
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
も
導
入
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
転
入
し
て
お
お
む
ね
３
年
以
内
の
親
子

を
対
象
に
「
転
入
親
子
ウ
エ
ル
カ
ム
交
流
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
連
施
設
等
を
バ
ス

で
巡
り
な
が
ら
親
子
同
士
の
友
達
づ
く
り
の
機
会
と
な
る

ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
市
民
協
働
事
業
に
よ
り
「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
設
置
し

絵
本
や
遊
具
な
ど
を
そ
ろ
え
、
子
供
と
保
護
者
が
自
由
に

遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
親
子
同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、就
学
児
童
を
対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
と
し
て
、

全
児
童
館
で
「
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
留
守
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
帰
り
に
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
直
接
来
館
で
き
、
学
童
ク
ラ
ブ

の
入
所
基
準
に
満
た
な
い
家
庭
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る

◆◆◆
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市
の
独
自
制
度
で
す
。

	
	「

ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
導
入

千
歳
市
で
は
、
国
が
全
国
展
開
を
進
め
て
い
る
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
平
成
２８
年
₁０
月
か
ら

「
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
名
称
で
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、「
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
」
こ
と
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
転
出

入
が
激
し
い
本
市
に
お
い
て
は
、
身
近
に
相
談
相
手
が
い

な
い
母
親
も
多
く
、
必
要
性
が
高
い
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
の
理
念
を
参
考
に
「
全
て

の
妊
婦
、
母
子
、
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
、
直
接
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
援
助
の
機
会
を
確
保
し
、
生
ま
れ
来
る
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
を
実
現
し
ま
す
」
と
い
う
理
念
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
理
念
の
実
現
の
た
め
に
「
対
話
」
を
大

切
に
し
、
親
子
に
寄
り
添
う
こ
と
で
信
頼
関
係
の
構
築
を

図
っ
て
い
ま
す
。

「
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
特
徴
と
し
て
、
母
子
保
健

分
野
で
あ
る
「
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
」
や
、
子
育
て
支
援

分
野
の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
児
童
虐
待
支
援
に

係
る
「
家
庭
児
童
相
談
室
」
の
職
員
が
連
携
し
、
チ
ー
ム

と
し
て
支
援
す
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
と
し
て
構
築
し

て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
養
育
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し
て
は
、
チ
ー

ム
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
子
ど
も
、
母
親
、
父
親

に
関
す
る
こ
と
や
家
族
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。
月
１
回
開
催
し
て
い
る
「
個
別
ケ
ア
会
議
」
に
お

い
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
を
共
有
し
、
養
育
支
援
プ

ラ
ン
を
チ
ー
ム
で
作
成
し
、
対
象
者
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
に
努
め
て
い
ま
す
。

	
	「

妊
婦
ネ
ウ
ボ
ラ
」「
こ
ど
も
ネ
ウ
ボ
ラ
」

「
妊
婦
ネ
ウ
ボ
ラ
」
は
、
平
日
９
時
か
ら
₁７
時
ま
で
開

設
し
て
お
り
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
併
せ
て
相
談
に

応
じ
、
妊
婦
全
員
に
「
妊
娠
期
支
援
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
支
援
プ
ラ
ン
や
千
歳
市
が
作
成
し

て
い
る
「
子
育
て
ガ
イ
ド
・
お
で
か
け
マ
ッ
プ
」
な
ど
を

綴
っ
た
ネ
ウ
ボ
ラ
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ネ
ウ

ボ
ラ
フ
ァ
イ
ル
は
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
必
要
な
時

に
見
直
す
こ
と
や
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
な
情
報
を
自
分
で
綴

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
全
戸
訪
問
の
際
に
は
、
産
婦
と
乳
児
全
員
を
対
象

に
「
産
後
支
援
プ
ラ
ン
」「
乳
児
期
支
援
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
、
産
後
の
心
身
の
健
康
や
乳
児
健
診
、
予
防
接
種
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
ネ
ウ
ボ
ラ
」
は
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
年
間
₁２
回
、
市
内
₁０
カ
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
年
間
３７
回
開
設
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
様
々

な
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
希
望
者
に
「
幼
児
期
支
援
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

千
歳
市
に
は
、
ど
の
よ
う
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
か
、
困
っ
た
時
は
ど
こ
に
連
絡
す
る
と
よ
い
か
を
説
明

し
な
が
ら
、
各
期
の
支
援
プ
ラ
ン
を
対
象
者
と
一
緒
に
作

成
し
て
い
ま
す
。

	
	

子
育
て
支
援
の
こ
れ
か
ら

様
々
な
子
育
て
施
策
や
「
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
通

し
て
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
理
解
し
や
す
く
な
っ

た
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
、
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
寄
り
添
う
支
援
に
努

め
、
安
心
し
て
、
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
一
人
ひ

と
り
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

今
後
も
、
千
歳
市
の
子
育
て
世
帯
へ
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
千
歳
の
未
来
を
創
り
、
定
住

促
進
に
よ
る
人
口
増
加
や
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
、ま
ち
の
価
値
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆◆◆
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国
際
色
豊
か
な
に
ん
に
く
の
町

田
子
町
は
、
青
森
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
南
は
岩
手

県
、
西
は
秋
田
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
国
立
公
園
十
和

田
湖
か
ら
も
車
で
１
時
間
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
田
子

（
た
っ
こ
）
と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
地
の
先
住
民
で
あ
る
ア
イ
ヌ
人
の
言
葉

で
「
小
高
い
丘
（
住
み
や
す
い
所
）」
を
意
味
す
る
「
タ

プ
コ
プ
」
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
が
最
も
有
力
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
田
子
町
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
に
起
源
を
持
つ

と
思
わ
れ
る
地
名
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。
人
口

５
５
５
４
人
（
平
成
２７
年
国
勢
調
査
）
総
面
積
２
４
２
平

方
㌔
で
約
８
割
が
山
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
省
の
夏
全
国
星
空
継
続
観
察
で
星
空
日
本
一
に
選

ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
美
し
い
星
空
や
、
水
源
の
森
１
０
０

選
に
選
ば
れ
た
大
黒
森
か
ら
の
豊
富
な
湧
き
水
１
０
０
％

の
水
道
水
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

加
盟
青
森
県
第
１
号
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内

最
高
級
と
称
さ
れ
る
た
っ
こ
に
ん
に
く
（
東
北
初
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
を
受
け
品
質
日
本
一
）
や
、
豊
か
な
自

然
で
飼
育
さ
れ
た
田
子
牛
（
別
名　

幻
の
田
子
牛
）
な
ど

の
特
産
品
が
魅
力
で
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ギ
ル
ロ
イ
市
、大
韓
民
国
の
瑞
山
市
、

イ
タ
リ
ア
の
モ
ン
テ
ィ
チ
ェ
リ
・
ド
ン
ジ
ー
ナ
町
と
の
姉

妹
都
市
交
流
に
よ
り
、
町
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
「
に
ん
に
く

と
べ
ご
ま
つ
り
」
が
例
年
１０
月
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
国
外
の
方
が
色
を
添
え
る
国
際
色
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。

	
�

同
窓
会
支
援
事
業
を
展
開

住
民
が
住
み
よ
い
と
感
じ
る
の
は
、
安
全
・
安
心
で
、

豊
か
で
、
健
康
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
町
の
活
力
は
生
じ
、
と
り
わ
け
将
来
を
担
う
子
ど
も

や
定
住
す
る
若
者
、
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
そ
の
よ
う
な

環
境
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
田
子
町
に
と
っ
て
必

要
で
す
。
人
口
減
少
、
少
子
化
の
流
れ
を
早
急
に
解
決
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
長
期
的
視
点
で
も
っ
て
子
ど
も

や
若
者
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、
定
住
・
移
住
者

を
徐
々
に
増
や
す
こ
と
が
当
面
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。全

国
的
に
も
、
近
年
結
婚
に
至
っ
た
カ
ッ
プ
ル
６
組
の

う
ち
１
組
は
、
同
級
生
・
同
窓
生
同
士
の
組
み
合
わ
せ
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
幼
少
か
ら
成
人
に
至
る
ま

で
の
間
、
か
な
り
の
時
間
を
同
じ
よ
う
な
環
境
で
共
有
し

て
き
た
こ
と
が
安
心
感
と
な
り
、
結
婚
に
至
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
同
窓
会
は
、
結
婚
の
適
齢
期
と
さ

れ
る
若
い
世
代
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
出
会
い

の
場
と
な
り
、
ま
た
、
親
し
い
友
人
と
の
懇
談
の
中
で
、
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ふ
る
さ
と
の
思
い
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
に
な
っ
て
ふ
る

さ
と
回
帰
の
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
い
わ
ゆ
る
お
見
合
い
の
設
定
や
、
紹
介
、
引
き
合
わ

せ
、
相
談
な
ど
を
行
っ
て
く
れ
る
お
世
話
や
き
さ
ん
（
世

話
人
）、
仲
人
と
し
て
役
割
を
担
え
る
方
を
縁
結
び
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
登
録
し
、
結
婚
ま
で
至
っ
た
場
合
に
は
報

奨
金
を
支
給
す
る
同
窓
会
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
１
組
結
婚
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者

世
代
夫
婦
が
共
に
婚
姻
届
出
日
か
ら
継
続
し
て
１
年
以
上

共
に
定
住
ま
た
は
、
結
婚
し
て
１
年
以
内
に
転
入
し
引
き

続
き
１
年
以
上
共
に
定
住
し
た
場
合
に
結
婚
祝
い
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

	
	

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
で
支
援

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査
１₄
回
お

よ
び
１
カ
月
時
健
康
診
査
が
無
料
で
、
子
ど
も
医
療
費
と

し
て
、
中
学
校
ま
で
と
、
田
子
町
内
に
唯
一
あ
る
県
立
田

子
高
校
並
び
に
障
害
の
あ
る
方
の
高
等
部
ま
で
医
療
費
が

無
料
で
す
。
保
育
園
・
幼
稚
園
の
保
育
利
用
料
に
つ
い
て

は
３
分
の
１
を
助
成
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
時
に
気
軽
に

語
り
合
え
る
場
所
の
確
保
や
親
同
士
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
交
流
等
を
行
え
る
場
所
と
し
て
子
育
て
サ
ロ
ン
を
実

施
。
こ
の
ほ
か
、
学
校
卒
業
時
と
入
学
時
は
諸
出
費
が
か

さ
む
時
期
な
の
で
、
小
学
校
、
中
学
校
、
田
子
高
校
並
び

に
障
害
が
あ
る
方
の
高
等
部
に
入
学
時
に
入
学
祝
い
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
３
校
の
内
、
２
校
の
目
の
前
に
学
童
保

育
専
用
施
設
並
び
に
公
的
施
設
の
分

館
を
２
館
設
置
し
て
い
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
き
っ
か

け
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
持
つ
こ
と
を

進
め
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
も
行
っ
て

い
ま
す
。
高
校
、
大
学
等
へ
進
学
す

る
生
徒
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
困
難
な
方
に
奨
学
資
金
を
貸
与
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
若
者
に
定

住
・
移
住
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

住
宅
料
助
成
金
支
給
事
業
・
通
勤
支

援
事
業
・
住
宅
整
備
支
援
事
業
・
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
支
援
事
業
等
の
助

成
事
業
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

	
	

恵
ま
れ
た
環
境
で
子
育
て
を

田
子
町
に
は
、
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
お
試
し
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅
と
し
て
、
移
住
体
験

住
宅
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
は
東
京
・
大
阪
の
方
が

ご
利
用
さ
れ
、
田
子
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
お
孫
さ
ん
を

連
れ
て
毎
年
ご
利
用
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
今
年
度
は
京

都
・
滋
賀
の
方
が
ご
予
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
園
２
園
、
幼
稚
園
１
園
、
小
学
校
３
校
、
中
学
校

１
校
、
高
校
１
校
と
い
ず
れ
も
芝
生
付
き
の
園
庭
、
校
庭

を
ま
ず
も
っ
て
感
動
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
現
在
も
都
会
で

騒
が
れ
て
い
る
待
機
児
童
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
恵
ま
れ

た
大
自
然
の
環
境
の
中
で
声
を
大
に
し
て
田
子
町
で
ぜ
ひ

子
育
て
を
し
ま
せ
ん
か
！
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住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
７
位
の
ま
ち

か
ほ
く
市
は
、
世
界
的
哲
学
者
で
あ
る
西
田
幾
多
郎
博

士
の
出
生
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
唯
一
「
哲

学
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館
「
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学

館
」
を
有
す
る
ほ
か
、
医
療
や
福
祉
の
専
門
家
を
養
成
す

る
石
川
県
立
看
護
大
学
な
ど
の
施
設
が
点
在
す
る
、
文
化

と
教
育
の
香
り
高
い
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
市
の
特
産
物
と

し
て
「
ぶ
ど
う
、紋
平
柿
、す
い
か
、だ
い
こ
ん
、長
い
も
、

か
ほ
っ
く
り
」
を
ブ
ラ
ン
ド
６
品
目
と
し
て
積
極
的
に
生

産
し
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
の
初
競
り
で
１
房
１
１
０
万
円

の
値
が
つ
い
た
石
川
県
産
オ
リ
ジ
ナ
ル
高
級
ぶ
ど
う
「
ル

ビ
ー
ロ
マ
ン
」
の
生
誕
地
で
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
大
手
出
版
社
が
全
国
の
市
区
を
対
象
に
調
査
・

公
表
す
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
全
国
の

８
１
３
市
区
中
７
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
魅
力
あ
ふ
れ
る

住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
市
が
若

者
世
代
に
選
ば
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	
�

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

平
成
２７
年
１０
月
に
策
定
し
た
「
か
ほ
く
市
創
生
総
合
戦

略
推
進
計
画
」
で
①
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
②
本
市
へ
の

人
口
誘
導
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
充
実

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
⑤
か
ほ
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
活
性
化
の
拠
点
を
つ
く
る
、

の
５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
市
の
持
つ
魅
力
や
地

域
資
源
を
、
石
川
県
内
を
は
じ
め
情
報
発
信
力
の
高
い
首

都
圏
か
ら
全
国
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
全
国

的
な
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
、
さ
ら
に
は
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
若
い
世
代
の

転
入
と
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平

成
２７
年
度
か
ら
定
住
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
送
な
ど
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
市
の
マ
マ
た
ち

の
生
の
声
を
生
か
し
た「
ま
ち
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
支
援
」

環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、

「
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

	
�

マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト

「
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
子
育
て
中
の
マ
マ
の

視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
充
実

し
た
子
育
て
支
援
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
た
、
マ
マ
が
ま

ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
を
好

き
に
な
り
、
本
市
の
良
さ
を
市
内
外
へ
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
、
２０
代
か
ら

３０
代
の
マ
マ
１０
人
で
構
成
し
、
始
動
し
ま
し
た
。

「
マ
マ
課
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
、
任
期
や
代

表
者
を
決
め
な
い
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
組
織
構
成
で

す
。
マ
マ
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
、
子
育
て
環
境
は
も
ち

ろ
ん
、
暮
ら
し
の
仕
組
み
ま
で
、
マ
マ
な
ら
で
は
の
ア
イ

デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
、「
日
本
一
マ
マ
に
や
さ

し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

	
�

マ
マ
課
の
活
動

マ
マ
課
の
活
動
を
具
現
化
す
る
た
め
、
月
１
回
ペ
ー
ス

で
会
議
を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
は
「
マ
マ
調
（
マ
マ
し

ら
）」
と
銘
打
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、
市
防
災
担
当
者

と
市
役
所
内
の
備
蓄
倉
庫
や
防
災
行
政
無
線
施
設
な
ど
を

見
学
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
見
学
を
通
し
て
、
マ

マ
課
メ
ン
バ
ー
か
ら
出
た
意
見
に
は
、「
備
蓄
倉
庫
に
あ

る
食
料
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
」「
自

分
で
備
蓄
品
を
揃
え
よ
う
と
思
う
と
、
何
か
ら
揃
え
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
回
の
見
学
を
通
し
て
マ
マ
課
セ

レ
ク
ト
の
お
す
す
め
防
災
グ
ッ
ズ
を
提
案
し
て
み
て
は
ど

う
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
行

◆◆◆
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政
に
直
接
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
防
災
行
政

の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
有
事
の
際
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
へ
の
対
応
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、
マ
マ
課
メ

ン
バ
ー
が
本
市
の
概
要
、住
宅
取
得
に
係
る
奨
励
金
制
度
、

子
育
て
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
「
ほ
っ
く
ほ

く
か
ほ
く
」（
定
住
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
作
成
や
、

本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の
マ
マ
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
な
ど
、
マ
マ
目
線
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

	
	

マ
マ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト

平
成
２₈
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
日
頃
か

ら
子
育
て
に
励
む
マ
マ
た
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場

や
マ
マ
同
士
の
交
流
の
場
の
提
供
を
目
的
に
、「
マ
マ
カ

フ
ェ
」
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
マ
マ
課
メ
ン
バ
ー
が
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
子
ど

も
の
話
、
子
育
て
の
話
、
学
校
に
つ
い
て
の
話
を
し
た
ほ

か
、
キ
ャ
ン
ド
ル
や
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
体
験
を
通
し
て
、
同
じ
立
場
の
マ
マ

と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
息
抜
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	
	

か
ほ
く
団
欒
フ
ェ
ア

移
住
定
住
の
交
流
機
会
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
物
産
フ
ェ
ア
、「
か
ほ

く
団
欒
フ
ェ
ア
」
を
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
東
京
交
通

会
館
に
て
開
催
し
、
本
市
の
住
み
よ
さ
を
体
感
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

マ
マ
課
メ
ン
バ
ー
は
、
同
フ
ェ
ア
の
中
の
移
住
定
住
セ

ミ
ナ
ー
に
出
席
し
、
東
京
の
子
育
て
世
代
マ
マ
と
の
座
談

会
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、
双
方
の
子
育
て
環

境
、
住
み
よ
さ
に
つ
い
て
語
り
合
う
と
と
も
に
、
本
市
の

良
さ
や
強
み
を
再
発
見
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

	
	

マ
マ
課
の
今
後
は

平
成
２₈
年
１
月
よ
り
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環

と
し
て
の
「
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
し
、
精
力

的
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
市
内
向

け
に
は
マ
マ
カ
フ
ェ
や
マ
マ
調
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ

る
、
ま
ち
全
体
の

子
育
て
力
の
向
上

に
一
役
買
う
と
と

も
に
、
市
外
向
け

に
は
か
ほ
く
団
欒

フ
ェ
ア
の
実
施
、

「
ほ
っ
く
ほ
く
か

ほ
く
」
の
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
な
ど
を
通
し
て
本
市
の
魅
力
、
強
み
を
発
信
し
て
き

ま
し
た
。

今
年
度
の
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
移
住
定
住
の
た
め
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
中

で
、
本
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
中
に
埋
も
れ

な
い
よ
う
新
た
な
展
開
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
活
動
を
通
し
て
、
マ
マ
課
メ

ン
バ
ー
の
思
い
、
意
見
を
行
政
側
が
ど
の
よ
う
に
汲
み
取

り
、
実
践
に
結
び
つ
け
、
市
外
か
ら
の
移
住
定
住
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
く

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
行
政
組
織
を
横
断
的
に
巻
き
込
ん

で
い
く
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
マ
マ
は
、
マ
チ
の

育
て
の
親
に
も
な
れ
る
」
と
い
う
マ
マ
課
の
タ
イ
ト
ル
の

と
お
り
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
マ
マ
課
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
な
が

ら
、
本
市
が
選
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆
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�

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
入
れ
を
推
進

神じ
ん

石せ
き

高こ
う

原げ
ん

町ち
ょ
うは

、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
町

で
、
標
高
約
５
０
０
㍍
の
中
国
山
地
に
位
置
し
、
い
く
つ

も
の
山
や
丘
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
山
村
で
す
。
四
季
が
明

確
に
分
か
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
台
風

や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
は
過
去
の
歴
史
か
ら
見
て
も
少

な
く
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
住
み
よ
い
町
と
言
え

ま
す
。
百
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
人
口
比
率
が
県
下
で
も

高
く
健
康
長
寿
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

主
力
産
業
は
農
業
で
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差
を
生
か
し
た

糖
度
の
高
い
生
食
用
ト
マ
ト
や
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
、
在
来

和
玉
種
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
肉
質
等

級
が
最
高
の
Ａ
５
ラ
ン
ク
に
属
す
る
神
石
牛
は
古
く
か
ら

ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
今
、

町
を
挙
げ
て
町
名
の
「
神
」
に
ち
な
ん
だ
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
（
ジ

ン
）
プ
レ
ミ
ア
ム
」
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
よ
る
農
業
を
中
心

と
す
る
産
業
振
興
を
進
め
な
が
ら
、
急
激
な
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
若
者
の
町
外
流
出
を
食
い
止
め

な
が
ら
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
入
れ
を
推
進
す
る
定
住
促
進

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

	
�

人
口
減
少

神
石
高
原
町
の
総
人
口
は
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の

３
万
２
８
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
昭
和
３０
年
代
か
ら
減
少

し
、
昭
和
４５
年
に
は
２
万
人
を
割
り
込
み
、
急
速
な
人
口

規
模
の
縮
小
を
経
験
し
ま
し
た
。
現
在
、
町
の
人
口
は

１
万
人
を
切
り
、
人
口
減
少
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

表
面
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
長
年
人
口
減
少
を
経
験
し
た

た
め
、「
こ
の
町
に
は
な
に
も
な
い
」
な
ど
の
言
葉
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
へ
の
愛
着
や
こ
の
町
に
住
む
誇

り
ま
で
低
下
す
る
現
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

	
�

出
会
い
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
支
援
策

こ
う
し
た
中
で
、
町
で
は
平
成
２６
年
１０
月
か
ら
、
庁
内

若
手
職
員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
青
年
・
女
性
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
代
表
な
ど
、
若
い
世
代
を
招
集
し
、
人
口
減
少
対
策

推
進
本
部
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
開
催
、「
若
者

定
住
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
プ
ラ
ン
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
若
者
定
住
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
プ
ラ
ン
を
ベ
ー

ス
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
２
０
１
９
」
を
策
定
し
、
定

住
の
加
速
化
を
目
指
し
「
挑
戦
の
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
町
の
子
育
て
支
援
策
は
他
の
自
治
体
に
類
を
見
な
い

ほ
ど
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
、
子
育
て
を
す
る
上
で
よ
そ
に
は

な
い
支
援
策
や
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
平
成
２８
年
度

か
ら
は
、
出
会
い
、
結
婚
、
出
産
、
特
に
子
育
て
世
代
を

中
心
と
し
た
支
援
策
を
充
実
強
化
し
て
い
ま
す
。

〇
町
ぐ
る
み
で
、
若
者
の
出
会
い
を
紡
ぐ
イ
ベ
ン
ト

ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
ー
を
町
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
結

婚
相
談
所
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
お
見
合
い
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
出
会
い
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
の
町

青
年
会
も
独
自
に
、
町
外
に
暮
ら
す
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を

◆◆◆
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促
す
た
め
の
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト「
３０
歳
の
成
人
式
」や「
消

防
団
員
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
に
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛

け
る
な
ど
町
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

〇
お
祝
い
制
度

１
歳
誕
生
の
際
は
２０
万
円
、
小
中
学
校
入
学
の
際
に
そ

れ
ぞ
れ
１０
万
円
、
祝
い
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
う
ち
、

１０
万
円
分
は
町
内
で
使
え
る
地
域
通
貨「
こ
う
げ
ん
通
貨
」

を
交
付
し
、
経
済
循
環
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

か
ら
、
町
の
宝
で
あ
る
新
た
な
町
民
の
出
生
を
町
民
挙
げ

て
祝
う
行
政
放
送
「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
お
知
ら
せ
」
を
町

内
全
域
に
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
子
ど
も
医
療
費

ど
の
自
治
体
で
も
子
ど
も
に
対
す
る
医
療
費
の
支
援
を

始
め
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
満
１８
歳
ま
で
１
カ
月
に
４

回
ま
で
は
１
日
５
０
０
円
で
、
そ
れ
以
降
は
無
料
と
な
り

ま
す
。
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
医
療
は
重
要
で
す
。

〇
給
食
費
の
無
償
化

平
成
２８
年
度
か
ら
は
保
育
所
、
小
中
学
校
の
給
食
費
が

実
質
無
料
化
と
な
り
ま
し
た
。
無
償
化
だ
け
で
な
く
、
学

期
に
一
度
で
す
が
、「
神
石
高
原
ラ
ン
チ
」
の
日
を
設
け
、

神
石
高
原
町
産
の
農
産
物
を
主

に
使
っ
た
、
給
食
を
提
供
し
、

食
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

〇
住
環
境

そ
の
他
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
さ
れ
る
場
合
は
、
木
材
を

無
償
提
供
す
る
ほ
か
、
新
婚
・

子
育
て
世
代
で
あ
れ
ば
最
大

１
５
０
万
円
の
支
援
が
あ
り
ま

す
。
固
定
資
産
税
も
５
年
間
半

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
自
治
体
も
空
き
家
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
「
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
も

空
き
家
が
約
１
１
０
０
戸
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
に

頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

１
２
１
戸
登
録
さ
れ
、
う
ち
８₉
戸
が
成
約
し
ま
し
た
。
う

ち
、
町
外
か
ら
の
移
住
者
は
４２
世
帯
（
₉₉
人
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
で
空
き
家
利
用
希
望
者
は
こ
れ
ま
で
延
べ
４
４
４

世
帯
（
９
４
９
人
）
で
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
空
き
家
の
流
動
化
の

た
め
、
定
住
の
受
け
皿
と
し
て
そ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

	
	

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
時
代
に
向
け
て

神
石
高
原
町
は
、
平
成
の
合
併
以
来
、「
職
員
数
」「
公

共
施
設
」「
借
金
」
の
３
つ
の
過
剰
を
抱
え
て
、
そ
の
解

消
に
ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
合
併
以
降
、

行
政
・
団
体
自
治
の
機
能
は
縮
小
・
衰
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
か
つ
て
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
住
民
と
行
政
が

ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
で
「
協
働
」
す
る
仕
組
み
な
し
に
地

域
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
協
働
の
担

い
手
と
な
る
住
民
自
治
組
織
も
前
述
し
た
よ
う
に
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
現
行
の
体
制
で
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
従
来
型
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
と
ら
わ
れ

ず
、
新
し
い
制
度
や
仕
組
み
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

	
	

ふ
る
さ
と
納
税

「
神
石
高
原
町
の
フ
ァ
ン
」づ
く
り
を
目
指
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
活
用
し
、
平
成
２６
年

度
か
ら
地
域
住
民
の
自
治
組
織
で
あ
る
自
治
振
興
会
な
ど

や
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
納
税
先
に
指
定
で
き
る
仕
組
み

と
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

を
直
接
的
に
支
援
で
き
る
こ
と
や
、
協
働
の
担
い
手
で
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す
る
支
援
も
可
能
と
な
り
、
平
成
２８

年
度
の
寄
付
額
は
５
億
円
を
突
破
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。寄

付
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
言
葉
の
中
に
、
神
石
高
原
町

の
取
り
組
み
は「
お
礼
産
品
で
寄
付
を
釣
る
の
で
は
な
く
、

施
策
で
寄
付
を
募
っ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
町

を
応
援
下
さ
る
寄
付
者
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

活
性
化
、
定
住
促
進
に
自
治
振
興
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

と
連
携
し
、
新
た
な
仕
組
み
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
。

◆◆◆

◆◆◆

15 2017・6月号

特 集

人口減少対策推進本部ワーキングスタッフ会議

学期に１度、学校給食で出される「神石高原ランチ」

地域づくり 特集編



	
�

は
じ
め
に

鳥
取
県
は
、
日
本
海
と
中
国
山
地
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
場
所
で
す
。
日
本
海
の
海
面
変
動
等
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
リ
ア
ス
海
岸
や
、
鳥
取
砂
丘
を
は
じ
め
と
す
る
多

彩
な
海
岸
地
形
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

豊
か
な
自
然
を
背
景
と
し
て
、
松
葉
ガ
ニ
や
二
十
世
紀
梨

を
は
じ
め
と
し
た
、
多
種
多
様
な
食
材
に
恵
ま
れ
た
「
食

の
み
や
こ
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

自
然
を
生
か
し
た
、
日
本
海
で
の
海
水
浴
や
釣
り
、
中
国

地
方
最
高
峰
の
大
山
で
の
ス
キ
ー
な
ど
、
春
夏
秋
冬
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
し
さ
が
詰
ま
っ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
県
で
す
。

そ
の
鳥
取
県
で
は
、
平
成
２２
年
に
「
子
育
て
王
国
鳥
取

県
」
の
建
国
を
宣
言
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
子
育
て
王
国
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、

他
の
都
道
府
県
の
担
当
者
の
方
か
ら
「
子
育
て
王
国
と
名

乗
る
な
ん
て
度
胸
が
あ
り
ま
す
ね
」「
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
っ
て
大
変
で
す
ね
」
な
ど
、
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
「
子
育
て
王
国
」

を
標
榜
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と
、こ
れ
ま
で
の
成
果
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	
�

人
口
減
少
に
対
す
る
危
機
感

日
本
全
体
が
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中

で
、
鳥
取
県
で
も
そ
の
傾
向
は
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
の
人
口
は
昭
和
６３
年
の
約
６１
・
６
万
人
を
ピ
ー
ク

に
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
、
平
成
８
年
以
降
は
減
少
し
続

け
て
お
り
、
平
成
２０
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
過
去
最
低

と
な
る
１
・
４３
（
全
国
１７
位
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状

況
を
打
破
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
の
強
化
が
喫
緊
の
課

題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
も
、
人
口
あ
た
り
の
保
育
所

設
置
数
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
割
合
、
周
産
期

医
療
体
制
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
鳥
取
県
の
子
育
て
支

援
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
即
ち
、
本
当
の
意
味
で
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
に
は
行
政
の
支
援
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
過
去
最

低
に
落
ち
込
ん
だ
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
行
政
だ

け
で
な
く
企
業
や
県
内
の
子
育
て
関
連
団
体
、
そ
し
て
県

民
一
人
ひ
と
り
を
担
い
手
と
し
て
、
地
域
全
体
で
子
育
て

家
庭
を
支
援
し
て
い
く
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

	
�

子
育
て
王
国
鳥
取
県
の
建
国

鳥
取
県
は
、
人
口
が
４７
都
道
府
県
で
最
も
少
な
く
、
経

済
的
に
も
決
し
て
恵
ま
れ
た
地
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆

2017・6月号 16

特 集

幸
せ
つ
な
ぐ
―
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

―
地
域
全
体
で
応
援
！
鳥
取
県
の
子
育
て
支
援
―山

本
　
要

鳥
取
県
子
育
て
応
援
課
　
主
事 鳥

取
県

６

県
民
が
主
役
の
子
育
て
王
国
を
目
指
し
て

浦
うら

富
どめ

海岸（山陰海岸ジオパーク）Ⓒ鳥取県

地域づくり 特集編



か
し
、
温
か
い
県
民
性
が
自
慢
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
も
積
極
的
で
す
。
そ
の
特
徴
に
光
を
あ
て
、
施

策
と
し
て
具
現
化
し
た
の
が
、
平
成
２２
年
９
月
の
「
子
育

て
王
国
鳥
取
県
」
の
建
国
宣
言
で
し
た
。
こ
れ
は
、
行
政

と
し
て
よ
り
一
層
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
に
加
え
、
県
民
み
ん
な
で
日
本
一
の
子
育
て
環

境
を
作
っ
て
い
こ
う
！
と
い
う
県
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
王
国
鳥
取
県
の
建
国
に
併
せ
、
結
成
し
た
の
が

「
と
っ
と
り
子
育
て
隊
」
で
す
。
こ
れ
は
、
地
域
で
自
発

的
に
子
育
て
支
援
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
個
人
・
団
体
・

企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
行
う
子
育
て
支
援
の
内
容

を
宣
言
・
登
録
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
平
成
２６
年
３

月
に
は
、
行
政
、
事
業
主
、
県
民
等
が
一
体
と
な
り
、
さ

ら
に
子
育
て
し
や
す
い
鳥
取
県
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

推
進
す
る
施
策
や
、
そ
の
施
策
を
計
画
的
か
つ
総
合
的
に

実
施
す
る
た
め
の
枠
組
を
定
め
る
「
子
育
て
王
国
と
っ
と

り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。「
自
分
は
今
、
子
育
て
を

し
て
い
な
い
の
で
関
係
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
自
分
に
で
き
る
子
育
て
支
援
は
な
ん
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
全
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考

え
実
践
す
る
、
そ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、

「
子
育
て
王
国
鳥
取
県
」
実
現
の
た
め
最
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
「
と
っ
と
り
子
育
て
隊
」
に
は
、
個
人
・
団
体
・

企
業
合
わ
せ
て
約
５
５
０
０
が
隊
員
登
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
子
育
て
支
援
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１₉
年
度
に
開
始
し
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
は
、
約
２
５
０
０
の
協
賛
店
舗
に
支
え
ら
れ
今
年

度
で
１０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
他
、
鳥
取
の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
「
森
の
よ

う
ち
え
ん
」
へ
の
運
営
費
助
成
、
全
県
で
の
第
３
子
以
降

の
保
育
料
の
無
償
化
（
所
得
・
年
齢
制
限
な
し
）、
小
児

医
療
費
助
成
の
対
象
拡
大
（
１₅
歳
↓
１₈
歳
）
等
の
先
駆
的

な
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
が
、
子
育
て
中
の
移
住
者
の

増
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

	
	

子
ど
も
達
が
﹁
子
育
て
王
国
﹂
の
国
王

こ
れ
ら
子
育
て
支
援
の
継
続
し
た
取
り
組
み
の
成
果
も

あ
り
、平
成
２７
年
の
出
生
数
は
４
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
６₅
（
全
国
７
位
）
ま
で
回
復
。

最
新
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
人
口
減
少
の
進
行
も
緩
和

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

鳥
取
県
で
は
、
２
０
３
０
年
（
平
成
４２
年
）
ま
で
に
合

計
特
殊
出
生
率
を
県
民
の
希
望
出
生
率
１
・
₉₅
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
今
年
度
に
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
在
宅
で
育
児
を
行
っ
て
い
る
世
帯
へ

の
支
援
を
行
う
市
町
村
の
取
り
組
み
（
現
金
・
現
物
給
付
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
軽
減
）
を
支
援
す
る
「
お
う
ち
で
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
目

指
す
女
性
を
対
象
と
し
た
託
児
所
付
き
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
設
置
等
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。「

子
育
て
王
国
鳥
取
県
」
の
国
王
は
誰
な
の
か
、
そ
れ

は
言
う
ま
で
も
な
く
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
で
す
。
子

ど
も
達
が
健
や
か
に
育
ち
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
人
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
鳥
取
県
を
、
地
域
全
体

で
手
を
携
え
、
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

17 2017・6月号

特 集

子育て王国鳥取県ロゴマーク

芝生の上で元気に遊ぶ子ども達

地域づくり 特集編



	
�

益
田
市
を
育
む
清
流
・
高
津
川

益
田
市
は
、
島
根
県
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、
西
は
山

口
県
と
接
し
、
北
は
日
本
海
を
臨
み
、
南
は
中
国
山
地
に

至
り
、
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
中
国
山
地
に

源
を
発
す
る
高
津
川
お
よ
び
益
田
川
が
主
要
河
川
と
な

り
、日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
の
調
査
で
、

何
度
も
水
質
日
本
一
を
獲
得
し
て
い
る
清
流
・
高
津
川
は
、

ダ
ム
が
な
い
一
級
河
川
で
す
。

高
津
川
の
ア
ユ
は
「
数
よ
し
、
味
よ
し
、
姿
よ
し
」
の

ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
釣
り
人

を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
森
の
栄
養
が
そ
の
ま
ま
海

に
運
ば
れ
た
沿
岸
で
は
、
大
型
の
ハ
マ
グ
リ
が
漁
獲
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
自
然
の
中
で
多
く
の
農
産
物

が
作
付
け
さ
れ
て
お
り
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、
ブ
ド
ウ
、

ワ
サ
ビ
、
ユ
ズ
等
の
栽
培
も
盛
ん
で
す
。

	
�「

産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
教
室
」
が�

	

始
ま
っ
た
き
っ
か
け

益
田
市
が
「
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
教
室
」
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
少
子
高
齢
化
に
直
面

す
る
当
市
が
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
平
成

２６
年
度
に
地
域
少
子
化
対
策
強
化
事
業
交
付
金
を
活
用
し

て
行
っ
た
「
夢
広
が
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
思
春
期
の
中
学
生
や
高
校
生
に
、
妊
娠

と
年
齢
の
関
係
や
、
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
伝
え
た
り
、
女
性
の
身
体
の
仕
組
み
や
将
来
の
妊
娠
や

出
産
に
備
え
て
食
生
活
の
大
切
さ
を
教
示
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
涯
を
通
じ
健
康
を
保
持
で
き
る
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
考
え
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。

平
成
２７
年
度
か
ら
は
、
小
学
生
、
中
学
生
の
時
期
に
島

根
県
の
地
域
医
療
の
現
状
お
よ
び
課
題
を
知
り
、
ふ
る
さ

と
の
将
来
に
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
島
根
県
地
域
医
療
教
育
推
進
事
業
費
補
助
金

を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

	
�

“
い
の
ち
”
は
宝
物

「
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
教
室
」
は
、
島
根
県
助

産
師
会
の
事
業
で
あ
る
「
バ
ー
ス
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

“
い
の
ち
”
の
楽
習
～
」
の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
各
年
齢
に
よ
っ
て
内
容
は
少
し
ず
つ
異
な
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
小
学
校
低
学
年
の
内
容
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
助
産
師
の
自
己
紹

介
か
ら
始
ま
り
、
助
産
師
の
仕
事
が
い
の
ち
の
現
場
と
し

て
、
こ
の
世
の
中
で
一
番
初
め
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
き
上
げ

る
素
敵
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

次
に
、「
誕
生
日
と
は
ど
ん
な
日
な
の
か
」
と
い
う
問

い
を
子
ど
も
た
ち
に
投
げ
か
け
ま
す
。
誕
生
日
と
は
、
い

の
ち
の
産
ま
れ
た
日
と
い
う
こ
と
と
、
ど
う
や
っ
て
お
母

さ
ん
の
お
腹
に
赤
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て

ど
う
や
っ
て
産
ま
れ
て
く
る
の
か
を
紙
芝
居
を
使
っ
て
説

明
し
ま
す
。

紙
芝
居
の
後
は
、
妊
婦
役
の
助
産
師
が
人
形
を
使
い
な

が
ら
、
お
腹
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
の
よ
う
に
大
き
く

な
っ
て
い
く
か
を
、
ま
た
、
周
り
の
人
た
ち
は
お
母
さ
ん

◆◆◆
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を
助
け
な
が
ら
産
ま
れ
て
く
る
子
を
今
か
今
か
と
待
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

お
産
の
現
場
に
つ
い
て
は
、
臨
場
感
を
出
す
た
め
、
寸

劇
で
伝
え
ま
す
。
お
母
さ
ん
役
の
助
産
師
が
陣
痛
を
乗
り

越
え
、
助
産
師
は
励
ま
し
な
が
ら
、
お
産
が
進
み
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
る
場
面
で
は
、
実
際
の
産
声
を
流
し

て
い
る
の
で
、
見
学
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

本
当
に
今
産
ま
れ
る
と
思
っ
て
「
が
ん
ば
れ
、が
ん
ば
れ
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

最
後
に
子
ど
も
た
ち
へ
「
そ
う
や
っ
て
産
ま
れ
た
い
の

ち
は
宝
物
、
み
ん
な
も
宝
物
、
だ
か
ら
大
切
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
、
自
分
を
傷
つ
け
た
り
、
人

を
傷
つ
け
た
り
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
の
い
の
ち
は
こ
れ
か
ら
先
も
続
い
て
い

く
と
話
し
て
締
め
く
く
り
ま
す
。
₄₀
分
間
ぐ
ら
い
の
内
容

に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
も
真
剣
に
聞
い
て
見
て
く
れ
る
子

ど
も
た
ち
に
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
感
動
を
も
ら
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想
の
中
に
は
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ

ん
の
心
臓
の
音
を
聞
い
て
、
そ
の
速
さ
に
び
っ
く
り
し
た

こ
と
、
今
の
自
分
の
心
臓
の
音
を
聞
い
て
、
心
臓
が
動
く

こ
と
が
生
き
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
、
い
の
ち
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
一
緒
に
見
学
に
来
て
い
た

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
わ
が
子
が
産
ま
れ
た
時
を
思
い
出

し
た
の
か
、涙
す
る
方
々
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

教
室
が
終
わ
っ
た
後
で
、
自
分
が
産
ま
れ
た
時
の
様
子
を

親
子
で
話
し
合
う
な
ど
、
子
育
て
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

	
	

ふ
る
さ
と
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
願
い

最
後
に
、
益
田
市
は
産
科
医
師
の
不
足
か
ら
、
平
成
２₀

年
に
は
市
内
へ
の
里
帰
り
出
産
の
受
け
入
れ
を
中
止
、
平

成
２₃
年
に
は
分
娩
受
け
入
れ
を
制
限
す
る
な
ど
の
危
機
を

経
験
し
ま
し
た
。
関
係
機
関
の
努
力
に
よ
っ
て
、
平
成
２７

年
に
里
帰
り
出
産
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
師
を
は
じ

め
と
し
た
医
療
従
事
者
不
足
の
状
況
は
続
い
て
お
り
、
市

民
は
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
守
る
に
は
、
市
民
の
医
療
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
産
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
教
室
」
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
医
療
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
益
田
市
の
医
療
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
定
住
の
基

盤
と
な
る
仕
事
や
、
回
帰
・
流
入
・
定
着
す
る
流
れ
を
つ

く
る
こ
と
、
若
者
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
こ
と
と
な
り
、
人
口
拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
願
わ
く
は
、
こ
の
教
室

に
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
の
ち
を
守
り
・

支
え
る
側
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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お
見
合
い
事
業
「
愛
結
び
」

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
）
は
、

愛
媛
県
少
子
化
対
策
事
業
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
愛
媛

県
法
人
会
連
合
会
が
委
託
を
受
け
平
成
２０
年
１１
月
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

少
子
化
の
要
因
と
な
る
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
対
応
す
る

た
め
、
行
政
が
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
事

業
は
、
他
県
が
一
部
先
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
や
会
員
登
録
に
関
す
る
デ
ー

タ
の
シ
ス
テ
ム
化
を
積
極
的
に
進
め
た
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
助
言
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整
備
に
よ

り
、
開
設
か
ら
８
年
で
イ
ベ
ン
ト
と
お
見
合
い
事
業
を
合

わ
せ
て
登
録
者
約
１
万
２
千
人
、結
婚
報
告
７
８
９
組（
平

成
２９
年
３
月
現
在
で
申
し
出
が
あ
っ
た
組
数
の
み
）
な
ど

実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
積
み
重
ね
る
中
で
、
婚
活

に
踏
み
出
せ
な
い
・
上
手
く
活
動
で
き
な
い
な
ど
、
成
婚

に
至
ら
な
い
独
身
者
へ
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
平
成
２３
年
度
に
開
始
し
た
１
対
１
の
お
見

合
い
事
業
「
愛
結
び
」
の
シ
ス
テ
ム
を
改
良
し
、
結
婚
支

援
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ
れ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
国
立
情
報

学
研
究
所
の
宇
野
毅
明
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
分

析
し
、
独
身
者
の
行
動
デ
ー
タ
か
ら
お
薦
め
「
リ
コ
メ
ン

ド
」
を
導
き
出
す
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
の
お
す
す
め
」

機
能
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
の
機
能
は
、
申
込
み
デ
ー
タ
と
そ
の
承
諾
デ
ー
タ
か

ら
な
る
行
動
デ
ー
タ
か
ら
、
男
女
双
方
に
お
い
て
好
み
の

似
た
ク
ラ
ス
タ
ー
を

割
り
だ
し
、
さ
ら
に

そ
の
対
象
ク
ラ
ス

タ
ー
の
交
わ
り
、
つ

ま
り
好
み
の
人
グ

ル
ー
プ
と
好
ま
れ
る

人
グ
ル
ー
プ
の
交
わ

り
を
お
薦
め
す
る
機

能
で
、
独
身
者
自
身

の
視
野
（
条
件
）
を

広
げ
る
効
果
と
共

に
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と
で
よ
り
良
い
リ
コ
メ
ン
ド
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
周
知
し
て
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
独
身

者
自
身
が
自
ら
考
え
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

	
�

事
業
展
開
に
よ
る
効
果
・
成
果

平
成
２３
年
度
に
開
発
し
た
結
婚
支
援
シ
ス
テ
ム
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
と
お
見
合
い
事
業
を
合
わ
せ
登
録
者
約

１
万
２
千
人
分
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
行
動
履
歴
３
年
分

１
５
０
万
件
（
お
見
合
い
実
績
４
千
回
等
）
が
蓄
積
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
デ
ー
タ
を
活
か
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
独
身
者
が
自
主
的
に
婚
活
に
取
り
組
む
意

欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
と

活
用
を
行
う
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ッ
プ
ル

率
を
高
め
、
結
婚
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
一
層

の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
１
対
１
の
お
見
合

い
事
業
「
愛
結
び
」
向
け
に
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
の
お

す
す
め
」
機
能
を
開
発
し
ま
し
た
。
運
用
以
降
の
お
見
合

い
実
施
率
は
２９
％
に
達
し
て
お
り
、
通
常
シ
ス
テ
ム
を
通

し
た
お
見
合
い
実
施
率
が
１３
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
１６
ポ

イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
申
し
込

み
自
体
を
躊
躇
し
て
い
た
女
性
利
用
者
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

か
ら
の
お
薦
め
（
リ
コ
メ
ン
ド
機
能
）
が
示
さ
れ
る
こ
と

で
、
申
し
込
み
ボ
タ
ン
を
押
し
や
す
い
状
況
を
提
供
で
き

る
こ
と
に
よ
る
効
果
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
機
能
は
公
的
な
結
婚
支
援
に
お
い
て
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
解
析
を
活
用
す
る
全
国
初
の
試
み
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
取
材
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

◆◆◆
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そ
の
広
報
効
果
も
あ
っ
て
か
、
運
用
開
始
し
た
第
１
四
半

期
の
新
規
登
録
者
は
前
年
度
対
比
１
３
６
％
の
伸
び
を
示

し
、
登
録
者
自
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

	
	

事
業
展
開
の
ポ
イ
ン
ト

〇
独
創
性
・
先
進
性

交
際
相
手
に
求
め
る
条
件
に
縛
ら
れ
が
ち
な
お
見
合
い

検
索
を
、
条
件
だ
け
で
は
な
く
自
ら
の
行
動
デ
ー
タ
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
昔
な
が
ら
の
お
見
合
い
仲
人
の
代
わ
り

と
な
っ
て
「
あ
な
た
の
求
め
て
い
た
条
件
と
は
少
し
違
う

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
こ
う
い
っ
た
方
も
ど
う
で
す

か
」と
い
っ
た
条
件
以
外
の
提
示
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、

視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
独
身
者
に
気
づ
き
を

与
え
る
こ
と
と
行
動
を
変
え
る
効
果
が
、
人
で
は
な
く
シ

ス
テ
ム
と
い
う
機
械
的
な
形
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き

な
前
進
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
継
続
性

セ
ン
タ
ー
は
愛
媛
県
の
少
子
化
対
策
事
業
と
し
て
既
に

８
年
の
実
績
が
あ
り
、
新
機
能
追
加
に
よ
り
さ
ら
に
登
録

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
県
民
の
要
望
に
沿
っ
て
、「
え

ひ
め
・
未
来
・
子
育
て
プ
ラ
ン
」（
５
カ
年
計
画
）
に
も

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
県
内
市
町
か
ら
の
連
携
の
動
き
も
あ
り
、
現
在

の
少
子
化
の
状
況
や
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
状
況
を
踏
ま
え

た
低
コ
ス
ト
の
仕
組
み
と
し
て
本
事
業
を
継
続
さ
せ
る
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。

〇
横
展
開

愛
結
び
シ
ス
テ
ム
は
公
的
な
結
婚
支
援
事
業
に
お
い
て

「
愛
媛
県
方
式
」
と
呼
ば
れ
、
既
に
高
知
県
、
富
山
県
、

山
梨
県
、
岡
山
県
、
鹿
児
島
県
、
鳥
取
県
が
導
入
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
類
似
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る

佐
賀
県
、
山
口
県
、
京
都
府
、
宮
崎
県
や
、
そ
の
他
の
県

か
ら
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て
多
数
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
導
入
の

希
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
で

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
進
み
デ
ー
タ
が

蓄
積
さ
れ
れ
ば
、
地

域
の
特
徴
や
独
身
者

の
動
向
分
析
も
可
能

に
な
り
、
国
や
地
方

の
有
効
な
少
子
化
対

策
と
地
方
創
生
戦
略

に
も
資
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

〇
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

元
々
の
結
婚
支
援
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
活
用
し
、
人
の
温
か
み
を

残
す
部
分
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
力
を
結
集
す
る
」
で
あ
っ
た

た
め
、ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
利
用
予
約
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー

来
所
時
は
会
員
自
身
が
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
利
用
し
て
登
録
・
閲

覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
は
即
座
に
お
相

手
に
メ
ー
ル
で
連
絡
さ
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
個
人
の
ペ
ー
ジ

に
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
公
共
性
と
安
全
安
心
の
観
点
か
ら
、
Ｗ

ｅ
ｂ
上
の
検
索
や
お
見
合
い
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
実
際
の

お
引
き
合
せ
は
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立
ち
会
う
中
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
日
程
調
整
等
を
行
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
全
て
ク
ラ
ウ
ド
上
で
や
り
取
り
で
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

度
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

	
	

今
後
の
課
題
と
展
開

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
の
お
す
す
め
」
機
能
に
つ
い
て
、

今
後
ど
れ
だ
け
有
効
に
は
た
ら
い
て
い
る
か
を
検
証
し
て
、

次
年
度
以
降
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
乗
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
、
よ
り
有
効
な
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
、
全
国

の
自
治
体
に
普
及
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
好
事
例
集
の
語
彙
分

析
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
取
り
組
み
、
様
々
な
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
こ
と
で
既

成
概
念
と
し
て
き
た
こ
と
を
見
直
す
試
み
も
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆
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�「

市
の
活
力
は
人
」

豊
後
高
田
市
は
、
大
分
県
北
東
部
、
周
防
灘
に
面
し
た

国
東
半
島
の
西
側
に
位
置
す
る
人
口
２
万
３
千
人
の
小
さ

な
市
で
す
。
山
・
里
・
街
・
海
・
温
泉
と
い
っ
た
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
温
暖
で
過
ご
し
や
す
く
、
中
世
か
ら
続

く
仏
教
文
化
や
仏
教
遺
跡
、
そ
し
て
昭
和
の
町
な
ど
魅
力

的
な
名
所
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

本
市
も
多
く
の
自
治
体
と
同
様
に
人
口
減
少
に
よ
る
過

疎
化
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
お
り
、「
市
の
活
力
は
人
」

で
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら
、
現
在
、
市
の
総
力
を
挙
げ
定

住
人
口
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
晩

婚
化
や
生
涯
未
婚
率
の
上
昇
等
が
み
ら
れ
る
結
婚
に
つ
い

て
市
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
を
行
い
、そ
の
後
の
出
産
、

子
育
て
、
教
育
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
含
め
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
ま
ち
、
こ

こ
で
子
育
て
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
と
し

て
の
施
策
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

	
�

市
全
体
で
婚
活
支
援

ま
ず
、
結
婚
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
平
成
２３

年
度
か
ら
官
民
が
連
携
し
て
豊
後
高
田
市
婚
活
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
出
会
い
の
場
や

結
婚
へ
の
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
心

と
な
る
の
が
「
縁

結
び
お
世
話
人
」

制
度
で
す
。
昔

は
、
地
域
に
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
男
女
の
縁
を
取

り
持
つ
「
お
せ
っ

か
い
」
を
や
く
方

が
お
ら
れ
、
自
然

と
結
婚
へ
の
後
押

し
が
で
き
て
い
ま

し
た
。

昨
今
で
は
そ
う

い
う
方
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、「
お
せ
っ

か
い
」
を
や
い
て
い
た
だ
け
る
方
を
「
縁
結
び
お
世
話

人
」
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
大
変
多

く
の
皆
さ
ん
に
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
「
縁
結

び
お
世
話
人
」
さ
ん
は
、毎
月
行
わ
れ
る
「
婚
活
サ
ロ
ン
」

の
中
で
、
独
身
者
や
そ
の
家
族
、
お
世
話
人
さ
ん
同
士
等

で
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
お
見
合
い
の
場
等
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
「
婚
活
応
援

隊
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
独
身
者
の
交
流
会
や
講
習
会
等

の
出
会
い
の
場
の
創
出
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
縁
結
び
お
世
話
人
」
と
「
婚
活
応
援
隊
」、
こ
の
二
つ
が

大
き
な
柱
と
な
り
、
市
全
体
で
結
婚
に
対
す
る
機
運
の
醸

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

	
�

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
取
り
組
み

平
成
１９
年
に
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
で
結
成
し
た

子
育
て
支
援
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
ジ
ュ
・
マ
マ
ン
」

が
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
「
花
っ
こ
ル
ー
ム
」
を
運
営

し
、
拠
点
に
事
務
所
を
置
き
な
が
ら
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
や
「
病
後
児
保
育
事
業
」「
家

庭
支
援
ス
タ
ッ
フ
訪
問
事
業
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」「
利
用

者
支
援
事
業
」「
一
時
預
か
り
事
業
」「
マ
マ
家
事
サ
ポ
ー

ト
事
業
」「
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
わ
ー
く
事
業
」
と
い
っ
た

本
市
の
子
育
て
支
援
事
業
の
大
部
分
を
担
っ
て
お
り
、
ス

タ
ッ
フ
２０
人
の
ほ
か
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
花
っ
こ
ル
ー
ム
」
の
あ
る
福
祉

施
設
「
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
花
い
ろ
」
内
に
は
、
市
の
子

育
て
・
健
康
推
進
課
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
推
進
課
が
配
置
さ
れ
、

妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
や
相
談
の
で
き
る
行
政

◆◆◆
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窓
口
も
あ
り
、
子
育
て
中
の
方
は
こ
こ
で
子
ど
も
を
遊
ば

せ
た
り
、
育
児
相
談
を
し
た
り
、
行
政
手
続
き
を
し
た
り
、

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

	
	

妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
な
い
支
援

利
用
で
き
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
妊
娠
期
か
ら

知
っ
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
母
子
手
帳
交
付
時
に
は
、低
価
格
の「
子

育
て
用
品
レ
ン
タ
ル
」
や
出
産
祝
い
金
制
度
等
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
に
と
っ
て
、
育
児
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
妊
娠
中
も
つ
わ
り
や
体
型
の
変
化
、
上

の
子
の
お
世
話
等
で
負
担
は
つ
き
も
の
で
す
。
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
本
市
で
は
、
保
健
師
に
よ
る
相
談

や
「
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
講
座
」
を
は
じ
め
、
妊
産
婦

さ
ん
の
家
事
・
育
児
を
支
援
す
る
「
マ
マ
家
事
サ
ポ
ー
ト

事
業
」、
不
安
を
持
つ
妊
婦
さ
ん
を
訪
問
す
る
「
産
前
産

後
支
援
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
健
診
等
の
外
出
の
付
き
添
い
や
家
事
・
育
児
に
参

画
す
る
男
性
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
移
住
し
て
来
ら
れ
た
ば
か
り
の
方
な
ど
身
近
に
頼
れ

る
親
族
や
友
人
が
い
な
い
背
景
も
あ
り
、
産
前
か
ら
利
用

で
き
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

	
	

子
育
て
し
な
が
ら
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
花
い
ろ
入
口
に
は
「
子
育
て
ｍ
ａ

ｍ
ａ
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
に
各
種
子
育
て
支
援
情
報
の
提
供
や
相
談
は
も
ち
ろ

ん
、
希
望
に
沿
っ
た
就
労
情
報
の
提
供
や
在
宅
ワ
ー
ク
・

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
っ
た
新
た
な
働
き
方
の
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
利
用
で
き
る
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
の
ご
案
内
も
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
第
２
子
３
歳
未
満
と
第
３
子
以
降
は
保
育

料
無
料
、
短
期
就
労
の
方
の
た
め
の
ワ
ン
コ
イ
ン
保
育
と

い
っ
た
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
ほ
か
、「
仕
事
」

と
「
育
児
」
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、「
病
児
・
病
後
児
保

育
事
業
」
や
「
こ
ど
も
食
堂
」、「
各
種
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

	
	

地
域
で
子
育
て
応
援
！

平
成
２₈
年
度
か
ら
新
た
な
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
開

始
し
た
「
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
わ
ー
く
事
業
」
は
、
子
育
て

世
代
の
方
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
を
支
援
す
る
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
企
業
・
商
店
街
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、行
政
が
一
体
と
な
り
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
も

の
で
、
子
育
て
中
の
方
に
は
「
花
っ

こ
会
員
」
と
し
て
登
録
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
商
店
街
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
た
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
購
入
で
き
た
り
と
い
っ
た
特

典
が
あ
り
、
子
育
て
を
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
方
に
は
「
子
育
て
お
世
話

人
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
拠
点

や
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
く
と
通
貨
が
貯
ま
り
、
特
典
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
企
業
や
商
店
街
に

は
「
子
育
て
支
援
企
業
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
資
金
拠
出
や
、「
花
っ
こ
会
員
」
へ
の

特
典
の
用
意
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
子

育
て
を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、
地
域
全
体

の
子
育
て
支
援
の
機
運
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

	
	

今
後
も
多
種
多
様
で
き
め
細
や
か
な
支
援

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
定
住
対
策
が
様
々
な

方
面
か
ら
高
い
評
価
を
う
け
、
平
成
２３
年
度
か
ら
現
在
ま

で
の
各
種
支
援
策
で
、
地
方
の
小
さ
な
過
疎
自
治
体
と
し

て
は
異
例
の
社
会
増
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
豊
後
高
田
市
に
移
り
住
ん
で
い
た
だ

き
、
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
結
婚
、
子
育
て
、

教
育
、
そ
し
て
、
就
労
・
就
農
等
、
本
市
の
特
徴
で
あ
る

多
種
多
様
で
き
め
細
や
か
な
支
援
に
よ
り
全
力
で
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆
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�

未
来
み
や
ざ
き
子
育
て
県
民
運
動

宮
崎
県
は
、
九
州
南
部
に
位
置
し
、
温
暖
な
気
候
や
豊

か
な
自
然
に
加
え
、平
成
２５
年
の
「
い
い
子
ど
も
が
育
つ
」

都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
第
２
位
を
は
じ
め
、
他
の
調
査
で

も
通
勤
・
通
学
時
間
が
全
国
一
短
い
な
ど
、
子
育
て
環
境

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
平
成
２７
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
全

国
第
３
位
の
１
・
７１
と
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
未
婚
化
や
晩
婚
化
の
影
響
も
あ
り
、

県
の
人
口
は
、
平
成
８
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
出
生
数

も
近
年
１
万
人
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
（
平
成

２７
年
３
月
１
日
現
在
の
推
計
人
口
：
１
０
９
万
３
５
３
４

人
、
平
成
２７
年
出
生
数
：
９
２
２
６
人
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
宮
崎
県
で
は
、

平
成
２３
年
度
よ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
む
こ
と
が
で

き
、
子
育
て
を
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
宮
崎
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
県
民
全
体
で
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
「
未
来
み
や
ざ
き
子
育
て
県
民
運
動
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

	
�「
み
や
ざ
き
の
結
婚
・
子
育
て�

	

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
誕
生

「
未
来
み
や
ざ
き
子
育
て
県
民
運
動
」
に
は
、
取
り
組

み
を
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、
関
係
団
体
や
企
業
、
行
政

な
ど
３
１
９
団
体
（
平
成
２９
年
３
月
現
在
）
で
構
成
す
る

「
推
進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
構
成
員
が
連
携

し
て
「
県
民
運
動
」
の
拡
が
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
県
民
運
動
に
対
す
る
県
民
の
関
心
は

ま
だ
十
分
で
な
い
面
も
見
ら
れ
る
た
め
、
県
民
へ
直
接
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
の
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

新
た
な
事
業
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
４
点
を
目

標
と
し
ま
し
た
。

〇
県
民
運
動
の
「
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
で
あ
る
県
民

の
皆
様
に
「
子
育
て
」
を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
子
育
て
に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
意
識
啓
発
を
推
進

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
若
い
世
代
へ
「
結
婚
」「
妊
娠
・
出
産
」「
子
育
て
」

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
社
会
全
体
で
若
い
世
代
の「
結
婚
」「
妊
娠
・
出
産
」「
子

育
て
」
を
応
援
す
る
機
運
の
醸
成
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

一
方
で
、
少
子
化
対
策
の
施
策
に
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
や
個
人
の
価
値
観
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
県
民
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
が

大
き
な
問
題
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
の
番
組
へ
日
頃
か
ら

「
家
族
」
に
つ
い
て
の
幸
せ
な
投
稿
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
リ
ス
ナ
ー
の
共
感
を
得
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
子
育
て
世
代
が
感
じ

て
い
る
「
家
族
の
幸
せ
」
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
と
い
う

形
で
「
お
す
そ
わ
け
」
し
て
い
た
だ
き
、
手
を
加
え
ず
に

直
接
伝
え
る
と
い
う
方
法
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
２７
年
度
に
、
県
民
の
皆
様
に
県
民
運
動

に
直
接
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
を
募
集
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の

紹
介
な
ど
を
行
う
「
み
や
ざ
き
の
結
婚
・
子
育
て
ハ
ー
ト

フ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

	
�

事
業
の
内
容

「
み
や
ざ
き
の
結
婚
・
子
育
て
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
」
は
、
平
成
２７
年
度
に
第
１
回
、
翌
２８
年
度
に
第
２
回

を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
期
間
は
各
年
度
と
も
６
カ
月
間
と

し
、
投
稿
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
う
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、募
集
部
門
を
大
き
く
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門
」「
写

真
部
門
」の
２
つ
に
分
け
、さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
投
稿
テ
ー

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆
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つ
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ぐ
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ソ
ー
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子
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髙
畑
　
道
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宮
崎
県
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ど
も
政
策
課
　
課
長 宮

崎
県
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幸
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お
す
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け
」
で
結
婚
、
妊
娠･

出
産
、
子
育
て
を
応
援
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マ
と
し
て
「
出
会
い
・
結
婚
」「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」

「
こ
ど
も
と
子
育
て
」
の
３
つ
を
設
定
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
認
知
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
応
募
作

品
を
広
く
県
民
の
方
々
に
紹
介
す
る
た
め
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

作
品
に
つ
い
て
は
、
地
元
Ｆ
Ｍ
局
で
夕
方
に
放
送
さ
れ
て

い
る
番
組
内
の
５
分
間
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
毎
週
１
回
、
投

稿
さ
れ
た
作
品
を
随
時
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
写
真
作
品
に
つ
い
て
は
、
地
元
テ
レ
ビ
局
の
地

域
情
報
番
組
内
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
し
、
応
募
さ
れ
た
作

品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
作
品
紹
介
や
地
元

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
の
作
品
展
示
を
行
う
な
ど
、
応

募
作
品
が
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
る
機
会
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
紹
介
で
知
名
度
が
上
が
っ
た
こ

と
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
気
軽
な
応
募
環
境
も

あ
り
、
平
成
２７
年
度
に
は
２
６
２
作
品
（
エ
ピ
ソ
ー
ド

１
０
８
作
品
、
写
真
１
５
４
作
品
）、
平
成
２８
年
度
に
は
、

前
年
度
の
２
倍
以
上
と
な
る
５
９
２
作
品
（
エ
ピ
ソ
ー
ド

１
７
８
作
品
、
写
真
４
１
４
作
品
）
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

	
	

事
業
効
果
と
今
後

応
募
作
品
は
ど
れ
も
家
族
へ
の
愛
情
や
幸
せ
に
あ
ふ
れ

た
も
の
で
、「
毎
週
の
放
送
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」「
子

育
て
に
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
も
っ
と

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
、
多
く
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
作
品
に
触
れ
た
方
に
多
く
の
幸
せ
や
勇
気

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
投
稿
者
も
、
子
育
て
中
の
方
に
限
ら
ず
、
祖
父
母

世
代
か
ら
若
い
世
代
ま
で
幅
広
い
世
代
に
及
び
、
多
く
の

県
民
の
皆
様
に
、「
結
婚
」「
妊
娠
・
出
産
」「
子
育
て
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
宮
崎
の
未
来
を
担
う

世
代
を
支
え
育
む
環
境
づ
く
り
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

	
	

平
成
₂₈
年
度
の
優
秀
作
品

エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門
　
最
優
秀
賞
　

ペ
ン
ネ
ー
ム
　
ピ
ヨ
子
さ
ん
の
作
品

出
産
で
入
院
中
、
２
歳
に
な
る
息
子
が
会
い
に
来
て

く
れ
、
ベ
ッ
ド
で
私
と
遊
ん
で
い
た
所
、
父
が
そ
ろ
そ

ろ
帰
ろ
う
か
と
言
う
と
「
マ
マ
も
！
」
と
、
私
の
腕
を

引
っ
張
り
ま
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
。
マ
マ
赤
ち
ゃ
ん
と
い
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
帰
れ
な
い
の
。
も
う
す
ぐ
し
た
ら
帰
れ
る
か
ら

ね
。」
と
２
回
程
言
っ
た
ら
、
い
き
な
り
パ
ッ
と
手
を

離
し
て
私
に
バ
イ
バ
イ
と
、
手
を
振
っ
た
の
で
す
。
私

も
両
親
も
ビ
ッ
ク
リ
。

翌
日
、
母
か
ら
病
院
の
帰
り
、
車
に
乗
せ
た
瞬
間
大

声
で
「
マ
マ
ー
!!
」
と
泣
い
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
が
生
ま
れ
て
初
め
て
の
離
れ
ば
な
れ
。
も
っ
と
泣

い
て
も
い
い
の
に
、
私
の
前
で
我
慢
し
て
い
た
息
子
が

切
な
く
も
愛
お
し
く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

教
え
な
く
て
も
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
ろ
う
と
し
て
く
れ

て
る
ん
だ
ね
。
あ
り
が
と
う
。

◆◆◆

◆◆◆
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結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
め
ぐ
る�

�

近
年
の
政
策
課
題

近
年
、
国
・
地
方
自
治
体
双
方
に
お
い
て
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
支
援
が
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
政
策
展
開
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
地
域
で
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
支
援
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

核
家
族
化
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
出
産
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
妊
娠
・
出
産
期
の
女
性
は
、
物
理

的
・
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
時
期
に
あ
り
、

か
つ
て
は
同
居
の
親
（
配
偶
者
の
親
を
含
む
）
な
ど
を
頼

れ
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、世
帯
構
造
の
変
化
に
よ
り
、

そ
う
し
た
家
族
支
援
を
期
待
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
地
域
に
お
け
る
人
付
き
合
い
の
希
薄
化
も
相

ま
っ
て
、
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い
妊
産
婦
が
増

え
、
そ
れ
が
、「
産
後
う
つ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
ひ
と
つ
の
背
景
と
言
わ
れ
ま
す
。
子
育

て
を
手
助
け
す
る
家
族
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て
を
す
る
仲

間
が
周
囲
に
乏
し
い
こ
と
で
、「
孤
立
し
た
育
児
」
と
な

り
、
そ
れ
が
「
育
児
不
安
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と

が
、
近
年
の
母
子
保
健
の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同

時
に
、
乳
幼
児
の
虐
待
に
社
会
的
・
政
策
的
な
関
心
が
高

ま
る
中
、
２
０
１
６
年
の
児
童
福
祉
法
お
よ
び
母
子
保
健

法
の
改
正
で
、
母
子
保
健
分
野
に
お
い
て
虐
待
予
防
の
視

点
が
明
確
化
さ
れ
、
妊
娠
期
か
ら
の
取
り
組
み
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
（
注
１
）。

「
家
族
の
形
」
が
変
化
す
る
中
、
家
族
・
親
族
に
よ
る

扶
助
に
期
待
で
き
る
部
分
が
少
な
く
な
り
、
母
親
の
サ

ポ
ー
ト
の
必
要
性
、
児
童
虐
待
の
予
防
の
観
点
か
ら
、
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
を
社
会
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要

が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
出

産
育
児
一
時
金
や
乳
幼
児
健
康
診
査
な
ど
、
出
産
・
育
児

を
支
え
る
制
度
は
既
に
多
く
あ
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
出

産
直
後
の
母
親
の
ケ
ア
な
ど
、
行
政
支
援
が
十
分
に
行
き

届
か
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
（
注
２
）。
ま
た
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
に
利
用
す
る
機
関
は
多
様
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
十
分
に
連
携
で
き
て
い
た
か
と
い

う
点
で
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
い
た
る
ま
で
、
関
係

機
関
が
連
携
し
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
体
制
整
備

が
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、地
域
社
会
と
し
て
出
産
・

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
再
構
築
す
る
意
味
合

い
も
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

妊
娠
期
以
降
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
加
え
て
、
結
婚

へ
の
支
援
も
、今
日
的
な
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。
従
来
型
の「
お

見
合
い
」
に
よ
る
結
婚
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
変
わ
る
出
会
い
の
機
会
が
広
が
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
出
会
い
の
場
と
し
て
職
場
に
期
待
で
き

る
部
分
も
縮
小
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
（
注
３
）。
か

つ
て
日
本
企
業
は
「
企
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
わ
れ
た

よ
う
に
、
成
員
の
強
い
仲
間
意
識
を
ひ
と
つ
の
特
徴
に
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
社
内
恋
愛
や
会
社
の
上

司
・
同
僚
に
よ
る
紹
介
等
で
結
婚
に
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
若
者

の
価
値
観
の
変
化
も
あ
り
、
社
内
の
付
き
合
い
を
敬
遠
す

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
「
マ
ッ
チ
ン
グ
機

能
」
に
期
待
で
き
る
部
分
も
そ
う
大
き
く
な
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
結
婚
の
支
援
に
関
し
て

も
地
域
社
会
に
期
待
さ
れ
る
部
分
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。行

政
に
よ
る
支
援
の
動
き

こ
の
よ
う
に
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
は
、

地
域
社
会
に
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
る
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
も
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
よ
う
、
制

度
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、

２
０
１
４
年
度
に
「
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

を
創
設
し
、
埼
玉
県
和
光
市
や
三
重
県
名
張
市
な
ど
２９
市
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町
村
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
妊
産

婦
等
か
ら
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
母
子
保
健
や
子
育

て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
へ
の
相
談
対
応
や
、
支
援
を
実

施
し
て
い
る
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
た
め
の
「
母
子
保
健
相

談
支
援
事
業
」
②
妊
産
婦
等
の
孤
立
感
や
育
児
不
安
の
解

消
を
図
る
た
め
、
助
産
師
等
に
よ
る
専
門
的
な
相
談
援
助

や
、
地
域
の
子
育
て
経
験
者
や
シ
ニ
ア
世
代
等
に
話
し
相

手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
等
の
「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事

業
」③
出
産
直
後
に
休
養
や
ケ
ア
が
必
要
な
産
婦
に
対
し
、

心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
等
の
き
め
細
か
い
支
援

や
休
養
の
機
会
を
提
供
す
る
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
―
か
ら

な
っ
て
い
ま
し
た
（
注
４
）。

そ
し
て
、
２
０
１
５
年
度
に
は
、
モ
デ
ル
事
業
の
取
り

組
み
を
進
め
る
形
で
、「
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
」

と
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
お
け
る
「
利
用
者

支
援
事
業
（
母
子
保
健
型
）」
を
必
須
事
業
と
し
、
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
お
よ
び
産
後
ケ
ア
事
業
は
任
意
事
業

と
い
う
位
置
づ
け
で
、１
３
８
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
₅₈
市
町
村
で
、
産
後
ケ
ア
事
業
は
₅９
市
町
村
で
そ

れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
注
５
）。

同
事
業
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
い
た
る
ま
で

の
支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
（
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
立
ち
上
げ
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
健
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
を
配
置
し
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
の
母
子
保
健
法
改
正
で
法
定

化
さ
れ
、
市
町
村
は
同
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
お
お
む
ね

２
０
２
０
年
度
末
ま
で
に
、
地
域
の
実
情
等
を
ふ
ま
え
な

が
ら
、
全
国
展
開
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
も
、
こ
う
し
た
国
の
制
度
を
活
用
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
っ
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

た
め
の
拠
点
を
整
備
し
、
支
援
を
実
施
す
る
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
期
の
支
援
を
考
え
る

こ
こ
で
、
地
域
に
お
け
る
支
援
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

特
に
育
児
期
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
も
と

に
検
討
し
ま
す
。

「
育
児
不
安
」
と
い
う
言
葉
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
子

育
て
期
の
女
性
に
不
安
・
負
担
感
が
大
き
い
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
筆
者
は
以
前
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も

つ
女
性
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
（
注

６
）、
育
児
期
の
女
性
に
お
け
る
負
担
感
の
所
在
と
、
そ

れ
が
追
加
出
生
意
欲
（
も
う
１
人
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と

い
う
希
望
）に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た（
高

見
２
０
１
４
）。
子
育
て
に
つ
い
て
の
感
じ
方
を
、
子
ど

も
数
別
、
女
性
の
就
業
形
態
別
に
み
た
と
こ
ろ
（
図
１
）、

子
育
て
を
「
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
の
方
が
多
い
」
が
多

数
派
で
あ
る
も
の
の
、「
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
と
つ
ら

い
と
感
じ
る
こ
と
が
同
じ
く
ら
い
」
も
全
体
で
３
割
強
あ

り
、少
数
な
が
ら
「
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
の
方
が
多
い
」

と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
女
性

本
人
が
正
規
雇
用
で
い
る
よ
り
、
有
期
雇
用
も
し
く
は
無

職
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
感
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴

も
う
か
が
え
ま
し
た
。

こ
の
論
文
で
は
、
こ
の
子
育
て
負
担
感
が
、
子
ど
も
１

人
の
女
性
に
お
い
て
、「
も
う
１
人
子
ど
も
を
持
ち
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
減
退
さ
せ
て
い
る
可
能
性
を
示
し
ま
し

た
。
で
は
、
こ
の
負
担
感
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う

か
。
物
理
的
な
負
担
、
精
神
的
な
負
担
、
い
ろ
い
ろ
あ
る

で
し
ょ
う
。
論
文
で
は
、
子
育
て
期
に
特
徴
的
な
、
日
々

の
心
理
状
態
の
指
標
と
し
て
「
イ
ラ
イ
ラ
」
に
着
目
し
、

そ
れ
が
子
育
て
負
担
感
と
密
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
そ
の
要
因
を
探
り
ま
し
た
。

た
し
か
に
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
は
子
育
て
に
付
き
物

と
も
言
え
、
そ
れ
自
体
が
問
題
と
は
言
い
が
た
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
度
を
超
し
た
日
々
の
イ
ラ
イ
ラ
は
子
育
て
を
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「
つ
ら
い
」
と
感
じ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
育
て
を

楽
し
め
る
か
ど
う
か
は
、
育
児

期
の
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
か

ら
く
る
負
担
感
と
大
い
に
関
係

す
る
と
言
え
ま
す
。
で
は
、
女

性
は
何
に
負
担
を
感
じ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。「
し
つ
け
が

う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど
子
育

て
自
体
も
大
き
な
要
素
で
し
ょ

う
。
加
え
て
、
論
文
で
は
、
配

偶
者
の
関
わ
り
方
を
指
摘
し
ま

し
た
。
配
偶
者
の
関
わ
り
と
し

て
は
家
事
・
育
児
分
担
も
重
要

で
す
が
、「
理
解
し
て
く
れ
る
」

「
心
配
事
や
悩
み
を
聞
い
て
く

れ
る
」
と
い
っ
た
精
神
的
サ

ポ
ー
ト
の
重
要
性
も
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
日
々

の
帰
宅
が
遅
い
配
偶
者
は
、

往
々
に
し
て
そ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
余
裕
が
な
く
な

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

男
性
の
労
働
時
間
が
長
い
こ
と
は
大
い
に
問
題
で
す

が
、最
近
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
、

子
育
て
期
の
女
性
が
孤
立
す
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
人

的
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
防
ぐ
必
要
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
言

う
と
、
地
域
で
の
人
付
き
合
い
が
乏
し
い
女
性
は
、
子
育

て
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
み
、
負
担
感
や
不
安
を
抱
え
や
す

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
を
、
筆
者
が
所
属
機

関
で
行
っ
た
調
査
結
果
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
（
注

７
）。
子
ど
も
を
も
つ
女
性
を
対
象
に
、
住
ん
で
い
る
地

域
で
の
人
付
き
合
い
の
程
度
と
育
児
負
担
感
と
の
関
連
を

み
る
と
（
図
２
）、「
必
要
の
際
に
相
談
で
き
る
人
」「
仲

の
よ
い
同
年
代
の
友
人
・
知
人
」
が
「
い
な
い
」
人
に
比

べ
て
、
い
る
人
で
は
負
担
感
が
低
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
細
か
く
み
る
と
、「
必
要
の
際
に
相
談
で
き

る
人
」
は
、
い
る
か
否
か
が
重
要
な
分
か
れ
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
友
人
数
は
、
多
い
ほ
ど
好
ま
し
い
と
い
う
性
質

を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
に
お
け
る
支
援
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
は
誰

か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。「
孤
立
を
防

ぐ
」
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
地
域
で
人
的
な
つ

な
が
り
が
乏
し
い
人
と
な
る
で
し
ょ
う
。
近
年
、
機
運
が

盛
り
上
が
っ
て
い
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
と
の
関
係
で
述
べ
る

な
ら
ば
、出
身
地
を
離
れ
て
暮
ら
す
Ｉ
タ
ー
ン
者
で
特
に
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
乏
し
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ

き
ま
す
。

Ｉ
タ
ー
ン
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か
に
つ
い
て
は
、
ま

と
ま
っ
た
調
査
が
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
わ
か
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
筆
者
の
所

属
機
関
で
行
っ
た
調
査
結
果
か
ら
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
中
身
を

示
し
、
支
援
の
必
要
性
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
３
に
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
（
本
調
査
で
は
地
方
移
住
者
）
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に
つ
い
て
、男
女
別
に
移
住
の
き
っ
か
け
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
る
と
、
男
性
に
比
べ
て
女
性
で
は
、
結
婚
を
機

に
出
身
地
以
外
に
移
り
住
む
こ
と
が
多
い
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
男
性
で
は
「
自
身
の
転
勤
等
」

「
転
職
」「
就
職
」
な
ど
仕
事
に
関
連
し
て
移
住
し
た
ケ
ー

ス
が
多
い
の
に
対
し
て
、
女
性
で
は
「
結
婚
」
が
圧
倒
的

に
多
い
の
が
特
徴
で
、「
配
偶
者
の
転
勤
等
」
が
こ
れ
に

続
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
女
性
の
場
合
、
配
偶
者
と
の
関
係
の
中
で
、

自
身
の
出
身
地
域
外
で
新
た
に
生
活
を
築
き
上
げ
る
必
要

に
迫
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
中
で
、
子
ど
も
を
持
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
域
に
十
分

な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
て
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
様
々
な
支
援
制
度
・
機
関
を
状
況
に
応
じ
て
自
ら
調

べ
、
活
用
す
る
だ
け
の
余
裕
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
場
合
、
行
政
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
を

構
え
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
・
支
援
、
子
育
て
経
験
者
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
同
じ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
い
る
者
同
士
の

交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
女
性
の
物
理
的
・
心
理

的
負
担
を
軽
減
す
る
の
に
大
い
に
貢
献
す
る
で
し
ょ
う
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
乏
し
い
人
に
こ
そ
、
行
政
支
援
の

ニ
ー
ズ
が
多
く
あ
る
と
言
え
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ

り
、
家
族
・
親
族
内
で
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
女
性

を
支
え
る
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
地

域
社
会
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。
特
に
出
産
直
後
の
ケ
ア
な
ど
、
こ
れ
ま
で
支
援
が

行
き
届
き
に
く
か
っ
た
部
分
も
含
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
い
た
る
ま
で
「
切
れ
目
の
な
い
支
援
」
を
行
お
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
止
ま
ら
な

い
未
婚
化
・
晩
婚
化
を
背
景
に
、
地
域
で
は
結
婚
支
援
の

動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
が
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
支
援
す
る
の
は
、
少

子
化
を
食
い
止
め
地
域
人
口
減
少
の
問
題
に
対
処
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
消
滅
可
能
性
都
市
」
論
議
を

持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
地
域
人
口
減
少
は
、
多
く
の
自

治
体
に
と
っ
て
目
の
前
の
課
題
で
す
が
、
進
学
・
就
職
等

で
の
人
口
流
出
を
阻
止
し
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
す
の
み
な

ら
ず
、
地
域
ご
と
に
少
子
化
対
策
を
練
る
必
要
性
も
増
し

て
い
ま
す
。
工
夫
を
こ
ら
し
た
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支

援
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
住
民
の
福
祉
の
観
点
か
ら
重
要

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
若
者
の
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を

通
じ
て
移
住
定
住
を
促
し
、
い
っ
そ
う
の
地
域
活
性
化
を

導
く
た
め
の
カ
ギ
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。

︵
注
︶

１
． 

近
年
の
母
子
保
健
分
野
の
政
策
展
開
と
視
点
に
つ
い
て
は
、

鈴
宮
︵
２
０
１
７
︶
を
参
照
。

２
． 

産
後
ケ
ア
が
必
要
と
さ
れ
る
背
景
や
新
た
な
支
援
の
動
き

は
、
福
島
・
み
つ
い
︵
２
０
１
４
︶
参
照
。

３
． 

結
婚
の
趨
勢
に
つ
い
て
は
、
岩
澤
・
三
田
︵
２
０
０
５
︶

を
参
照
。

４
． ﹁
平
成
₂₇
年
版
少
子
化
白
書
﹂
に
お
け
る
﹁
コ
ラ
ム
：
妊
娠
・

出
産
包
括
支
援
事
業
を
活
用
し
た
取
組
﹂
を
参
照
。

５
． ﹁
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
﹂
の
展
開
に
つ
い
て
は
勝
又

︵
２
０
１
７
︶
を
参
照
。

６
． 

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
が
２
０
１
３
年
に
実
施
し

た
﹁
少
子
化
と
夫
婦
の
就
労
状
況
・
生
活
環
境
に
関
す
る

意
識
調
査
﹂。
調
査
の
詳
細
は
、
内
閣
府
経
済
社
会
総
合

研
究
所
﹃
有
配
偶
女
性
の
生
活
環
境
と
就
労
、
出
産
、
子

育
て
に
関
す
る
分
析
～
﹁
少
子
化
と
夫
婦
の
就
労
状
況
・

生
活
環
境
に
関
す
る
意
識
調
査
﹂
の
個
票
を
用
い
て
～
﹄

E
S

R
I D

iscussion P
aper N

o.311

の
第
１
部
を
参
照
。

７
． 

こ
の
調
査
は
地
域
移
動
の
傾
向
や
理
由
を
調
査
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
対
象
サ
ン
プ
ル
を
独
自
に
割
当
て
し
て

実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
分
析
結
果
は
全
国

の
平
均
的
な
姿
と
し
て
必
ず
し
も
一
般
化
で
き
な
い
こ
と

を
お
断
り
し
ま
す
。
調
査
の
詳
細
は
、
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
︵
２
０
１
６
︶
を
参
照
く
だ
さ
い
。

文
献

福
島
富
士
子
・
み
つ
い
ひ
ろ
み
︵
２
０
１
４
︶﹃
産
後
ケ
ア
︱
な

ぜ
必
要
か　

何
が
で
き
る
か
﹄
岩
波
書
店.

岩
澤
美
帆
・
三
田
房
美
︵
２
０
０
５
︶﹁
職
縁
結
婚
の
盛
衰
と
未

婚
化
の
進
展
﹂﹃
日
本
労
働
研
究
雑
誌
﹄N

o.535

、pp.

₁₆-

₂₈.

勝
又
明
子
︵
２
０
１
７
︶﹁
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
向
け
た
情
報
提
供
︱
保
険
市
の
役
割
の
核
と
な
る
﹁
連

携
強
化
﹂
と
は
︱
﹂﹃
保
健
師
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄vol.

₇₃,N
o.4, 

pp.298-302.

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
︵
２
０
１
６
︶﹃U

IJ

タ
ー
ン
の
促

進
・
支
援
と
地
方
の
活
性
化
︱
若
年
期
の
地
域
移
動
に
関
す
る
調

査
結
果
︱
﹄JILP

T

調
査
シ
リ
ー
ズN

o.152.

鈴
宮
寛
子
︵
２
０
１
７
︶﹁
児
童
虐
待
予
防
を
踏
ま
え
た
母
子
保

健
活
動
に
必
要
な
視
点
と
は
︱
法
改
正
を
受
け
て
、
変
わ
ら
な
い

も
の
と
変
わ
る
も
の
︱
﹂﹃
保
健
師
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄vol.

₇₃,N
o.4, 

pp.290-297.

高
見
具
広
︵
２
０
１
４
︶﹁
育
児
期
に
お
け
る
女
性
の
負
担
感
と

配
偶
者
の
関
わ
り
︱
子
ど
も
1
人
の
女
性
を
中
心
に
︱
﹂
内
閣
府

経
済
社
会
総
合
研
究
所
﹃
有
配
偶
女
性
の
生
活
環
境
と
就
労
、
出

産
、
子
育
て
に
関
す
る
分
析
～
﹁
少
子
化
と
夫
婦
の
就
労
状
況
・

生
活
環
境
に
関
す
る
意
識
調
査
﹂
の
個
票
を
用
い
て
～
﹄E

S
R

I 

D
iscussion P

aper N
o.311.
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今
注
目
を
集
め
る
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
資
源

に
テ
ー
マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
た

情
報
発
信
と
し
て
、映
像
、ア
ニ
メ
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
一
躍
を

担
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活

用
し
た
海
外
展
開
事
業
に
利
用
で
き
る
補

助
金
を
ご
案
内
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を

保
有
し
て
い
な
く
て
も
、
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
事
業
で
あ
れ
ば
応
募
で
き
、
採
択

さ
れ
れ
ば
対
象
経
費
の
最
大
３
分
の
２
ま

で
補
助
さ
れ
ま
す
。
海
外
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
す
る
際
は
、
ぜ
ひ
当
補
助

金
の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

�

日
本
コ
ン
テ
ン
ツ
の
海
外
展
開
を

促
進
す
る
「
Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
」
と
は

「
Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
」
は
、
経
済
産
業
省　

平
成
２８
年
度
補
正
予
算
「
コ
ン
テ
ン
ツ
グ

ロ
ー
バ
ル
需
要
創
出
基
盤
整
備
事
業
費
補

助
金
」
に
よ
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
等
海
外
展

開
支
援
事
業
」
の
こ
と
で
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人 

映
像
産
業
振
興
機
構
（
Ｖ
Ｉ

Ｐ
Ｏ
）
が
Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
事
務
局
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
コ
ン
テ
ン

ツ
等
の
海
外
展
開
を
促
進
し
、「
日
本
ブ
ー

ム
創
出
」
に
伴
う
「
関
連
産
業
の
海
外
展

開
の
拡
大
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

�

自
治
体
こ
そ
利
用
し
た
い
対
象
経
費
の��

３
分
の
２
を
補
助
（
最
大
）

同
補
助
金
は
、
地
方
公
共
団
体
や
事
業

者
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
映
像
な
ど
を
含

む
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
海
外
展
開
事

業
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
コ

ン
テ
ン
ツ
の
定
義
は
図
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
自
社
保
有
に
限
ら

ず
、
外
部
の
事
業
者
等
が
保
有
す
る
も
の

で
も
、
有
効
に
使
わ
れ
て
い
れ
ば
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
は
海
外
展
開
に
伴
う
経
費
と

し
、補
助
率
は
対
象
経
費
の
２
分
の
１
で
す
。

た
だ
し
、
地
域
活
性
化
に
特
に
資
す
る

事
業
と
認
め
ら
れ
る
な
ど
諸
条
件
を
満
た

す
場
合
は
、
特
例
と
し
て
対
象
経
費
の
３

分
の
２
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
活
用
事
例

自
治
体
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
使
用
例
と
し

て
は
、

・�

当
地
の
観
光
映
像
を
再
編
集
し
て
、

外
国
語
版
を
作
成

・�

コ
ン
テ
ン
ツ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

カ
ル
チ
ャ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
展

・�

旅
行
博
に
出
展
す
る
際
に
、
当
地
が

舞
台
の
漫
画
・
ア
ニ
メ
と
連
動
し
て

展
開

・�

海
外
で
放
送
さ
れ
る
日
本
の
番
組
に

Ｃ
Ｍ
出
稿

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

以
下
に
て
、
自
治
体
や
地
域
の
事
業
者

が
活
用
し
た
具
体
的
な
事
例
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。

�

事
例
１
：�

�

観
光
映
像
を
活
用
し
、
九
州
の
自
然
、

食
、
文
化
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

昨
年
１０
月
、「Japan Content Show

 
case2016

」
に
地
域
企
業
連
合
会
九
州
連

携
機
構
が
出
展
。
九
州
各
県
の
観
光
映
像

を
球
体
モ
ニ
タ
ー
な
ど
に
放
映
し
、
美
し

い
風
景
、多
様
な
食
や
文
化
を
紹
介
し
た
。

７
県
の
自
治
体
、
九
州
観
光
推
進
機
構
、

ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等

30

清
水　

雅
行

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
映
像
産
業
振
興
機
構
Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
事
務
局　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

―
海
外
渡
航
費
や
ブ
ー
ス
出
展
費
な
ど
、
最
大
３
分
の
２
を
補
助
―

海
外
の「
旅
行
博
」な
ど
で
使
え
る
補
助
金「
Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
」
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トピックス

地域づくり 特集編 2017・６月号

〈
対
象
経
費
例
〉

・
海
外
渡
航
に
関
す
る
費
用

・
出
展
・
参
加
に
関
す
る
費
用

・
会
場
・
施
工
に
関
す
る
費
用

・
事
業
運
営
に
関
す
る
費
用

・
広
報
宣
伝
に
関
す
る
費
用

・
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
に
関
す
る
費
用

〈
３
分
の
２
と
な
る
条
件
〉

申
請
者
条
件

　
「�
会
社
法
に
定
め
る
大
会
社
」
で
は

な
い
企
業

審
査
委
員
会
が
認
定

　

地
域
経
済
活
性
化
に
特
に
資
す
る
事
業

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い



31

の
団
体
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
直
結
す
る
ロ
ケ
誘
致
の
利
便
性
等

を
発
信
し
た
。〈
地
域
企
業
連
合
会
九
州

連
携
機
構
〉

�

事
例
２
：�

�

『
ち
は
や
ふ
る
』
の
少
女
漫
画
や
ア
ニ
メ
を

活
用
し
、
か
る
た
王
国
・
福
井
を
Ｐ
Ｒ

昨
年
７
月
、
台
湾
・
台
北
で
開
催
さ
れ

た
日
本
観
光
文
化
博
「
第
２
回T

ouch 
T

he Japan

」
に
福
井
坂
井
奥
越
広
域
観

光
圏
推
進
協
議
会
と
福
井
放
送
が
出
展

し
、
日
本
全
国
に
か
る
た
ブ
ー
ム
を
巻
き

起
こ
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
少
女
漫
画

『
ち
は
や
ふ
る
』
と
そ
の
ア
ニ
メ
を
活
用

し
、
台
湾
の
観
光
客
を
誘
客
。
ブ
ー
ス
で

は
、中
国
語
吹
き
替
え
版
ア
ニ
メ
の
上
映
、

同
ア
ニ
メ
の
人
気
声
優
の
サ
イ
ン
会
や
台

湾
語
版
コ
ミ
ッ
ク
の
販
売
、
模
擬
試
合
や

か
る
た
体
験
な
ど
も
展
開
し
た
。〈
福
井

放
送
〉

�

事
例
３
：�

�

足
利
市
の
観
光
映
像
と
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
活
用
し
、
訪
日
観
光
を
促
進

昨
年
１１
月
、「
台
北
国
際
旅
行
博
（
Ｉ

Ｔ
Ｆ
）」に
足
利
市（
栃
木
県
）が
出
展
し
、

「
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
大
藤
の
映
像
を
放
映
。ま
た
、

「
侍
」
を
連
想
さ
せ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た

か
う
じ
君
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
「
足
利

＝
歴
史
文
化
の
ま
ち
」
を
発
信
し
た
。
会

場
に
は
４
日
間
で
３６
万
人
が
来
場
し
、
参

加
１
０
７
団
体
中
３３
団
体
と
観
光
商
談
を

行
っ
た
。〈
足
利
市
観
光
協
会
〉

�

事
例
４
：�

�

「
香
港
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」に
３
市
で�

連
携
し
て
出
展
し
、
道
東
を
Ｐ
Ｒ

昨
年
７
月
、「
香
港
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」

に
、
帯
広
市
、
釧
路
市
、
網
走
市
が
連
携

し
東
北
海
道
と
し
て
出
展
。
帯
広
市
は
、

香
港
で
も
人
気
の
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
『
銀
の
匙  

Silver Spoon

』
を
活
用
し
、
十
勝
の
自

然
や
食
な
ど
を
訴
求
。釧
路
市
は
漫
画『
僕

等
が
い
た
』
や
四
季
映
像
、
網
走
市
は
観

光
映
像
や
マ
ン
ガ
大
賞
受
賞
作
品
『
ゴ
ー

ル
デ
ン
カ
ム
イ
』
を
活
用
し
た
観
光
誘
致

を
行
い
、
広
域
的
な
経
済
波
及
効
果
を

図
っ
た
。〈
帯
広
市
・
釧
路
市
・
網
走
市
〉

（
事
例
１
～
４
は
、
昨
年
募
集
し
た
補

助
金「
Ｊ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
」を
活
用
し
た
も
の
で
す
）

�「
Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
」
で
は
申
請
も

サ
ポ
ー
ト　

Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
は
、
平
成
３０
年
３
月
末

ま
で
の
期
間
限
定
事
業
で
す
。
補
助
金
の

募
集
は
来
年
１
月
末
ま
で
を
予
定
し
、
期

限
前
で
あ
っ
て
も
補
助
金
の
予
算
が
な
く

な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
応
募
は
隔

週
金
曜
日
に
締
め
切
り
、
２
週
間
以
内
に

採
否
を
通
知
す
る
流
れ
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
事
務
局
で
は
、
自
治
体
や
関
連

団
体
か
ら
の
応
募
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
専
任

ス
タ
ッ
フ
が
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ

公
募
要
項
や
応
募
書
類
な
ど
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

https://j-lop4.jp/

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

Ｊ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｐ
４
補
助
金
事
務
局
・
清
水

　

T
EL

：03-6264-3578

　

M
ail

：question@
j-lop4.jp
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新
た
な
流
れ
を
つ
く
る
ま
ち�

�

有
田
川

有
田
川
町
は
、
平
成
１８
年
に
吉
備
町
、

金
屋
町
、
清
水
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
町
内
に
は
豊
か
な
自
然
景
観
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
三
田
地
区
の「
あ

ら
ぎ
島
」
は
、
日
本
の
棚
田
百
選
や
国
の

重
要
文
化
的
景
観
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

四
季
折
々
に
美
し
く
変
わ
る
風
景
が
み
ど

こ
ろ
で
、
秋
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
冬
に
は
ソ
ー
ラ
ー

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
利
用
し
た
イ
ル
ミ
テ
ラ

ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
産
物
と

し
て
「
有
田
み
か
ん
」
や
「
ぶ
ど
う
山
椒
」

な
ど
生
産
量
・
品
質
と
も
に
全
国
有
数
の

ブ
ラ
ン
ド
・
味
覚
が
豊
富
に
あ
る
ま
ち
で

す
。始

ま
り
は
廃
棄
物
の�

�

取
り
組
み
か
ら

有
田
川
町
で
は
、
環
境
問
題
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
早
く
か
ら
着
目
し
て
き
ま
し

た
。合

併
前
の
旧
吉
備
町
で
は
特
に
力
を
入

れ
て
い
て
、
平
成
１０
年
頃
に
は
自
治
会
と

の
連
携
で
ゴ
ミ
集
積
場
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

化
を
達
成
。
平
成
１２
年
に
は
近
畿
の
自
治

体
初
の
風
力
発
電
所
（
２
３
０
㌔
㍗
）
を

設
置
し
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し

た
（
故
障
に
よ
り
現
在
は
撤
去
）。

ま
た
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
２８
年
の
紀

州
大
水
害
ま
で
は
、
町
内
に
８
カ
所
の
小

水
力
発
電
所
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。合

併
後
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
資
源
ゴ

ミ
の
マ
イ
ナ
ス
入
札
化
で
し
た
。
従
前
は

年
間
約
３
２
０
０
万
円
を
支
払
い
、
資
源

ゴ
ミ
収
集
運
搬
処
理
業
務
を
委
託
し
て
い

ま
し
た
が
、
前
述
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
と

住
民
の
分
別
意
識
の
高
さ
に
よ
り
、
高
品

質
の
資
源
ゴ
ミ
が
評
価
さ
れ
、
平
成
２０
年

度
か
ら
お
金
を
い
た
だ
い
て
の
収
集
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
削
減
で
き
た
処
理
費
用
を
現
行
の
基
金

の
前
身
で
あ
る
「
低
炭
素
社
会
づ
く
り
推

進
基
金
」と
し
て
積
み
立
て
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
２１
年
よ
り
「
有
田
川
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
に
行
政
が
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
。

有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
ま
ず
は
前
述

の
基
金
を
原
資
に
住
民
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
促
進
を
目
指
し
て
住
宅
用
太

陽
光
発
電
設
備
や
太
陽
熱
利
用
設
備
の
設

置
補
助
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
廃
棄
物

の
面
で
は
、
既
に
実
施
し
て
い
た
生
ご
み

処
理
機
購
入
補
助
に
加
え
、
コ
ン
ポ
ス
ト

無
償
貸
与
制
度
を
新
設
し
、
公
立
保
育
所

と
連
携
し
た
子
ど
も
服
古
着
バ
ザ
ー
も
始

め
ま
し
た
。
こ
の
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
は

絵
本
購
入
費
に
充
て
る
か
た
ち
で
保
育
所

に
還
元
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
町
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
の

屋
根
へ
平
成
２５
年
度
に
１１
㌔
㍗
、
平
成
２７

年
度
に
は
３０
㌔
㍗
の
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
、
売
電
を
開
始
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
で
あ
っ
た
町
営

二
川
小
水
力
発
電
所
建
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
２２
年
度
と
２３
年
度
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
の
調
査
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

で
、
事
前
に
調
査
・
計
画
や
測
量
等
を
町

が
財
政
負
担
す
る
こ
と
な
く
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

一
方
、
本
発
電
所
は
多
目
的
ダ
ム
（
治

水
・
発
電
）
の
維
持
放
流
水
を
使
っ
た
従

属
発
電
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
な
の

で
、
治
水
は
和
歌
山
県
、
発
電
は
関
西
電

力
が
担
っ
て
お
り
、
発
電
所
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
ダ
ム
と
維
持
放
流
設
備
に
掛

か
る
持
分
負
担
（
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の

32

上
野
山
　
友
之

有
田
川
町
環
境
衛
生
課
主
事

―
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
減
量
な
ど
官
民
一
体
で
取
り
組
み
―

地
球
に
も
町
財
政
に
も
エ
コ
な
ま
ち
づ
く
り

自治会と連携したごみ分別説明会
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解
決
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
維
持
放
流
設
備
の
持
分
負
担
割
合
に

つ
い
て
は
「
流
量
比
例
と
す
る
」
と
い
う

省
庁
間
の
協
議
例
に
基
づ
い
た
も
の
が
長

年
踏
襲
さ
れ
て
き
て
、
本
発
電
所
計
画
で

は
維
持
放
流
量
と
発
電
使
用
水
量
が
同
量

で
あ
る
た
め
、
５０
％
の
持
分
負
担
額
を
提

示
さ
れ
た
の
で
す
。

「
エ
コ
の
ま
ち
」
と
し
て
の
飛
躍

し
か
し
、
粘
り
強
く
県
と
の
交
渉
を
続

け
た
結
果
、
平
成
２４
年
８
月
に
知
事
部
局

の
判
断
に
よ
り
維
持
放
流
設
備
の
費
用
負

担
割
合
に
つ
い
て
も
「
ダ
ム
と
同
等
」
と

の
決
定
を
受
け
、
大
幅
な
減
額
を
実
現
。

同
月
に
実
施
設
計
等
の
委
託
契
約
を
行

い
、平
成
２６
年
９
月
に
建
設
工
事
に
着
手
。

平
成
２８
年
２
月
に
発
電
所
が
完
成
し
ま
し

た
。ま

た
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
校
舎
へ

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
も
行
い
、
近

年
ブ
ー
ム
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
廃

校
利
活
用
の
一
端
を
担
い
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

資
源
ご
み
の
分
別
徹
底
に
よ
る
基
金
が
活

用
さ
れ
廃
棄
物
で
の
住
民
・
行
政
の
努
力

も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
内
に
あ
る
官
民
そ
れ
ぞ
れ

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
結
び
つ

け
、「
あ
り
だ
が
わ
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
」
と
し
て
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
計
画
」
に
、
平
成
２８
年
度
公
募
に
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
目
的
ダ
ム
の
維
持
放
流
水

を
活
用
し
た
町
営
二
川
小
水
力
発
電
所

が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の
平
成
２８
年
度

「
新
エ
ネ
大
賞
」
に
お
い
て
、
そ
の
導
入

ス
キ
ー
ム
や
こ
れ
ま
で
の
流
れ
と
今
後

の
展
望
が
評
価
さ
れ
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
導
入
事
業
の
軸
と

な
っ
た
「
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

も
環
境
省
の
「
第
４
回
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア

ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
実
行
委
員
会
特
別
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
平
成
２８
年
度
は
飛
躍
の

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
持
続
可
能
な�

�

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て

二
川
小
水
力
発
電
所
は
年
間
に

４
３
０
０
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、（
平
成
28
年
度
実
績
５
０
０
０
万
円
）

売
電
収
益
は
前
述
の
基
金
を
包
括
し
て
新

設
し
た
「
循
環
型
社
会
の
構
築
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
基
金
」
へ
と
積
み
立
て
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
制
度
に
加
え
、
小
中
学

生
へ
の
環
境
教
育
や
公
共
施
設
へ
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
等
の
温
暖
化

防
止
事
業
へ
と
活
か
し
て
い
く
予
定
で

す
。次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
観
光
や
視
察
、
環
境
学
習
な
ど
と
結

び
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
や
廃
棄
物
減
量
な
ど
の
環
境
行
政
を
横

断
し
た
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

実
現
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
有
田
川
町
環

境
行
政
の
強
み
で
す
。

今
後
は
、
よ
り
一
層
「
有
田
川
と
い
う

エ
コ
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
の
観
点
か
ら
住
民
が
住
み
が

い
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「プロジェクトの目玉」町営二川小水力発電所

死んだインフラを「稼ぐインフラ化」する旧峯口小学校太陽光発電所
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解
決
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
維
持
放
流
設
備
の
持
分
負
担
割
合
に

つ
い
て
は
「
流
量
比
例
と
す
る
」
と
い
う

省
庁
間
の
協
議
例
に
基
づ
い
た
も
の
が
長

年
踏
襲
さ
れ
て
き
て
、
本
発
電
所
計
画
で

は
維
持
放
流
量
と
発
電
使
用
水
量
が
同
量

で
あ
る
た
め
、
５０
％
の
持
分
負
担
額
を
提

示
さ
れ
た
の
で
す
。

「
エ
コ
の
ま
ち
」
と
し
て
の
飛
躍

し
か
し
、
粘
り
強
く
県
と
の
交
渉
を
続

け
た
結
果
、
平
成
２４
年
８
月
に
知
事
部
局

の
判
断
に
よ
り
維
持
放
流
設
備
の
費
用
負

担
割
合
に
つ
い
て
も
「
ダ
ム
と
同
等
」
と

の
決
定
を
受
け
、
大
幅
な
減
額
を
実
現
。

同
月
に
実
施
設
計
等
の
委
託
契
約
を
行

い
、平
成
２６
年
９
月
に
建
設
工
事
に
着
手
。

平
成
２８
年
２
月
に
発
電
所
が
完
成
し
ま
し

た
。ま

た
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
校
舎
へ

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
も
行
い
、
近

年
ブ
ー
ム
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
廃

校
利
活
用
の
一
端
を
担
い
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

資
源
ご
み
の
分
別
徹
底
に
よ
る
基
金
が
活

用
さ
れ
廃
棄
物
で
の
住
民
・
行
政
の
努
力

も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
内
に
あ
る
官
民
そ
れ
ぞ
れ

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
結
び
つ

け
、「
あ
り
だ
が
わ
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
」
と
し
て
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
計
画
」
に
、
平
成
２８
年
度
公
募
に
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
目
的
ダ
ム
の
維
持
放
流
水

を
活
用
し
た
町
営
二
川
小
水
力
発
電
所

が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の
平
成
２８
年
度

「
新
エ
ネ
大
賞
」
に
お
い
て
、
そ
の
導
入

ス
キ
ー
ム
や
こ
れ
ま
で
の
流
れ
と
今
後

の
展
望
が
評
価
さ
れ
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
導
入
事
業
の
軸
と

な
っ
た
「
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

も
環
境
省
の
「
第
４
回
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア

ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
実
行
委
員
会
特
別
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
平
成
２８
年
度
は
飛
躍
の

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
持
続
可
能
な�

�

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て

二
川
小
水
力
発
電
所
は
年
間
に

４
３
０
０
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、（
平
成
２８
年
度
実
績
５
０
０
０
万
円
）

売
電
収
益
は
前
述
の
基
金
を
包
括
し
て
新

設
し
た
「
循
環
型
社
会
の
構
築
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
基
金
」
へ
と
積
み
立
て
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
制
度
に
加
え
、
小
中
学

生
へ
の
環
境
教
育
や
公
共
施
設
へ
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
等
の
温
暖
化

防
止
事
業
へ
と
活
か
し
て
い
く
予
定
で

す
。次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
観
光
や
視
察
、
環
境
学
習
な
ど
と
結

び
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
や
廃
棄
物
減
量
な
ど
の
環
境
行
政
を
横

断
し
た
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

実
現
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
有
田
川
町
環

境
行
政
の
強
み
で
す
。

今
後
は
、
よ
り
一
層
「
有
田
川
と
い
う

エ
コ
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
の
観
点
か
ら
住
民
が
住
み
が

い
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「プロジェクトの目玉」町営二川小水力発電所

死んだインフラを「稼ぐインフラ化」する旧峯口小学校太陽光発電所
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